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表紙の絵

1つの石で表されている神の王国が，巨大な像で表されている人間の政府をハルマゲドンの時に終わらせる。（研究記事20の11節を参照。）
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研究記事19

終わりの時の「北の王」


「終わりの時に，南の王は彼[北の王]と押し合います」。ダニエル 11:40

150番の歌 救いのために神に頼る

何を学ぶか*




 1. 聖書預言からどんなことを知ることができますか。

エホバに仕える人々は間もなくどんなことを経験しますか。何が起きるかは分かっています。聖書預言を通して，私たち全てに影響を及ぼす重要な出来事を知ることができます。聖書にある1つの預言は，世界の強力な政府が今後何を行うかを明らかにしています。ダニエル 11章に出てくるその預言には，2つの対抗する勢力である北の王と南の王が何をしてきたかが記されています。この預言の大部分はすでに実現しています。ですから，残りの部分もその通りになります。

 2. ダニエルの預言を理解するには，どんな点を覚えておく必要がありますか。創世 3章15節，啓示 11章7節，12章17節からどんなことが分かりますか。

2 ダニエル 11章の預言を理解するに当たり，覚えておくべき点があります。その預言に出てくる王たちは，エホバの民に直接影響を与えた支配者や政府を指している，という点です。エホバに仕える人々は，世界人口からすればごく少数にすぎませんが，しばしば政府から迫害されてきました。サタンとサタンの体制全体が掲げている主要な目的は，エホバとイエスに仕える人々を征服することだからです。（創世 3:15と啓示 11:7; 12:17を読む。）覚えておくべき別の点として，ダニエルの預言は聖書の他の預言とつじつまが合っていなければなりません。ダニエルの預言を正しく理解するには，聖書の他の部分と比較検討する必要があります。

 3. この記事と次の記事では何を学びますか。

3 こうした点を踏まえてダニエル 11章25-39節を調べましょう。1870年から1991年まで誰が北の王で，誰が南の王だったかを確かめます。北の王と南の王に関する預言の一部について，なぜ理解を調整する必要があるかも確かめます。次の記事ではダニエル 11章40節から12章1節を調べます。1991年からハルマゲドンの戦いの時までに起きる事柄について最近理解が調整された箇所を確認します。この2つの記事を学ぶ時，「終わりの時の対抗する王たち」という図表を参照してください。まず，ダニエル書の北の王と南の王が誰かを確かめましょう。






北の王と南の王を見分ける鍵


 4. 北の王と南の王に共通する，どんな3つの特徴がありますか。

4 「北の王」と「南の王」という称号は当初，イスラエルの北と南に位置する強国を指していました。ダニエルのもとに遣わされた天使はこう言っています。「私が来たのは，最後の日々にあなたの民に起きる事柄をあなたに理解させるためです」。（ダニ 10:14）西暦33年のペンテコステの日までは，イスラエル国民が神に選ばれた民でした。しかしそれ以降，エホバはイエスの弟子たちをご自分の民と見ていることを明らかにしました。ですから，ダニエル 11章の預言の多くはイスラエル国民にではなく，イエスに従う人たちに関係するものです。（使徒 2:1-4。ロマ 9:6-8。ガラ 6:15，16）誰が北の王で誰が南の王かは，時代とともに変化してきました。とはいえ，どちらの王にも共通する特徴があります。第一に，どちらの王もエホバの民に大きな影響を与えてきました。第二に，どちらの王もエホバの民をひどく扱い，真の神エホバに対する憎しみを表してきました。第三に，どちらの王も互いに優位に立とうとしてきました。

 5. 2世紀から19世紀の終わりごろまでに北の王と南の王は存在しましたか。説明してください。

5 2世紀のある時点から，クリスチャン会衆に偽のクリスチャンがはびこるようになりました。その人たちは異教の教えを受け入れ，聖書の教えを覆い隠しました。その頃から19世紀の終わりごろまで，地上には組織されたエホバの民が存在しませんでした。偽のクリスチャンという雑草がはびこり，真のクリスチャンとの区別がつかなくなりました。（マタ 13:36-43）この点は大切なポイントです。2世紀のある時点から19世紀の終わりごろまでに存在した支配者や政府は，北の王や南の王を指すことはあり得ません。その間，攻撃対象である組織されたエホバの民が存在しなかったからです。* しかし，北の王と南の王は19世紀の終わりごろに再び登場します。なぜそういえますか。

 6. エホバの民の区別がはっきりつくようになったのはいつですか。

6 1870年以降，エホバの民は組織された1つのグループとして存在するようになりました。1870年にチャールズ･T･ラッセルと仲間たちが聖書研究会をつくりました。ラッセル兄弟と仲間たちは，メシア王国の設立に先立って「道を整える」使者となりました。（マラ 3:1）エホバの民の区別がはっきりつくようになったのです。では，エホバの民に大きな影響を与える強国は存在していましたか。考えてみましょう。






南の王は誰か


 7. 第1次世界大戦中までは誰が南の王でしたか。

7 1870年の時点で，英国は世界最大の帝国となり，最強の軍事力を有していました。大英帝国は，3本の角であるフランス，スペイン，オランダを打ち負かした「小さな角」でした。（ダニ 7:7，8）第1次世界大戦中までは英国が南の王でした。当時，アメリカ合衆国は世界の経済大国となっていて，英国と密接な関係を築いていました。

 8. 終わりの時代の間，誰が南の王ですか。

8 第1次世界大戦中，米国と英国は強力な軍事同盟を結びました。こうして，英国とその植民地だった米国が英米世界強国になりました。ダニエルの預言にある通り，南の王は「非常に強大な軍隊」をつくり上げていました。（ダニ 11:25）終わりの時代の間，英米同盟が南の王となっています。* では，北の王は誰ですか。

聖書預言の英米世界強国


聖書預言の中で，南の王である英米世界強国はいろいろなもので表現されています。

	

[image: 鉄と粘土でできた足。]



鉄と粘土でできた足（ダニ 2:41-43）



	

[image: 幾つもの角を持つ獣の頭。幾つもの角の間から生えてきた小さな角には，目と口がある。]



恐ろしい獣の頭に生えてきた角（ダニ 7:7，8）



	

[image: 10本の角と7つの頭がある野獣。]



野獣の7番目の頭（啓 13:1）



	

[image: 2本の角がある野獣。]



2本の角がある野獣（啓 13:11-15）



	

[image: 英米世界強国を象徴する政府関連の建物。]



「偽預言者」（啓 19:20）














北の王が再び現れる


 9. 北の王が再び現れたのはいつですか。ダニエル 11章25節はどのように実現しましたか。

9 1871年，北の王が再び現れました。ラッセル兄弟と仲間たちが聖書研究会をつくった年の翌年です。その年，オットー･フォン･ビスマルクの働きによりドイツ帝国が設立されました。プロイセンの国王ウィルヘルム1世が初代皇帝になり，ビスマルクを初代宰相に任命しました。* その後，ドイツはアフリカや太平洋の国々を植民地として支配するようになり，英国に対抗する勢力になりました。（ダニエル 11:25を読む。）ドイツ帝国は強力な軍隊をつくり上げ，英国に次ぐ規模の海軍を持つまでになりました。第1次世界大戦でドイツは軍事力を振るって敵国と戦いました。

10. ダニエル 11章25節後半と26節の預言は，どのように実現しましたか。

10 ダニエルは次に，ドイツ帝国とドイツの軍事力がどうなるかを預言しています。北の王は「立ち続けることができません」。なぜですか。「人々が陰謀を企てるため」です。「彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます」。（ダニ 11:25後半，26前半）ダニエルの時代，王の「美食」を食べていた者たちの中には，「王に仕える」役人が含まれていました。（ダニ 1:5）現代では誰のことですか。ドイツ帝国の高官のことです。その中には，皇帝に仕えていた将官や軍事顧問が含まれていました。その人たちの支持を失い，帝政は結局終わりを迎えました。* ダニエルの預言は，帝政が崩壊することだけでなく，南の王との戦いの結果についても予告しています。北の王について，「彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます」と述べていました。（ダニ 11:26後半）この預言通り，第1次世界大戦でドイツ軍は「押し流され，大勢が殺されて倒れ」ました。その戦争では，それまでのどの戦争よりも大勢の犠牲者が出ました。

11. 北の王と南の王は何をしましたか。

11 ダニエル 11章27，28節には，第1次世界大戦よりも前の時期に起きることについて，北の王と南の王が「1つの食卓に着いてうそを言い合[う]」と述べられています。北の王が「大量の品々」を蓄えるともあります。実際その通りになりました。ドイツと英国は互いに平和を望むと言っていましたが，1914年に戦争が起き，それまで語っていたことが「うそ」であることが明らかになりました。1914年までに，ドイツの経済は潤い，ドイツは世界第2位の経済大国になっていました。後にダニエル 11章29節と30節前半の預言の通り，ドイツは南の王と戦いましたが，打ち負かされました。






2人の王はエホバの民と戦う


12. 第1次世界大戦中，北の王と南の王は何をしましたか。

12 1914年以降，2人の王の対立は激しくなりました。2人の王はエホバの民とも激しく戦ってきました。第1次世界大戦では，ドイツ政府も英国政府も，戦争に参加しないエホバの民を迫害しました。米国政府は，先頭に立って伝道を行っていた人たちを刑務所に入れました。啓示 11章7-10節に預言されていた通りの迫害が起きたのです。

13. 1930年以降，とりわけ第2次世界大戦中，北の王は何をしましたか。

13 1930年以降，とりわけ第2次世界大戦中，北の王はエホバの民を容赦なく攻撃しました。ナチ党がドイツで政権を握ると，ヒトラーと支持者たちはエホバの民の活動を禁止しました。何千人ものエホバの民が強制収容所に入れられ，約1500人が命を失いました。こうしたことが起きることをダニエルは預言していました。北の王は，エホバについて人々に知らせる活動を禁止することにより，「聖なる所……を汚し，日ごとの犠牲を除き去り」ました。（ダニ 11:30後半，31前半）指導者であるヒトラーは，ドイツのエホバの民を根絶すると断言することまでしました。






新しい北の王


14. 第2次世界大戦の後，北の王になったのは誰ですか。なぜそういえますか。

14 第2次世界大戦の後，共産主義政権であるソビエト連邦は，かつてドイツ領だった広大な国土を手に入れ，北の王になりました。ソビエト連邦は全体主義のナチ政権と同様，真の神エホバを崇拝し国への絶対服従を拒む人たちに激しい敵意をあらわにしました。

15. 第2次世界大戦が終わってから，北の王は何をしましたか。

15 第2次世界大戦が終わって間もなく，新しい北の王である，ソビエト連邦とそれを支持する国々は，エホバの民を攻撃し始めました。啓示 12章15-17節にある預言の通り，この北の王は伝道活動を禁止し，エホバの証人を何千人もシベリアに追放しました。北の王は終わりの時代の間ずっと，エホバの民を迫害という「川」によって溺れさせて活動をやめさせようとしてきましたが，成功していません。*

16. ソビエト連邦がしたことは，ダニエル 11章37-39節にどのように預言されていましたか。

16 ダニエル 11:37-39を読む。北の王はこの預言の通り，「自分の父祖たちの神を無視し」ました。どのようにですか。ソビエト連邦は，宗教を排除することを目指して，伝統的な宗教組織の影響力を弱めようとしました。ソ連政府が早くも1918年に出した通達により，学校で無神論が教えられるようになりました。北の王はどのように「要塞の神をたたえ」ましたか。ソビエト連邦は膨大な額をつぎ込んで軍備を増強し，何千発もの核弾頭を造りました。北の王も南の王も大量の兵器を備蓄しました。何十億もの人の命を奪うほどの量です。






2人の王が手を組む


17. 「荒廃をもたらす極めて不快なもの」とは何ですか。

17 北の王は1つのことで南の王と手を組みました。「彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据え」ました。（ダニ 11:31）「極めて不快なもの」とは国際連合のことです。

18. 国際連合が「極めて不快なもの」と呼ばれているのはなぜですか。

18 国際連合が「極めて不快なもの」と呼ばれているのはなぜですか。神の王国だけが達成できる世界平和を自分たちが達成する，と唱えているからです。「極めて不快なもの」が「荒廃をもたらす」と預言されているのは，間違った宗教全てを滅ぼす上で大きな役割を果たすのが国際連合だからです。（「終わりの時の対抗する王たち」という図表を参照。）






起きた出来事を知る必要があるのはなぜか


19-20. （ア）起きた出来事を知る必要があるのはなぜですか。（イ）次の記事ではどんなことを考えますか。

19 起きた出来事を知る必要があるのはなぜですか。1870年代から1990年代の初めにかけて，北の王と南の王に関するダニエルの預言が実現してきたからです。ダニエルの預言の残りの部分もその通りになるという信仰を持てます。

20 1991年にソビエト連邦が崩壊しました。では，現在誰が北の王ですか。次の記事で考えましょう。







どのように答えますか


	  「北の王」と「南の王」に共通する，どんな3つの特徴がありますか。



	  1870年代から1991年まで，誰が北の王で，誰が南の王でしたか。



	  起きた出来事を知る必要があるのはなぜですか。









128番の歌 終わりまで耐え忍ぶ

^ 5節 「北の王」と「南の王」に関するダニエルの預言は今実現しています。なぜそういえますか。この預言を詳しく理解する必要があるのはなぜですか。


^ 5節 この点を踏まえると，ローマ皇帝アウレリアヌス（在位270-275年）を「北の王」，女王ゼノビア（在位267-272年）を「南の王」と考えることはできないでしょう。この理解は，「ダニエルの預言に注意を払いなさい」の本の第13，14章にある説明に替わるものです。


^ 8節 「聖書預言の英米世界強国」という囲みを参照。


^ 9節 1890年，カイゼル･ウィルヘルム2世はビスマルクを辞任させました。


^ 10節 高官たちが皇帝を支持するのをやめ，不利な戦況に関する機密情報を漏らし，皇帝に退位を迫ったことなどが，帝政の崩壊につながりました。


^ 15節 ダニエル 11章34節に示されている通り，北の王の国土で生活するクリスチャンに対する迫害がやんだ時期がありました。1991年にソビエト連邦が崩壊した時などがそうです。






^ （ダニ 11:40） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。

または，「角を突き合わせ」。


^ （創 3:15） そして私は，あなたと女の間，またあなたの子孫*と女の子孫*の間に敵意を置く。彼*はあなたの頭を砕き，あなたは彼のかかとに傷を負わせる*」。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
女の子孫のこと。
または，「を砕く」。


^ （啓 11:7） 2人が証言を終えると，底知れぬ深みから上ってくる野獣が彼らと戦い，彼らを征服して殺す。



^ （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^ 2節 （創 3:15） そして私は，あなたと女の間，またあなたの子孫*と女の子孫*の間に敵意を置く。彼*はあなたの頭を砕き，あなたは彼のかかとに傷を負わせる*」。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
女の子孫のこと。
または，「を砕く」。


^ 2節 （啓 11:7） 2人が証言を終えると，底知れぬ深みから上ってくる野獣が彼らと戦い，彼らを征服して殺す。



^ 2節 （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^ 3節 （ダニ 11:40-12:1） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。 
12 その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。
意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 4節 （ダニ 10:14） 私が来たのは，最後の日々にあなたの民に起きる事柄をあなたに理解させるためです。幻は将来に関するものだからです」。



^ 4節 （使徒 2:1-4） さて，ペンテコステの祭りの日，弟子たちは皆一緒に同じ場所にいた。 2 突然，激しい風が吹き付けるような音が天からして，彼らが座っていた家全体に響き渡った。 3 そして，炎のような舌が幾つも現れ，散っていって一人一人の上に1つずつとどまり， 4 皆が聖なる力に満たされ，さまざまな言語*で話し始めた。聖なる力が，話せるようにしたのである。

または，「舌」。


^ 4節 （ロマ 9:6-8） しかし，神の言葉がその通りにならなかったというわけではありません。イスラエルの子孫が皆，真の「イスラエル」なのではないからです。 7 アブラハムの子孫*だからといって，皆が子供なのでもありません。「あなたの子孫*と呼ばれる者はイサクから出る」とあります。 8 つまり，血縁の子供が神の子供なのではなく，約束による子供が子孫*と見なされるのです。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
直訳，「種」。


^ 4節 （ガラ 6:15， 16） 割礼を受けているかどうかは重要ではありません。重要なのは，新しく創造される*ことです。 16 この指針に従ってきちんと歩む人全てに，つまり神のイスラエルに，平和が与えられ，憐れみが示されますように。

または，「新しい創造物である」。


^ 5節 （マタ 13:36-43） それから，イエスは群衆を解散させた後，家に入った。弟子たちが来て，「畑の雑草の例えを説明してください」と言った。 37 それでイエスは言った。「良い種をまく人は人の子です。 38 畑は世界です。良い種は王国の子たち，雑草は邪悪な者の子たち， 39 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。 41 人の子は天使たちを遣わし，天使たちは，人に罪を犯させる*人たちと不法なことを行う人たちを王国から取り除き， 42 火の燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。 43 その時，正しい人たちは父の王国で太陽のように明るく輝きます。耳のある人は聞きなさい。

直訳，「つまずきのもとになる」。


^ 6節 （マラ 3:1） 「私は使者を遣わす。その使者は私の前に道を整える*。あなたたちが探し求めている真の主が突如，神殿に来る。あなたたちが楽しみにしている契約の使者が来る。彼は必ず来る」と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「前の道をきれいにする」。


^ 7節 （ダニ 7:7， 8） この夜，私が見ていた幻の中で，続いて4匹目の獣が現れた。恐ろしく，すさまじい獣で，非常に強く，大きな鉄の歯があった。この獣はむさぼり食い，打ち砕き，残ったものを足で踏みにじった。それまでのどの獣とも異なっており，10本の角があった。 8 私が角を眺めていると，それらの間に別の小さな角が生えてきて，初めにあった角のうち3本が引き抜かれてしまった。生えてきた角には人間のような目があり，高慢*に語る口があった。

または，「自慢げ」。


^ 8節 （ダニ 11:25） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。

北の王のことと思われる。


^ （ダニ 2:41-43） ご覧になったように，足とその指は一部が粘土*，一部が鉄でできていました。つまり，この王国は分裂することになります。ですが，鉄の硬さもいくらか持ち合わせています。ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっているのです。 42 足の指には鉄の部分と粘土の部分があるので，この王国には強い部分ともろい部分があることになります。 43 ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。

直訳，「陶芸家の粘土」。
または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ （ダニ 7:7， 8） この夜，私が見ていた幻の中で，続いて4匹目の獣が現れた。恐ろしく，すさまじい獣で，非常に強く，大きな鉄の歯があった。この獣はむさぼり食い，打ち砕き，残ったものを足で踏みにじった。それまでのどの獣とも異なっており，10本の角があった。 8 私が角を眺めていると，それらの間に別の小さな角が生えてきて，初めにあった角のうち3本が引き抜かれてしまった。生えてきた角には人間のような目があり，高慢*に語る口があった。

または，「自慢げ」。


^ （啓 13:1） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。



^ （啓 13:11-15） さらに見ていると，別の野獣が地から上ってきた。その野獣は，子羊のような2本の角があり，竜のように話し始めた。 12 そして，初めの野獣が持っていた権威全てを，その前で行使する。また，地とそこに住む人々に，致命的な傷が治った初めの野獣を崇拝させる。 13 さらに，大きな奇跡*を行い，人類の前で火を天から地に降らせることさえする。 14 この野獣は，初めの野獣の前で行うことを許された奇跡*によって，地上に住む人々を惑わす。また，剣の一撃を受けたものの回復した野獣のために像を造るようにと，地上に住む人々に言う。 15 そして，野獣の像に命を吹き込むことを許された。それによって野獣の像は話すようになり，野獣の像を崇拝することを拒む人たち全てを殺させる。

直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。


^ （啓 19:20） そして，野獣は捕らわれ，野獣の前で奇跡*を行った偽預言者も捕らわれた。偽預言者は，野獣の印を受けた者たちと野獣の像を崇拝する者たちを，奇跡*によって惑わしていたのである。野獣も偽預言者も生きたまま，硫黄が燃える火の湖に投げ込まれた。

直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。


^ （ダニ 11:25） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。

北の王のことと思われる。


^ 9節 （ダニ 11:25） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。

北の王のことと思われる。


^ （ダニ 11:25， 26） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。

北の王のことと思われる。


^ 10節 （ダニ 11:25， 26） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。

北の王のことと思われる。


^ 10節 （ダニ 1:5） さらに王は，自分の美食とぶどう酒の中からその若者たちに毎日の食事を供給するよう定めた。彼らは3年間訓練され*，その期間が終わったら王に仕えることになっていた。

もしかすると，「養われ」。


^ 10節 （ダニ 11:26） 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。



^ 11節 （ダニ 11:27， 28） この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。

北の王のことと思われる。


^ 11節 （ダニ 11:29） 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。



^ 11節 （ダニ 11:30） キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。

または，「怒り」。


^ 12節 （啓 11:7-10） 2人が証言を終えると，底知れぬ深みから上ってくる野獣が彼らと戦い，彼らを征服して殺す。 8 2人の遺体は，比喩的な意味でソドムまたエジプトと呼ばれる大きな都市の大通りに置かれる。彼らの主もその都市で杭に掛けられて死んだのである。 9 さまざまな種族や民族や言語や国の人々は，3日半の間その遺体を見る。そして，遺体が墓の中に横たえられることを許さない。 10 地上に住む人々は2人のことで喜び，祝って，贈り物を交わす。この2人の預言者が地上に住む人々を苦しめたからである。



^ 13節 （ダニ 11:30， 31） キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。

または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。


^ 15節 （啓 12:15-17） 蛇は，口から水を川のように女の後ろに吐き出して，彼女を溺れさせようとした。 16 しかし，地が女を助けた。地は口を開けて，竜の口から吐き出された川をのみ込んだのである。 17 それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^ （ダニ 11:37-39） 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。

または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。


^ 16節 （ダニ 11:37-39） 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。

または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。


^ 17節 （ダニ 11:31） 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。

直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。


^ （ダニ 11:34） 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。

または，「おだてて」，「唆して」。







終わりの時の対抗する王たち





この図表に示されている幾つかの預言は，同じ時期に実現します。それらの預言が実現していることは，今が「終わりの時」であることの証拠です。（ダニ 12:4）



[image: 北の王と南の王に関する預言とその実現を描いた図表。1870年から今の時代まで。]



	

[image: 図表1。終わりの時に実現する幾つかの預言。1870年から1918年まで。1914年以降が終わりの時として示されている。預言1: 7つの頭のある野獣が現れる。現れたのは，この図表に描かれている年代よりもずっと前のこと。第1次世界大戦中に，野獣の7番目の頭が傷つけられる。1917年以降，7番目の頭の傷が治り，野獣は回復する。預言2: 1870年代に北の王と南の王が再び現れる。1871年に再び現れた北の王はドイツ。南の王は当初は英国だったが，1917年，英米世界強国が南の王になった。預言3: 1870年にチャールズ･T･ラッセルと仲間たちが「使者」となった。1880年代初め，良い知らせを伝えるようにという勧めが「シオンのものみの塔」に掲載される。預言4: 1914年以降，収穫が始まる。雑草と小麦が分けられる。預言5: 1917年以降，鉄と粘土でできた足が現れる。1914年から1918年の第1次世界大戦の間に起きた事柄も描かれている。エホバの民に及んだ影響。1914年から1918年，英国とドイツの聖書研究者たちが投獄された。1918年，米国の本部の兄弟たちが投獄された。]





[image: 預言1]



聖句 啓 11:7; 12:13，17; 13:1-8，12。

預言 「野獣」が長い間地上を歩き回る。終わりの時に7番目の頭が傷つけられる。後に傷は治り，「全世界の人々」が野獣に従う。サタンはこの野獣を使って「残っている人たち……と戦う」。

実現 ノアの洪水の後，エホバに敵対する人間の政府が現れる。何千年も後の第1次世界大戦中，大英帝国は弱体化するが，米国と手を組むことによって力を取り戻す。とりわけ終わりの時に，サタンは政治体制全体を使ってエホバの民を迫害する。



	

[image: 預言2]



聖句 ダニ 11:25-45。

預言 終わりの時に北の王と南の王が敵対する。

実現 ドイツと英米が敵対する。1945年に，ソビエト連邦とそれを支持する国々が北の王になる。1991年にソビエト連邦は崩壊し，後にロシアとそれを支持する国々が北の王になる。



	

[image: 預言3]



聖句 イザ 61:1。マラ 3:1。ルカ 4:18。

預言 エホバは「使者」を遣わし，メシア王国の設立に先立って「道を整える」。この「使者」は「温厚な人に良い知らせを告げる」ようになる。

実現 1870年以降，C･T･ラッセルと仲間たちは聖書の教えを知るために熱心に研究する。1880年代になると，エホバに仕える人たちは伝道しなければならないことを強調するようになる。「1000人の伝道者を求む」，「宣べ伝えるために油そそがれる」などの記事を発行する。



	

[image: 預言4]



聖句 マタ 13:24-30，36-43。

預言 敵が小麦の間に雑草をまく。雑草は成長し，収穫の季節まで小麦と区別がつかない。収穫の時に雑草と小麦が分けられる。

実現 1870年代から，真のクリスチャンと偽のクリスチャンの区別がつくようになる。終わりの時に真のクリスチャンが集められ，偽のクリスチャンと分けられる。



	

[image: 預言5]



聖句 ダニ 2:31-33，41-43。

預言 金属像の足が鉄と粘土でできている。

実現 粘土は，英米世界強国内の急進的な民衆を表している。そのような民衆がいるため，英米世界強国は鉄のような力を発揮できない。



	

[image: 図表2。終わりの時に実現する幾つかの預言。1919年から1945年まで。1945年までドイツが北の王。南の王は英米世界強国。預言6: 1919年，天に行くよう選ばれたクリスチャンが，清くなった会衆に集められる。1919年以降，伝道活動が強化され，引き続き行われる。預言7: 1920年，国際連盟が設立される。国際連盟は第2次世界大戦が始まる時にも存続している。預言1に出てくる，7つの頭のある野獣も存続している。預言5に出てくる，鉄と粘土でできた足も存続している。1939年から1945年の第2次世界大戦の間に起きた事柄も描かれている。エホバの民に及んだ影響。1945年までの間に，ドイツでは1万1000人以上のエホバの証人が投獄される。英国では1939年から1945年までの間に1600人近くのエホバの証人が投獄される。米国では1940年から1944年までの間に，エホバの証人が暴徒に襲撃された件数が2500件を上回る。]





[image: 預言6]



聖句 マタ 13:30; 24:14，45; 28:19，20。

預言 「小麦」が「倉」に集められる。「忠実で思慮深い奴隷」が「召し使いたち」の上に任命される。「王国の良い知らせ」が「世界中で」伝えられるようになる。

実現 1919年にエホバの民の上に忠実な奴隷が任命される。その年以降，聖書研究者たちは伝道に力を入れる。現在，エホバの証人は200以上の国や地域で伝道し，聖書に基づく出版物を1000以上の言語で発行している。



	

[image: 預言7]



聖句 ダニ 12:11。啓 13:11，14，15。

預言 2本の角を持つ野獣が先頭に立って7つの頭を持つ「野獣のために像」を造り，「野獣の像に命を吹き込む」。

実現 英米世界強国が先頭に立って国際連盟を設立する。他の国々も国際連盟を支持する。北の王も1926年から1933年まで国際連盟の加盟国だった。国際連盟も，後の国際連合も，神の王国だけが行える事柄を行うと言っている。



	

[image: 図表3。終わりの時に実現する幾つかの預言。1945年から1991年まで。1991年までの北の王は，ソビエト連邦とそれを支持する国々。それ以降はロシアとそれを支持する国々。南の王は英米世界強国。預言8: 英米世界強国はひどい破滅をもたらす。原子爆弾を投下することもした。預言9: 1945年に国際連合が設立され，国際連盟に取って代わる。預言1に出てくる，7つの頭のある野獣も存続している。預言5に出てくる，鉄と粘土でできた足も存続している。預言6に関連して，1945年に伝道者数は15万6000人を超える。1991年には427万8000人を超える。エホバの民に及んだ影響。1945年から1950年代にかけて，ソビエト連邦で，何千人ものエホバの証人がシベリアに追放される。]





[image: 預言8]



聖句 ダニ 8:23，24。

預言 どう猛な顔つきの王が「甚だしい破滅をもたら[す]」。

実現 英米世界強国はひどい破滅をもたらす。例えば，第2次世界大戦中，米国は英米の敵国に2発の原子爆弾を投下し，前例のない破滅をもたらした。



	

[image: 預言9]



聖句 ダニ 11:31。啓 17:3，7-11。

預言 10本の角を持つ「緋色の野獣」が底知れぬ深みから上る。その野獣は8人目の王でもある。8人目の王はダニエル書で「荒廃をもたらす極めて不快なもの」と呼ばれている。

実現 国際連盟は第2次世界大戦中に活動を停止する。戦後，国際連合が「据え」られる。国際連合は国際連盟と同様，神の王国が行おうとしている事柄を行うと言っている。国際連合は宗教を攻撃する。



	

[image: 図表4。終わりの時に実現する幾つかの預言。今の時代からハルマゲドンまで。北の王は，ロシアとそれを支持する国々。南の王は英米世界強国。預言10: 国々は「平和だ，安全だ！」と宣言する。その後，大患難が始まる。預言11: 国々は，間違った宗教の組織を滅ぼす。預言12: 世界の政府は，エホバの民を攻撃する。天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちが天に集められる。預言13: ハルマゲドン。白い馬に乗っている者は，征服を完了する。7つの頭を持つ野獣は滅ぼされる。巨大な像の鉄と粘土でできた足の部分が粉々に砕かれる。預言1に出てくる，7つの頭のある野獣も，ハルマゲドンの時まで存続している。預言5に出てくる，鉄と粘土でできた足も，ハルマゲドンの時まで存続している。預言6に関連して，現在，伝道者数は858万人を超えている。エホバの民に及んだ影響。2017年，ロシア当局はエホバの証人を投獄し，支部施設を差し押さえる。]





[image: 預言10と11]



聖句 テサ一 5:3。啓 17:16。

預言 国々は「平和だ，安全だ！」と宣言する。「10本の角と野獣」は，「娼婦」を攻撃し，滅ぼす。その後，国々は滅びる。

実現 国々は，平和と安全を実現したと主張する。その後，国際連合を支持する国々が，間違った宗教の組織を滅ぼす。この出来事が大患難の始まりとなる。大患難が終わるのは，サタンの体制全体がハルマゲドンで滅びる時である。



	

[image: 預言12]



聖句 エゼ 38:11，14-17。マタ 24:31。

預言 ゴグがエホバの民の土地に攻め込む。その後，天使たちが「選ばれた者たち」を集める。

実現 北の王は世界の他の政府と共にエホバの民を攻撃する。この攻撃が始まった後，天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちが天に集められる。
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聖句 エゼ 38:18-23。ダニ 2:34，35，44，45。啓 6:2; 16:14，16; 17:14; 19:20。

預言 「白い馬……に乗っている者」は，ゴグとゴグの軍隊を滅ぼすことによって「征服を完了する」。「野獣」は「火の湖に投げ込まれ[る]」。巨大な像は粉々に砕かれる。

実現 神の王国の王イエスがエホバの民を救う。イエスは，共同統治者である14万4000人と天使の軍勢を率いて，諸国家の連合体を滅ぼす。こうしてサタンの体制は終わる。













^ （ダニ 12:4） ダニエル，終わりの時までこれらの言葉を秘密にしておき，この書を封印しておきなさい。多くの人が巡り歩き*，真の知識が満ちあふれます」。

または，「それ[つまり，書]を徹底的に調べ」。


^ （啓 11:7） 2人が証言を終えると，底知れぬ深みから上ってくる野獣が彼らと戦い，彼らを征服して殺す。



^ （啓 12:13） 地に投げ落とされた竜は，男の子を産んだ女を迫害した。



^ （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^ （啓 13:1-8） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。 2 私が見たその野獣はヒョウに似ていたが，足は熊の足のようで，口はライオンの口のようだった。そして，竜から力と座と大きな権威を与えられた。 3 野獣の頭の1つが傷つけられ，死んだかのように見えた。しかし，その致命的な傷は治り，全世界の人々は感服して野獣に従った。 4 そして人々は竜を崇拝した。竜が野獣に権威を与えたからである。さらに人々は野獣をも崇拝し，こう言った。「誰がこの野獣に匹敵するだろうか。誰がこの野獣と戦えるだろうか」。 5 野獣には，大きなことや冒瀆的なことを語る口が与えられ，42カ月の間行動する権威が与えられた。 6 そして野獣は口を開いて神を冒瀆した。神の名と住まい，天に住む者たちを冒瀆したのである。 7 野獣はさらに，聖なる人たちと戦って彼らを征服することを許され，あらゆる民族や種族や言語や国の人々を支配する権威を与えられた。 8 地上に住む人々は野獣を崇拝する。世が始まって以来，彼らの名前は一つも，ほふられた子羊の命の巻物に書かれていない。



^ （啓 13:12） そして，初めの野獣が持っていた権威全てを，その前で行使する。また，地とそこに住む人々に，致命的な傷が治った初めの野獣を崇拝させる。



^ （イザ 61:1） 主権者である主エホバの聖なる力が私の上にある。 エホバが私を選び*，温厚な人に良い知らせを告げるようにさせたからである。 私は神から遣わされて，心が傷ついた人を癒やし， 捕らわれている人に釈放を， 囚人に目が大きく開かれることを知らせる。

直訳，「に油を注ぎ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^ （マラ 3:1） 「私は使者を遣わす。その使者は私の前に道を整える*。あなたたちが探し求めている真の主が突如，神殿に来る。あなたたちが楽しみにしている契約の使者が来る。彼は必ず来る」と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「前の道をきれいにする」。


^ （ルカ 4:18） 「エホバ*の聖なる力が私の上にある。神が私を選び*，貧しい人に良い知らせを告げるようにさせたからである。私は神から遣わされて，捕らわれている人に釈放を，目が見えない人に視力の回復を知らせ，打ちのめされた人を解放し，

付録A5参照。
直訳，「に油を注ぎ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^ （マタ 13:24-30） イエスは別の例えを用いてこう言った。「天の王国は畑に良い種をまいた人のようです。 25 人々が眠っている間に，敵がやって来て，小麦の間に雑草をまいて去りました。 26 茎が伸びて実を生み出すと，その時に雑草も現れました。 27 それで，奴隷たちが来て家の主人に言いました。『ご主人さま，畑にまいたのは良い種ではありませんでしたか。それなのに，どうして雑草が生えるのでしょうか』。 28 主人は言いました。『敵の仕業です』。奴隷たちは言いました。『では，行ってそれを抜きましょうか』。 29 主人は言いました。『いいえ，雑草を抜く時に小麦も一緒に引き抜くといけません。 30 収穫まで両方とも一緒に成長させておきなさい。収穫の季節になったら，刈り取る者たちにこう言います。まず雑草を抜き，焼くために縛って束にし，それから小麦を倉に集めなさい，と』」。



^ （マタ 13:36-43） それから，イエスは群衆を解散させた後，家に入った。弟子たちが来て，「畑の雑草の例えを説明してください」と言った。 37 それでイエスは言った。「良い種をまく人は人の子です。 38 畑は世界です。良い種は王国の子たち，雑草は邪悪な者の子たち， 39 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。 41 人の子は天使たちを遣わし，天使たちは，人に罪を犯させる*人たちと不法なことを行う人たちを王国から取り除き， 42 火の燃える炉に投げ込みます。彼らはそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。 43 その時，正しい人たちは父の王国で太陽のように明るく輝きます。耳のある人は聞きなさい。

直訳，「つまずきのもとになる」。


^ （ダニ 2:31-33） 王は巨大な像をご覧になりました。その像は非常に大きく，まばゆい輝きを放ち，あなたの前に立っていました。恐ろしい姿でした。 32 像の頭は純金でできており，胸と腕は銀，腹とももは銅， 33 すねは鉄，足は一部が鉄，一部が粘土*でできていました。

または，「焼いた粘土」。


^ （ダニ 2:41-43） ご覧になったように，足とその指は一部が粘土*，一部が鉄でできていました。つまり，この王国は分裂することになります。ですが，鉄の硬さもいくらか持ち合わせています。ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっているのです。 42 足の指には鉄の部分と粘土の部分があるので，この王国には強い部分ともろい部分があることになります。 43 ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。

直訳，「陶芸家の粘土」。
または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ （マタ 13:30） 収穫まで両方とも一緒に成長させておきなさい。収穫の季節になったら，刈り取る者たちにこう言います。まず雑草を抜き，焼くために縛って束にし，それから小麦を倉に集めなさい，と』」。



^ （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^ （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （ダニ 12:11） 日ごとの*犠牲が取り除かれ，荒廃をもたらす極めて不快なものが据えられる時から，1290日がたちます。

または，「絶え間ない」。


^ （啓 13:11） さらに見ていると，別の野獣が地から上ってきた。その野獣は，子羊のような2本の角があり，竜のように話し始めた。



^ （啓 13:14， 15） この野獣は，初めの野獣の前で行うことを許された奇跡*によって，地上に住む人々を惑わす。また，剣の一撃を受けたものの回復した野獣のために像を造るようにと，地上に住む人々に言う。 15 そして，野獣の像に命を吹き込むことを許された。それによって野獣の像は話すようになり，野獣の像を崇拝することを拒む人たち全てを殺させる。

直訳，「しるし」。


^ （ダニ 8:23， 24） 彼らの王国の末期，違反を犯す者たちの行いが極限に達する時，曖昧な言い回しを理解する*，どう猛な顔つきの王が権力を持つようになり*ます。 24 その王の力は強大になりますが，自らの力でそうなるのではありません。彼は甚だしい破滅*をもたらし，行うこと全てにおいて成功を収めます。力の強い者たちや聖なる民を破滅に至らせます。

または，「悪巧みにたけている」。
直訳，「立ち上がり」。
または，「ひどい滅び」。


^ （ダニ 11:31） 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。

直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。


^ （啓 17:3） そして天使は，聖なる力によって私を荒野に連れていった。そこで私が見ると，女が緋色の*野獣の上に座っていた。野獣は神を冒瀆する名で覆われており，7つの頭と10本の角があった。

または，「赤い」。


^ （啓 17:7-11） すると，天使が私に言った。「なぜ驚いたのですか。この女の謎と，女を乗せている，7つの頭と10本の角がある野獣の謎について，あなたに知らせましょう。 8 あなたが見た野獣はかつていましたが，今はいません。しかし底知れぬ深みから上ろうとしており，やがて滅びることになります。地上に住む人々，世が始まって以来，命の巻物に名前が書かれていない人々は，野獣がかつてはいたものの今はおらず，後に現れるのを見る時，驚きます。 9 ここで思考力と知恵が必要になります。7つの頭は7つの山を表しており，その上に女が座っています。 10 7人の王がいるということです。5人はすでに倒れ，1人は今おり，もう1人はまだ来ていません。来たら，少しの間とどまらなければなりません。 11 かつていたものの今はいない野獣は，8人目の王でもあります。7人の王から生まれて，やがて滅びます。



^ （テサ一 5:3） 人々は，「平和だ，安全だ！」と言っている時に，突然滅ぼされることになります。妊婦に起こる陣痛と同じように突然で，彼らは決して逃れられません。



^ （啓 17:16） そして，あなたが見た10本の角と野獣は，娼婦を憎み，破滅させて裸にし，彼女の肉を食い尽くし，彼女を火で焼き尽くします。



^ （エゼ 38:11） そしてこう言う。「私は，無防備な居住地*ばかりの土地に攻め込む。騒ぎもなく安らかに暮らしている人々を攻める。彼らは皆，城壁やかんぬきや門に守られていない居住地に住んでいる」。

または，「囲いのない田舎の村」。


^ （エゼ 38:14-17） それで，人の子よ，ゴグに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民イスラエルが安らかに暮らしている日に，あなたはそのことを気に留めないのだろうか。 15 あなたは自分の場所から，北の果てから，多くの民と共にやって来る。彼らは皆が馬に乗り，大勢いて，大軍を成している。 16 あなたは土地を覆う雲のように，私の民イスラエルを攻める。私は最後の日々に，私の土地をあなたに攻めさせる。それは，ゴグよ，私がさまざまな国の民の目の前で，あなたを通して自分を神聖なものとする時，それらの民が私を知るようになるためである」』。 17 主権者である主エホバはこう言う。『私は過去に，私に仕えるイスラエルの預言者たちを通して，ある者について語った。あなたこそ，その者ではないか。預言者たちは長年の間，あなたが攻めてくることを預言していた』。



^ （マタ 24:31） そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。



^ （エゼ 38:18-23） 主権者である主エホバはこう宣言する。『その日，ゴグがイスラエルに攻め込む日に，私の非常に激しい怒りが燃え上がる。 19 私は熱意と，燃え盛る激怒のうちに話す。その日，イスラエルに大きな地震が起こる。 20 私のゆえに，海の魚，空を飛ぶ鳥，野獣，地面をはう全ての爬虫類，地上の全ての人間は震え，山は崩れ，崖は崩落し，全ての城壁は地面に倒れる』。 21 主権者である主エホバはこう宣言する。『私は，私の全ての山の上で剣に呼び掛け，ゴグを攻めさせる。全ての人の剣は自分の兄弟に向けられる。 22 私は疫病と流血をもってゴグに刑を執行する。そして，激しい雨とひょうと火と硫黄を，ゴグとその兵の上に，また共にいる多くの民の上に降らせる。 23 私は必ず自分があがめられるようにし，自分を神聖なものとし，多くの国の人々の目の前で自分について知らせる。彼らは私がエホバであることを知らなければならなくなる』。



^ （ダニ 2:34， 35） あなたが見ておられると，1つの石が人手によらずに切り出され，像の鉄と粘土でできた足の所を打って，粉々に砕きました。 35 その時，鉄も粘土も銅も銀も金も全て粉々に砕けて，夏の脱穀場のもみ殻のようになり，風に運び去られて跡形もなくなりました。そして，像を打った石は大きな山となり，地上全体に広がりました。



^ （ダニ 2:44， 45） この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。



^ （啓 6:2） 見ていると，白い馬が現れた。それに乗っている者は弓を持っていた。そして冠を与えられ，征服しに，また征服を完了するために出ていった。



^ （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^ （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^ （啓 17:14） 彼らは子羊と戦いますが，子羊は主の中の主，王の中の王ですから，彼らを征服します。子羊と共にいる者たち，招かれ，選ばれた忠実な者たちも，征服します」。



^ （啓 19:20） そして，野獣は捕らわれ，野獣の前で奇跡*を行った偽預言者も捕らわれた。偽預言者は，野獣の印を受けた者たちと野獣の像を崇拝する者たちを，奇跡*によって惑わしていたのである。野獣も偽預言者も生きたまま，硫黄が燃える火の湖に投げ込まれた。

直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。







研究記事20

今の「北の王」は誰ですか


「ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません」。ダニエル 11:45

95番の歌 光は明るさを増す

何を学ぶか*




1-2. この記事では，どんなことを考えますか。

私たちは終わりの時代の最終部分に生きています。今の体制が間もなく終わるという証拠はそろっています。エホバとイエス･キリストは，神の王国に敵対する政府全てをもうすぐ滅ぼします。それまでの間，北の王と南の王は互いに対立し，エホバの民とも戦います。

2 この記事では，ダニエル 11章40節から12章1節の預言について考えます。まず，今の北の王は誰かということを取り上げます。今後何が起きるとしてもエホバが助けてくださる，と確信できる理由も考えます。






新しい北の王


3-4. 新しい北の王は誰ですか。説明してください。

3 1991年にソビエト連邦が崩壊した後，その広い国土に住むエホバの民は「多少の助け」を得ました。一定の期間の自由を得たのです。（ダニ 11:34）その結果，自由に伝道できるようになり，旧ソ連の国々の伝道者数が大幅に増えました。やがて，ロシアとそれを支持する国々が北の王になりました。前の記事で学んだ通り，北の王や南の王の描写に当てはまる政府には，3つの特徴があります。（1）エホバの民に直接影響を与えます。（2）エホバとエホバの民に敵対します。（3）2人の王は対抗し合います。

4 ロシアとそれを支持する国々が今の北の王であるとなぜいえますか。（1）エホバの民に直接影響を与えてきました。伝道を禁止し，領土内の大勢の兄弟姉妹を迫害しています。（2）こうした行動は，エホバとエホバの民に対する憎しみの表れです。（3）南の王である英米世界強国と対抗してきました。ロシアとそれを支持する国々が北の王として行ってきた事柄を見てみましょう。






北の王と南の王が押し合う


 5. ダニエル 11章40-43節には，どの期間の事柄が記されていますか。何が起きますか。

5 ダニエル 11:40-43を読む。この部分には，終わりの時に起きる事柄が大まかに記されています。北の王と南の王のせめぎ合いが描かれています。ダニエルが預言した通り，終わりの時に南の王は北の王と「角を突き合わせ[る]」かのように「押し合い」ます。（ダニ 11:40，脚注）

 6. 2人の王はどのように押し合っていますか。

6 北の王と南の王は覇権争いを続けています。第2次世界大戦が終わった後に起きたことを考えましょう。ソビエト連邦とそれを支持する国々がヨーロッパの大部分を掌握すると，北の王のその行動に対抗して，南の王はNATO（北大西洋条約機構）と呼ばれる軍事同盟を結成します。北の王は南の王との軍備競争を続け，多くのお金をつぎ込んでいます。北の王はアフリカ，アジア，中南米などでの代理戦争や紛争という形で南の王と戦ってきました。近年，ロシアとそれを支持する国々は世界の国々に対する影響力を強めています。南の王に対するサイバー攻撃も行っています。どちらの王も，サイバー攻撃によって経済や政治を混乱させようとしているとして，相手を非難しています。さらに，ダニエルが預言した通り，北の王は今なおエホバの民を迫害しています。（ダニ 11:41）






北の王は「美しい地」に入る


 7. 「美しい地」とは何ですか。

7 ダニエル 11章41節には，北の王が「美しい地」に入ると述べられています。「美しい地」とは何ですか。聖書時代には，イスラエルの土地のことでした。その土地は「全ての土地の中で最も美し[い]」と見なされていました。（エゼ 20:6）でも，国土の美しさよりも重要な意味を持つのは，その土地でエホバが崇拝されていたことです。西暦33年のペンテコステの日以来，その「美しい地」が特定の場所を指すことはなくなりました。エホバを崇拝する民は世界中にいるからです。現在の「美しい地」は，エホバの民の活動を指しています。その活動には，集会や伝道という形でエホバを崇拝することが含まれます。

 8. 北の王はどのようにして「美しい地」に入りましたか。

8 終わりの時代の間，北の王は「美しい地」に何度も入りました。ナチス･ドイツが北の王だった時，特に第2次世界大戦中，北の王はエホバの民を迫害し殺すことによって「美しい地」に入りました。第2次世界大戦後，北の王になったソビエト連邦は，エホバの民を迫害し，シベリアに追放することによって「美しい地」に入りました。

 9. 近年，ロシアとそれを支持する国々はどのようにして「美しい地」に入っていますか。

9 近年，ロシアとそれを支持する国々も「美しい地」に入っています。どのようにですか。2017年，今の北の王はエホバの民の活動を禁止し，一部の兄弟姉妹を刑務所に入れました。「新世界訳」を含む私たちの出版物を禁書にすることもしました。さらに，ロシアの支部事務所，王国会館，大会ホールを差し押さえました。こうした行動を受けて，2018年に統治体は，ロシアとそれを支持する国々が北の王であることを示しました。しかし，エホバの民は強い迫害を受けても，政府を転覆させたり政権交代を求める反対運動に加わったりはしません。聖書の勧めに従い，「高い地位にいる人たち」について祈りを捧げます。その人たちが崇拝の自由に関わる決定を下そうとする時には，特にそうします。（テモ一 2:1，2）






南の王は北の王によって倒されるのか


10. 南の王は北の王によって倒されますか。

10 ダニエル 11章40-45節の預言は，北の王の活動に焦点を当てています。南の王は北の王によって倒されるのでしょうか。そうではありません。南の王は，エホバとイエスがハルマゲドンの戦いで人間の政府全てを滅ぼす時，まだ「生き[て]」います。（啓 19:20）なぜそういえますか。ダニエル書と「ヨハネへの啓示」に示されていることを考えてみましょう。



[image: 山から切り出された1つの石が，巨大な金属像の足の部分を打ち砕いている。]

1つの石で表されている神の王国が，巨大な像で表されている人間の政府をハルマゲドンの時に終わらせる。（11節を参照。）





11. ダニエル 2章43-45節では，どんなことについて述べられていますか。（表紙の絵を参照。）

11 ダニエル 2:43-45を読む。ダニエルは，エホバの民に大きな影響を与えてきた一連の政府について述べています。それらの政府は，巨大な金属像の各部として描かれています。その像の足は鉄と粘土でできています。足は，人間の最後の政府，英米世界強国を表しています。この預言によれば，神の王国が人間の政府を打ち砕いて滅ぼす時，英米世界強国はまだ機能しています。

12. 野獣の7番目の頭は何を表していますか。このことに重要な意味があるのはなぜですか。

12 使徒ヨハネも，エホバの民に大きな影響を与えてきた一連の世界強国について述べています。ヨハネはそれらの政府を7つの頭がある野獣として描いています。野獣の7番目の頭は英米世界強国を表しています。このことには重要な意味があります。7番目の頭に続く頭はないからです。キリストと天の軍勢が7番目の頭を野獣ごと滅ぼす時，野獣の7番目の頭はまだ力を持っています。* （啓 13:1，2; 17:13，14）






北の王は今後どんな行動を取るか


13-14. 「マゴグの地のゴグ」とは誰ですか。何がエホバの民を攻撃するきっかけになるかもしれませんか。

13 エゼキエルの預言を調べると，北の王と南の王が迎える結末について手掛かりが得られます。エゼキエル 38章10-23節，ダニエル 2章43-45節，11章44節–12章1節，啓示 16章13-16節，21節の預言は，同じ時期や出来事について述べているものと思われます。もしそうであれば，事態は次のように展開していくでしょう。

14 大患難が始まった後，「全世界の王たち」は諸国家の連合体を結成します。（啓 16:13，14; 19:19）この連合体は，聖書の言う「マゴグの地のゴグ」になります。（エゼ 38:2）諸国家の連合体は，エホバの民に対する最後の総攻撃を行います。何がきっかけで攻撃を行うのでしょうか。ヨハネはこの時に関する幻の中で，エホバに敵対する者たちの上に非常に大きなひょうが降るのを見ました。ひょうが降ることは，エホバの民が処罰に関する厳しいメッセージを伝えることを表しているのかもしれません。このメッセージがきっかけとなり，マゴグのゴグはエホバの民を一掃しようとして攻撃するのかもしれません。（啓 16:21）

15-16. （ア）ダニエル 11章44，45節は，どんなことについて述べているのかもしれませんか。（イ）北の王とマゴグのゴグを構成する他の国々はどうなりますか。

15 処罰に関する厳しいメッセージと，エホバに敵対する者たちによる最後の攻撃は，ダニエル 11章44，45節で述べられているのと同じ出来事なのかもしれません。（読む。）ダニエルは，北の王が「東と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣」すると述べています。北の王は「多くの者を滅ぼし尽く」そうとします。「多くの者」はエホバの民を表しているものと思われます。* ダニエルはエホバの民に対する最後の総攻撃について述べているのかもしれません。

16 北の王が他の政府と共にエホバの民を攻撃する時，全能の神は激怒します。こうしてハルマゲドンの戦いが始まります。（啓 16:14，16）ハルマゲドンの戦いにより，北の王は，マゴグのゴグを構成する他の国々と共に，終わりを迎えます。「彼を助ける者は誰もいません」。（ダニ 11:45）



[image: イエスが白い馬に乗り，矢を構えている。他の天使たちも白い馬に乗り，剣を持っている。]

ハルマゲドンの戦いの時，イエス･キリストと天の軍勢は，サタンが支配する悪い世界を滅ぼし，エホバの民を救う。（17節を参照。）





17. ダニエル 12章1節の「偉大な長ミカエル」は誰のことですか。ミカエルは何をしますか。

17 ダニエル 12:1を読む。この節では，北の王とそれを支持する国々が滅ぼされ，私たちが救われることがさらに説明されています。どんなことが分かりますか。ミカエルは王として統治しているキリスト･イエスの別名です。ミカエルは，王国が天で設立された1914年から，エホバの「民のために立って」います。間もなく，ハルマゲドンの戦いの時に「立ち上がり」，重要な行動を起こします。（ダニ 12:1，脚注）ハルマゲドンの戦いは，ダニエルが史上最大の「苦難の時」と呼んだ期間の最後に起きることです。「ヨハネへの啓示」では，この「苦難の時」が「大患難」と呼ばれています。（啓示 6:2; 7:14）






あなたの名前は「書に記され」るか


18. 今後起きる苦難について心配しなくてよいのはなぜですか。

18 ダニエルもヨハネも，エホバとイエスに仕える人たちが前例のない苦難の時を生き残ると述べています。ですから，私たちは穏やかな気持ちを保てます。ダニエルは，生き残る人たちの名前が「書に記され」ると述べています。（ダニ 12:1）どうすれば名前を書に記してもらえますか。神の子羊であるイエスに信仰を持っていることを示さなければなりません。（ヨハ 1:29）エホバに献身し，バプテスマを受ける必要があります。（ペテ一 3:21）エホバについて人々に知らせることにより，神の王国を支持していることを示さなければなりません。

19. 今，何をすべきですか。なぜですか。

19 今こそエホバへの信頼を強めるべき時です。エホバのために尽くす人たちから成る組織への信頼を強めるべき時です。神の王国を支持すべき時です。そうするなら，神の王国によって北の王と南の王が滅ぼされる時，私たちは救われます。







どのように答えますか


	  今の「北の王」は誰ですか。



	  北の王はどのようにして「美しい地」に入りましたか。



	  北の王と南の王はどうなりますか。









149番の歌 勝利の歌

^ 5節 今の「北の王」は誰ですか。どのように終わりを迎えますか。答えを知ると，信仰が強められ，これから間もなく経験する試練に備えることができます。


^ 12節 ダニエル 2章36-45節と啓示 13章1，2節について，詳しくは「ものみの塔」2012年6月15日号7-19ページを参照。


^ 15節 詳しくは「ものみの塔」2015年5月15日号29-30ページを参照。






^ （ダニ 11:45） 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 2節 （ダニ 11:40-12:1） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。 
12 その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。
意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 3節 （ダニ 11:34） 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。

または，「おだてて」，「唆して」。


^ （ダニ 11:40-43） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。

または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。


^ 5節 （ダニ 11:40-43） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。

または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。


^ 5節 （ダニ 11:40） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。

または，「角を突き合わせ」。


^ 6節 （ダニ 11:41） 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。

または，「飾りの地」。


^ 7節 （ダニ 11:41） 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。

または，「飾りの地」。


^ 7節 （エゼ 20:6） その日，私は次のことを誓った。彼らをエジプトから連れ出し，彼らのために見つけて*おいた土地，非常に肥沃な土地*に連れていくことである。その土地は全ての土地の中で最も美しかった*。

または，「探り出して」。
直訳，「乳と蜜が流れる地」。
または，「全ての土地の飾りだった」。


^ 9節 （テモ一 2:1， 2） 私はまず次のことを勧めます。あらゆる人について，祈願や，嘆願の祈りや，感謝の祈りを捧げることです。 2 王や高い地位にいる人たちについてもです。そうすれば，私たちは神への専心を貫き，常に誠実に，平和で穏やかな生活をしていけるでしょう。



^ 10節 （ダニ 11:40-45） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 10節 （啓 19:20） そして，野獣は捕らわれ，野獣の前で奇跡*を行った偽預言者も捕らわれた。偽預言者は，野獣の印を受けた者たちと野獣の像を崇拝する者たちを，奇跡*によって惑わしていたのである。野獣も偽預言者も生きたまま，硫黄が燃える火の湖に投げ込まれた。

直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。


^ （ダニ 2:43-45） ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。 44 この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。

または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ 11節 （ダニ 2:43-45） ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。 44 この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。

または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ 12節 （啓 13:1， 2） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。 2 私が見たその野獣はヒョウに似ていたが，足は熊の足のようで，口はライオンの口のようだった。そして，竜から力と座と大きな権威を与えられた。



^ 12節 （啓 17:13， 14） 10人の王は1つの考えを抱き，自分たちの力と権威を野獣に与えます。 14 彼らは子羊と戦いますが，子羊は主の中の主，王の中の王ですから，彼らを征服します。子羊と共にいる者たち，招かれ，選ばれた忠実な者たちも，征服します」。



^ 13節 （ダニ 2:43-45） ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。 44 この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。

または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ 13節 （ダニ 11:44-12:1） しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。 
12 その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。
意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 13節 （啓 16:13-16） さらに見ていると，カエルのように見える3つの汚れた息*が，竜の口と野獣の口と偽預言者の口から出てきた。 14 それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。 15 「私は泥棒のように来ます。目覚めていて自分の外衣を守る人は幸福です。その人は，裸で歩いて恥をさらすということがありません」。 16 それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^ 13節 （啓 16:21） さらに，重さ20キロほどの大きなひょうが天から人々の上に降り，人々はひょうの災厄のゆえに神を冒瀆した。その災厄が甚大な被害をもたらしたからである。



^ 14節 （啓 16:13， 14） さらに見ていると，カエルのように見える3つの汚れた息*が，竜の口と野獣の口と偽預言者の口から出てきた。 14 それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^ 14節 （啓 19:19） さらに見ると，野獣と地上の王たちとその軍勢が，馬に乗っている方とその軍勢に対して戦うために集まっていた。



^ 14節 （エゼ 38:2） 「人の子よ，メシェクとトバルの長たちの長である，マゴグの地のゴグに厳しい顔を向け，彼に対して預言しなさい。



^ 14節 （啓 16:21） さらに，重さ20キロほどの大きなひょうが天から人々の上に降り，人々はひょうの災厄のゆえに神を冒瀆した。その災厄が甚大な被害をもたらしたからである。



^ （ダニ 11:44， 45） しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 15節 （ダニ 11:44， 45） しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 16節 （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^ 16節 （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^ 16節 （ダニ 11:45） 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ （ダニ 12:1） その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 17節 （ダニ 12:1） その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 17節 （ダニ 12:1） その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 17節 （啓 6:2） 見ていると，白い馬が現れた。それに乗っている者は弓を持っていた。そして冠を与えられ，征服しに，また征服を完了するために出ていった。



^ 17節 （啓 7:14） それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。



^ 18節 （ダニ 12:1） その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^ 18節 （ヨハ 1:29） 次の日，ヨハネはイエスがやって来るのを見て，言った。「見なさい，人類*の罪を取り去る，神の子羊です！

直訳，「世」。


^ 18節 （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。

用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。


^ （ダニ 2:36-45） これが夢の内容です。では，これから私たちが王に解き明かします。 37 王よ，あなたは王の中の王です。天の神はあなたに王国と力と強さと栄光を与えました。 38 また，至る所に住む人々と，野獣や鳥をあなたの手に委ね，その全てをあなたに支配させました。あなたこそが，金の頭です。 39 あなたの後に，劣った別の王国が生じます。次いで別の王国，3番目の銅のものが生じ，全世界を支配します。 40 4番目の王国は，鉄のように強いものとなります。鉄は他の全ての物を打ち砕いて粉々にしますが，この王国も，物を粉砕する鉄のように，それまでの王国を全て粉砕します。 41 ご覧になったように，足とその指は一部が粘土*，一部が鉄でできていました。つまり，この王国は分裂することになります。ですが，鉄の硬さもいくらか持ち合わせています。ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっているのです。 42 足の指には鉄の部分と粘土の部分があるので，この王国には強い部分ともろい部分があることになります。 43 ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。 44 この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。

直訳，「陶芸家の粘土」。
または，「人の子孫」。一般の人々のこと。


^ （啓 13:1， 2） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。 2 私が見たその野獣はヒョウに似ていたが，足は熊の足のようで，口はライオンの口のようだった。そして，竜から力と座と大きな権威を与えられた。









[image: 親や子供たちがイエスの教えを聞いている。]




温和 なぜ自分のためになるか





	愛



	喜び
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サラ*はこう言います。「私はもともと内気で，あまり自信がありません。押しの強い人と一緒にいるのは苦手です。温和で謙遜な人といると楽です。気持ちや悩みを打ち明けられます。仲の良い友達には，そういうタイプの人が多いです」。

サラのコメントから分かるように，温和な人は周りから好かれます。温和だとエホバに喜ばれます。聖書は「温和……を身に着けましょう」と勧めています。（コロ 3:12）温和とは何ですか。イエスが温和であることはどんなところに表れていましたか。温和であると幸せになれるのはなぜですか。






温和とは何か


温和は，気質が穏やかなことです。温和な人は，人に優しく親切です。いらいらするようなことが起きても，穏やかで気持ちをコントロールできます。

温和な人は，心が強い人です。温和に相当するギリシャ語は，手なずけられた野生の馬を指して用いられました。調教されることによって馬の力がきちんと制御されたからです。同じように，温和な人は荒々しい行動を抑え，他の人と仲良くできます。

「自分はもともと穏やかな性格ではない」と思う人がいるかもしれません。私たちは，攻撃的で我慢できない人たちに囲まれているので，温和な人になるのは難しいと感じるかもしれません。（ロマ 7:19）温和を身に付けるには努力が必要です。でも，エホバの聖なる力が働くなら，温和な人になりたいという願いは強まります。（ガラ 5:22，23）温和を身に付けると良いのはなぜですか。

温和だと人に好かれます。記事の始めに出てきたサラが述べている通り，温和な人と一緒にいると気持ちが楽です。イエスは温和さと親切の点で際立っています。（コリ二 10:1）イエスに初めて会った子供たちも，イエスのそばにいたがりました。（マル 10:13-16）

温和だと自分のためにも周りの人のためにもなります。温和な人は，すぐにいらいらしたり腹を立てたりしません。（格 16:32）誰かに嫌な思いをさせてしまったという後ろめたさを持たないで済みます。愛している人を傷つけずに済みます。温和だと怒りをぶちまけたりしないので，周りの人は安心できます。






温和さの完璧な手本


イエスは重い責任を担い，すべきことがたくさんありましたが，誰に対しても温和でした。当時の多くの人は苦労し，荷を負い切れずにいたので，爽やかになりたいと思っていました。イエスに次のように言われてほっとしたことでしょう。「私の所に来てください。……私は温和で，謙遜だからです」。（マタ 11:28，29）

イエスのような温和さをどうすれば身に付けられますか。まず聖書から，イエスが人々にどう接したか，難しい状況にどう対応したかを学びます。そして，温和さが試されるときには，イエスに倣おうと努力します。（ペテ一 2:21）イエスが温和でいられた3つの理由を考えましょう。

イエスは謙遜でした。イエスは，「私は温和で，謙遜」だと言いました。（マタ 11:29）このように，聖書は温和さと謙遜さを結び付けています。（エフェ 4:1-3）なぜでしょうか。

謙遜であれば，人から言われることに過剰に反応せずに済みます。イエスは，「大食いで，大酒飲みの男」と非難された時，どうしましたか。言い掛かりに根拠がないことを行動で示し，温和な態度で「知恵は行動によって明らかになります」と答えました。（マタ 11:19）

人種，性別，生い立ちに関して心ないことを言われたとき，温和に対応するようにしましょう。南アフリカのピーターという長老はこう言っています。「いら立つようなことを言われたなら，『イエスならどうするだろう』と考えるようにしています。誰かに言われることに過敏にならないよう気を付けています」。

イエスは人の弱さを受け入れました。イエスの弟子たちは，期待に応えたいと思いながらも，不完全だったため思い通りに行動できないことがありました。イエスが亡くなる前の晩，ペテロとヤコブとヨハネは，つらい思いをしているイエスを支え続けることができませんでした。イエスは，「心は強く願っていても，肉体は弱い」ことを認めました。（マタ 26:40，41）弟子たちの状況を理解していたので，いら立つことはありませんでした。

マンディーという姉妹は，人に完璧を求めるタイプでしたが，イエスの温和さに倣うよう努力しています。こう言っています。「人はみんな不完全であることを忘れないようにし，良いところを見るようにしています。エホバもそのように兄弟姉妹を見ているんだと思います」。イエスのように人の弱さを思いやるなら，どんなときも温和に対応できるようになるでしょう。

イエスはエホバに全てを委ねました。イエスは地上にいた時，不当な仕打ちに耐えました。誤解され，見下げられ，苦しめられました。それでも温和でいられたのは，「正しく裁く方に自分を委ね」ていたからです。（ペテ一 2:23）天のお父さんが愛し気に掛け，ふさわしい時に不公正を正してくださることを知っていました。

不公正な扱いに腹を立て，自分で正そうとするなら，過剰に反応してしまい，状況が悪化するかもしれません。聖書がこう述べているのもうなずけます。「怒りの気持ちからは，神が求める正しさは生まれません」。（ヤコ 1:20）怒る正当な理由がある場合でも，不完全さのために間違った行動を取ってしまうことがあります。

ドイツのカティーという姉妹は，「自分の権利は自分で守らないと，誰も助けてくれない」と考えていました。エホバに頼るようになってからは，考え方が変わりました。こう言っています。「不公正と闘う必要はないことが分かりました。エホバが全てを正してくださることを知っているので，穏やかな対応ができます」。不公正な扱いを受けても，イエスの手本に倣っていつもエホバに頼るなら，温和でいられます。






「温和な人たちは幸福です」




[image: 兄弟が難しい場面で温和に対応している。1. 運転中に，隣の車に乗っている男女から暴言を浴びせられる。2. 上司から残業するよう圧力を掛けられている。3. 伝道中に家の人から激しいけんまくで怒鳴られるが，平静を保っている。4. 兄弟は穏やかな気持ちでいて，ほほ笑んでいる。]

難しい状況でも温和でいることは，なぜ自分のためになりますか。





イエスは，温和と幸福には深い関係があると教えました。「温和な人たちは幸福です」と言いました。（マタ 5:5）温和であることが役立つ場面を考えてみましょう。

夫婦が円満でいられます。オーストラリアのロバートという兄弟はこう語っています。「悪気はないものの，妻を傷つけるようなことをたくさん言ってしまっていました。怒りに任せて言ってしまったことは取り消せません。どれほど妻を傷つけていたかを知って，とても後悔しました」。

「私たちは皆，[言葉で]何度も過ちを犯します」。（ヤコ 3:2）思いやりのない言葉が原因で夫婦の絆が損なわれることがあります。温和であれば，気持ちが乱されるときでも冷静さを保ち，舌を制御できます。（格 17:27）

ロバートは，感情的にならず冷静に対応できるように努力しました。どうなりましたか。「今では意見が合わないときでも，まずは妻の話をよく聞き，穏やかに話し，腹を立てないようにしています。妻との仲もずいぶん良くなりました」。

周りの人と良い関係を保てます。すぐに腹を立てる人と友達になりたいと思う人はいません。一方，温和であれば「平和という絆で結ばれ」ます。（エフェ 4:2，3）先ほどのカティーはこう言っています。「温和に対応すると，人と気持ちよく接することができます。もちろん，気難しい人もいます」。

自分が穏やかな気持ちでいられます。聖書は，「天からの知恵を持つ人」は温和であり平和を求めると述べています。（ヤコ 3:13，17）温和な人は「穏やかな心」を保てます。（格 14:30）マーティンという兄弟は，頑張って温和さを身に付けました。「以前よりも自分を抑え，人に合わせられるようになったので，穏やかな気持ちでいられ，幸せです」と言っています。

温和を身に付けるのは簡単ではありません。ある兄弟は，「正直なところ，今でも怒りを抑えるのが難しいことがあります」と言っています。それでも，「温和を追い求めなさい」と勧めているエホバが助けてくださいます。（テモ一 6:11。イザ 41:10）私たちの「訓練を終え」，「強い人」にしてくださいます。（ペテ一 5:10）私たちは，使徒パウロのように「キリストの温和さと親切」に倣えるようになります。（コリ二 10:1）







^ 2節 一部の名前は変えてあります。






^ （コロ 3:12） それで，皆さんは神に選ばれ，神に愛される聖なる人たちですから，温かい思いやり，親切，謙遜さ*，温和，辛抱強さを身に着けましょう。

または，「自分を低く見る考え方」。


^ （ロマ 7:19） 自分が願っている善い事柄は行わず，願っていない悪い事柄をいつも行います。



^ （ガラ 5:22， 23） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

用語集参照。
直訳，「実」。


^ （コリ二 10:1） 私はそちらの一部の人たちから，顔を合わせている時には弱々しいものの，離れている時には断固とした態度を取る，と思われているようです。その私パウロが，キリストの温和さと親切に倣って，皆さんにお願いします。



^ （マル 10:13-16） さて，イエスに触れてもらうために，人々が幼い子供たちを連れてきたが，弟子たちは人々を叱りつけた。 14 イエスはこれを見て憤り，言った。「子供たちを私の所に来させなさい。止めようとしてはなりません。神の王国はこの子供たちのような人のものだからです。 15 はっきり言いますが，幼い子供のように神の王国を受け入れる人でなければ，決してそこに入れません」。 16 それから，子供たちを抱き寄せ，手を置いて，祝福があるようにと願い始めた。



^ （格 16:32） すぐに怒らない人は力の強い人に勝り， 怒りを抑える人は町を征服する人に勝る。



^ （マタ 11:28， 29） 疲れていて*，荷を負い切れない人は皆，私の所に来てください。そうすれば，爽やかにしてあげましょう。 29 私と共に働いて，私から学んで*ください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう。

もしかすると，「労苦し」，「悪戦苦闘し」。
または，「私の弟子（私から学ぶ人）になって」。


^ （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^ （マタ 11:29） 私と共に働いて，私から学んで*ください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう。

または，「私の弟子（私から学ぶ人）になって」。


^ （エフェ 4:1-3） 主のゆえに捕らわれている私は皆さんに勧めます。招かれた人にふさわしい歩み方をし， 2 いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「自分を低く見て」。
または，「精神の」。


^ （マタ 11:19） 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ』と言います。しかし，知恵は行動によって明らかになります*」。

または，「知恵の正しさは結果によって証明されます」。


^ （マタ 26:40， 41） イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^ （ペテ一 2:23） 侮辱され*ても，仕返しをしたりしませんでした。苦しめられても，相手を脅したりせず，正しく裁く方に自分を委ねました。

または，「ののしられ」。


^ （ヤコ 1:20） 怒りの気持ちからは，神が求める正しさは生まれません。



^ （マタ 5:5） 温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。



^ （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ （格 17:27） 知識のある人は言葉を控え， 識別力のある人は冷静さ*を保つ。

直訳，「気の冷たさ」。


^ （エフェ 4:2， 3） いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「自分を低く見て」。
または，「精神の」。


^ （ヤコ 3:13） 皆さんの中に知恵と理解力がある人はいますか。その人は，立派な振る舞いをし，自分が知恵によって温和に行動していることを示してください。



^ （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^ （格 14:30） 穏やかな心は体に良く*， 嫉妬は骨を腐らせる。

または，「命を与え」。


^ （テモ一 6:11） 神に仕えるあなたは，こうしたことから逃げ去りなさい。そして，正しさ，神への専心，信仰，愛，忍耐，温和を追い求めなさい。



^ （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^ （ペテ一 5:10） 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。



^ （コリ二 10:1） 私はそちらの一部の人たちから，顔を合わせている時には弱々しいものの，離れている時には断固とした態度を取る，と思われているようです。その私パウロが，キリストの温和さと親切に倣って，皆さんにお願いします。








研究記事21

神からのプレゼントに感謝していますか


「私の神エホバ，何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。素晴らしい偉業と私たちに対する考えは」。詩編 40:5

5番の歌 エホバは素晴らしい創造者

何を学ぶか*




1-2. 詩編 40編5節によれば，エホバは私たちのために何をしてくださいましたか。与えられたものについて考えるとよいのはなぜですか。

エホバは良いものをあふれるほどに与えてくださっています。エホバからのプレゼントにはどんなものがありますか。美しい特別な住まいである地球，見事に設計された脳，貴重な聖書があります。このようにして，私たちに住む場所を与え，考えたり意思を通わせたりする能力を与え，私たちが抱くとても重要な疑問に答えてくださっています。（詩編 40:5を読む。）

2 この記事では，3つのプレゼントについて考えます。与えられたものについて思い巡らすなら，感謝の気持ちが増し，愛情深い創造者であるエホバに喜ばれたいという願いが強まります。（啓 4:11）進化論を信じている人たちに，神の存在について考えてもらうきっかけとなる情報も学びます。






素晴らしいプレゼント 地球


 3. 地球が素晴らしいのはなぜですか。

3 人間の住まいである地球の造りについて考えると，エホバがいかに賢い方であるかが分かります。（ロマ 1:20。ヘブ 3:4）地球のほかにも惑星はありますが，人間が生きていくための条件を全て満たしているのは地球だけです。

 4. 地球の造りにエホバの知恵はどのように表れていますか。

4 地球は，宇宙という海に浮かぶ船のようです。でも，大勢の人が乗っている船と地球には大きな違いがあります。仮に，大勢の人が乗っている船が酸素や食料や水を船内で生産しなければならず，ごみや汚物を船外に捨ててはいけないとしたら，その船はどれほどの期間持ちこたえるでしょうか。乗客がいつまで生きられるかは時間の問題です。一方，地球は無数の生物を養っています。必要な酸素や食料や水を全て生産でき，それらが尽きることはありません。ごみや汚物を地球の外に排出しなくても，美しい住環境が保たれています。なぜですか。地球には，エホバが設計したリサイクルの仕組みが備わっているからです。2つの絶妙に設計された仕組みである，酸素の循環と水の循環について考えましょう。

 5. 酸素の循環の仕組みはどのようなものですか。どんな言葉の通りですか。

5 人間や動物が生きていくのに酸素は欠かせません。地球上の生物が取り込む酸素の量は年間1000億㌧にも上るとみられています。それでも，酸素を使い切ってしまうことはありません。それらの生物は二酸化炭素を排出しますが，“排出物”が増え過ぎて息ができなくなる，ということもありません。エホバが，二酸化炭素を取り込んで酸素を放出する植物を造ったからです。大きな木も小さな藻類も，そのような働きをします。酸素の循環の仕組みは，使徒 17章24，25節の，「神自身が全ての人に命と息……を与えている」という言葉の正しさを示しています。

 6. 水の循環の仕組みはどのようなものですか。そこから何が分かりますか。（「水の循環 エホバからのプレゼント」という囲みを参照。）

6 水が液体の状態を保てるのは，地球が太陽から程よい距離にあるからです。太陽にわずかでも近かったら，水は全て蒸発し，地表面は焼け付き，生物は死に絶えていたでしょう。逆に，わずかでも遠かったら，水は全て凍り，地球は巨大な氷の塊になっていたでしょう。エホバが地球を理想的な位置に置いたので，地球の水は循環し，生物は生き続けることができます。水の循環の仕組みはどのようなものですか。太陽の熱で海や地表の水が蒸発し，雲ができます。蒸発する水の量は，年間で50万立方㌔㍍近くになります。蒸発した水は大気中に10日ほどとどまってから，雨や雪として地表に降ります。降った水はいずれ海や湖に戻り，この循環が繰り返されます。無駄のない，いつまでも続く水の循環の仕組みは，エホバの知恵と力の証拠です。（ヨブ 36:27，28。伝 1:7）

水の循環 エホバからのプレゼント




[image: 水の循環。1. 太陽の熱で海水が蒸発し，雲ができる。2. 雲から降る雨水が地面に注がれる。3. 水が海に戻る。]



	

[image: 農作業をしている人が，雨の降る空を見上げている。]



実りを与える

雨のおかげで植物が育ち，食べ物が得られる。花は人間を楽しませる。



	

[image: 滝と山の写真を撮っている人。]



喜びを与える

川や湖や滝は目を楽しませ，喜びを与える。



	

[image: 海水を蒸発させて塩を集めている人。]



いろいろ役立つ

水の循環はほかにも役立っている。例えば，海水が蒸発すると塩ができる。



	

[image: 女性がコップの水を飲んでいる。]



命を支える

水はそのまま飲むこともできれば，コーヒーや紅茶やお茶を入れることもできる。料理，洗濯，入浴でも使う。









 7. 詩編 115編16節に述べられているプレゼントに対する感謝をどのように表せますか。

7 地球が与えられたことへの感謝を，どうすれば深めることができますか。（詩編 115:16を読む。）1つの方法は，エホバが造ったものの素晴らしさについて深く考えることです。そうすれば，エホバが日々与えてくださる良いものに感謝できます。住んでいる場所をできるだけきれいにしておくことによっても感謝を表せます。






素晴らしいプレゼント 脳


 8. 人間の脳が工学上の傑作といえるのはなぜですか。

8 人間の脳は工学上の傑作です。母親の胎内にいる赤ちゃんの脳は，設計図通りに組み立てられていき，毎分何十万個もの新しい脳細胞が形成されます。大人の脳には，ニューロンと呼ばれる神経細胞が約1000億個あると，研究者たちはみています。これだけの数の細胞が，約1500㌘の“入れ物”にコンパクトに収められています。脳の驚異的な能力について考えてみましょう。

 9. 話す能力がエホバからのプレゼントであるといえるのはなぜですか。

9 話す能力は奇跡です。話す時にはどんなことが起きていますか。言葉を発するたびに，脳は舌，喉，唇，顎，胸の100もの筋肉が連動するよう指令を出しています。きちんと言葉を発するには，これらの筋肉が正確なタイミングで動かなければなりません。2019年に発表された，言葉を話す能力に関する研究論文によれば，生まれて間もない赤ちゃんも言葉を聞き分けるということでした。この研究結果は，多くの研究者たちが考えている通り，人間には生まれつき言語を認識し学習する能力が備わっている，ということを示しています。話す能力はエホバからのプレゼントなのです。（出 4:11）

10. 話す能力というプレゼントに感謝していることをどのように示せますか。

10 話す能力というプレゼントに感謝していることを示す1つの方法は，神の存在をなぜ信じているかを，信じていない人に話すことです。（詩 9:1。ペテ一 3:15）進化論を支持する人たちは，地球や生命が存在するようになったのは偶然だ，と言います。相手が話を聞いてくれるなら，聖書とこの記事で考えた情報を使って，エホバが天地の創造者であると信じている理由を説明できます。（詩 102:25。イザ 40:25，26）

11. 脳が素晴らしくよくできている，といえるのはなぜですか。

11 人間には驚くほどの記憶力があります。数十年前，ある研究者は，人間の脳には2000万冊分の情報を記憶する能力がある，と述べていました。今では，もっと多くのことを記憶できると考えられています。人間にはさらに，どんな特別な能力がありますか。

12. 人間が動物と異なっているということを示す，どんな例がありますか。

12 地球上の生物の中で，人間だけがモラルを身に付ける能力があります。過去の経験を覚え，生かすことによって，より良い価値観を学び，考え方や生活を変化させることができます。（コリ一 6:9-11。コロ 3:9，10）良心を正しく働かせ，正しいことと悪いことを見分けることができます。（ヘブ 5:14）愛や同情心や憐れみを示せるようになります。公正の感覚を身に付けることもできます。

13. 詩編 77編11，12節に述べられている通り，記憶力というプレゼントをどのように活用できますか。

13 記憶力というプレゼントへの感謝を表す1つの方法は，エホバが助け力づけてくださった経験一つ一つを覚えておくことです。そうすれば，今後も私たちを助けてくださるという確信が強まります。（詩編 77:11，12を読む。詩 78:4，7）別の方法は，ほかの人がしてくれたことを覚えていて，感謝の気持ちを持ち続けることです。感謝の気持ちのあつい人は幸福だという統計もあります。エホバがあえて忘れる事柄を私たちも忘れるようにする，ということもできます。エホバの記憶力は完璧ですが，罪を悔い改める人を許し，その人の失敗を思い出しません。（詩 25:7; 130:3，4）私たちも同じようにすることをエホバは望んでいます。傷つけたことを申し訳なく思っている人を許し，失敗を思い出さないようにします。（マタ 6:14。ルカ 17:3，4）



[image: 1. 姉妹がフラッシュカードと教科書を使ってヒンディー語を学んでいる。2. 姉妹が市場で「良い知らせ」の冊子を使ってインド人の女性に話している。]

エホバを賛美するために脳を使うなら，脳というプレゼントへの感謝を表せる。（14節を参照。）*





14. 脳という素晴らしいプレゼントへの感謝をどのように表せますか。

14 脳という素晴らしいプレゼントへの感謝を表す方法は，エホバを賛美するために脳を使うことです。ある人たちは脳を利己的な目的で使います。何が正しく何が間違っているかを自分で決めようとするのです。私たちを造ったのはエホバです。ですから，エホバの基準の方が当然，私たちが考え出す基準よりも優れています。（ロマ 12:1，2）エホバの基準に従うなら，私たちは平和に生活できます。（イザ 48:17，18）エホバが何を望んでいるかを知ることもできます。私たちが，創造者また父であるエホバを賛美すること，エホバに喜ばれる生き方をすることを望んでいます。（格 27:11）






素晴らしいプレゼント 聖書


15. 聖書が，エホバの愛が詰まったプレゼントであるといえるのはなぜですか。

15 聖書は，エホバの愛が詰まったプレゼントです。エホバが人を導いて聖書を書かせたのは，子供である私たちのことを深く気に掛けているからです。聖書を通して，とても重要な疑問に答えてくださっています。例えば，人間はどのようにして存在するようになったのか，何のために生きているのか，この先世の中はどうなるのか，といった疑問です。エホバは私たちにこうした疑問の答えを得てほしいと思っています。何世紀も前から，人々の心を動かし，聖書がいろいろな言語に翻訳されるようにしてきました。今では聖書の全巻または一部が3000余りの言語で読めるようになっています。聖書は歴史上最も多くの言語に翻訳され，広く頒布されてきた本です。どこに住んでいる人も，どの言語を話す人も，母語で聖書のメッセージを知ることができるのです。（「アフリカの言語に聖書を翻訳する」という囲みを参照。）

アフリカの言語に聖書を翻訳する


西暦1800年には，聖書の全巻または一部が70ほどの言語で読めるようになっていましたが，アフリカの言語にはほとんど訳されていませんでした。当時，アフリカのバンツー諸語では，言語をどう表記するかというルールが定まっていませんでした。転機となったのは，英国のウィリアム･ボイスといった人がアフリカに移り，そのような言語を話す人たちと生活するようになったことです。ボイスはコーサ語の正書法を確立し，ほかの人たちと共に「ルカによる福音書」をコーサ語に翻訳しました。1833年に発行されたその福音書には，神の名前が現在の「新世界訳」と同じ箇所に出ています。ボイスは，コーサ語と他のバンツー諸語には共通する複雑な文法上のルールがあることを突き止めました。このことがきっかけで，聖書をアフリカの他の言語に翻訳できるようになりました。今では聖書の全巻または一部が1000以上のアフリカの言語で手に入ります。エホバはどの国の人々にも聖書を手にしてほしいと思っています。（使徒 10:35）



[image: 兄弟姉妹が新しく発行されたコーサ語の「新世界訳」を手にしている。]

2019年に「新世界訳」はコーサ語でも読めるようになった。現在，「新世界訳」は全巻または一部が180ほどの言語で発行されている。









16. 聖書に対する感謝の気持ちをどのように表せますか。マタイ 28章19，20節からどんなことが分かりますか。

16 聖書に対する感謝の気持ちは，聖書を毎日読んで思い巡らし，学んだ通りに生きるよう努めることによって表せます。聖書のメッセージをできるだけ多くの人に伝えることによっても感謝を表せます。（詩 1:1-3。マタ 24:14。マタイ 28:19，20を読む。）

17. この記事では，どんなプレゼントについて考えましたか。次の記事ではどんなことを考えますか。

17 この記事では，エホバからの素晴らしいプレゼントである地球，脳，聖書について考えました。エホバからのプレゼントはほかにもあります。次の記事では，感謝できる，目に見えない宝について考えます。







次のプレゼントに感謝していることをどのように示せますか


	  地球



	  脳



	  聖書









12番の歌 エホバは賛美を受けるにふさわしい方

^ 5節 この記事を学ぶと，エホバと，エホバが与えてくださった3つのプレゼントに対する感謝が深まります。神の存在を信じていない人と話す時に役立つ情報も得られます。




^ 64節 写真や挿絵: 姉妹は外国語を学び，移民に聖書の真理を伝えている。






^ （詩 40:5） 私の神エホバ， 何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。 素晴らしい偉業と私たちに対する考えは。 あなたのような方はいません。 それらを語ったり話したりしようとしても， あまりに多くて語り尽くせません。



^ （詩 40:5） 私の神エホバ， 何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。 素晴らしい偉業と私たちに対する考えは。 あなたのような方はいません。 それらを語ったり話したりしようとしても， あまりに多くて語り尽くせません。



^ 1節 （詩 40:5） 私の神エホバ， 何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。 素晴らしい偉業と私たちに対する考えは。 あなたのような方はいません。 それらを語ったり話したりしようとしても， あまりに多くて語り尽くせません。



^ 2節 （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^ 3節 （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^ 3節 （ヘブ 3:4） 言うまでもなく，家は全て誰かによって造られるのであり，全てのものを造ったのは神です。



^ 5節 （使徒 17:24， 25） 世界とその中の全ての物を造った神は，天地の主ですから，人が造った神殿などには住まず， 25 人間に世話してもらう必要もありません。神自身が全ての人に命と息と全ての物を与えているからです。



^ 6節 （ヨブ 36:27， 28） 神は水の滴を持ち上げます。 水蒸気が集まって雨になります。 28 雲が降らせる雨は， 人の上に降り注ぎます。



^ 6節 （伝 1:7） 川*は海に流れていく。しかし海があふれることはない。 川は始まりから，また流れる。

または，「冬に流れる川」。


^ （詩 115:16） 天はエホバのもの。 地は人間に与えられたもの。



^ 7節 （詩 115:16） 天はエホバのもの。 地は人間に与えられたもの。



^ 9節 （出 4:11） エホバは言った。「誰が人に口を与えたのか。誰が，口を利けなくしたり耳を聞こえなくしたり，視力を良くしたり失わせたりするのか。それは私，エホバではないか。



^ 10節 （詩 9:1） エホバ，心からあなたを賛美します。 あなたの素晴らしい偉業全てを語ります。



^ 10節 （ペテ一 3:15） 心の中で主キリストを神聖な方としてください。皆さんの抱く希望について説明を求める人にいつでも弁明できるよう，準備しておきましょう。語る時には，温和な態度と深い敬意を示しましょう。



^ 10節 （詩 102:25） 昔，あなたは地の土台を据え， 天をご自分の手で造りました。



^ 10節 （イザ 40:25， 26） 聖なる方はこう言う。 「あなたたちは私を誰になぞらえ，誰と同等に見なそうというのか。 26 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^ 12節 （コリ一 6:9-11） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。 11 皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。


^ 12節 （コロ 3:9， 10） 互いにうそをついてはなりません。古い人格*とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって新しくされていきます。

直訳，「人」。
または，「創造した」。


^ 12節 （ヘブ 5:14） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。


^ （詩 77:11， 12） 私はヤハが行ったことを思い出す。 昔あなたが行った驚くべきことを思い出す。 12 あなたの全ての行いを思い巡らす。 あなたが行ったことをじっくり考える。



^ 13節 （詩 77:11， 12） 私はヤハが行ったことを思い出す。 昔あなたが行った驚くべきことを思い出す。 12 あなたの全ての行いを思い巡らす。 あなたが行ったことをじっくり考える。



^ 13節 （詩 78:4） 私たちは子孫に隠さない。 次の世代に語り伝える。 エホバの見事な行いと強さ， 行った素晴らしいことを。



^ 13節 （詩 78:7） それで，子孫は神を信頼する。 神が行ったことを忘れず， 神のおきてを守る。



^ 13節 （詩 25:7） 若い時の私の罪と違反を思い出さないでください。 エホバ，あなたの揺るぎない愛に従って私を思い出してください。 あなたは善い方だからです。



^ 13節 （詩 130:3， 4） ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。  4 あなたは本当に許す方。 それで人はあなたに畏敬の気持ちを抱く。

エホバの短縮形。
または，「を記録」。


^ 13節 （マタ 6:14） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。



^ 13節 （ルカ 17:3， 4） 注意していなさい。仲間*が罪を犯すなら強く警告し，悔い改めるなら許してあげなさい。 4 その人が1日に7回あなたに罪を犯し，7回戻ってきて『悔い改めます』と言うとしても，許さなければなりません」。

直訳，「兄弟」。


^ 14節 （ロマ 12:1， 2） そういう訳で，兄弟たち，神の思いやりに基づいて皆さんに強く勧めます。自分の体を，生きた犠牲，神に受け入れられる聖なる犠牲として差し出してください。理性を働かせて神聖な奉仕をするのです。 2 そして，今の体制*によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。

または，「時代」。用語集参照。


^ 14節 （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^ 14節 （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ （使徒 10:35） 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。



^ （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 16節 （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^ 16節 （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 16節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。








研究記事22

見えない宝への感謝を表しましょう


「私たちは……見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです」。コリント第二 4:18

45番の歌 心の黙想

何を学ぶか*




 1. イエスは天にある宝についてどんなことを述べましたか。

宝の中には目に見えないものもあります。極めて貴重な宝は目に見えません。イエスは山上の垂訓の中で，お金や物よりもはるかに優れている，天にある宝について述べています。そして，「あなたの宝のある所，そこにあなたの心もあるのです」と言いました。（マタ 6:19-21）私たちは，心が引かれているもの，宝のように大切に見ているものを手に入れようとします。「天に宝を蓄え[る]」とは，神からの良い評価を得ることです。イエスが述べた通り，そのような宝は朽ちたり盗まれたりしません。

 2. （ア）パウロはコリント第二 4章17，18節で，何に目を留めるよう勧めていますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。

2 使徒パウロは，「見えないものに目を留め[る]」よう勧めています。（コリント第二 4:17，18を読む。）「見えないもの」には，宝ともいえる，エホバが新しい世界で与えてくださる良いもの全てが含まれています。この記事では，私たちが今得られる4つの見えない宝について考えます。（1）エホバとの友情，（2）祈り，（3）聖なる力，（4）エホバ，イエス，天使が伝道で助けてくれることです。それらの見えない宝への感謝をどのように表せるか，ということも考えます。






見えない宝 エホバとの友情


 3. 見えない最も貴重な宝は何ですか。私たちがそれを得られるのはなぜですか。

3 見えない最も貴重な宝は，エホバとの友情です。（詩 25:14）聖なる方であるエホバが，罪深い人間の友になれるのはなぜですか。イエスの贖いの犠牲が「人類の罪を取り去る」からです。（ヨハ 1:29）エホバは，ご自分の子によって人類を救うという考えが決して失敗しないことを知っていました。ですから，キリストが死ぬ前に生きていた人たちとも友になれたのです。（ロマ 3:25）

 4. エホバの友となったキリスト以前の人々には誰がいますか。

4 エホバの友となったキリスト以前の人々について考えてみましょう。アブラハムは際立った信仰を持っていた人です。死んでから1000年以上たっても，エホバから「私の友」と呼ばれました。（イザ 41:8）エホバから見て，アブラハムは生きています。（ルカ 20:37，38）死によってエホバとの友情が絶たれることはありません。ヨブも友と見られていました。エホバは集合した天使たちの前でヨブのことを褒めました。「神に忠誠を尽くす正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」と言いました。（ヨブ 1:6-8）ダニエルもいます。異教の神々が崇拝される国で80年ほどエホバに仕え続けました。エホバはダニエルのことをどう見ていましたか。天使は3度，高齢のダニエルがエホバにとって「大切な人」であると言いました。（ダニ 9:23; 10:11，19）エホバは亡くなった友たちを復活させたいと願っています。（ヨブ 14:15）



[image: サイクリングをしている姉妹が休憩中に湖を見下ろし，エホバが創造した物を楽しんでいる。]

見えない宝への感謝をどのように表せますか。（5節を参照。）*





 5. どうすればエホバの親しい友になれますか。

5 罪を受け継ぎながらもエホバの親しい友となっている人は，今どれほどいますか。何百万人もいます。世界中であらゆる年齢の大勢の人がエホバの友であることを行動で示しています。エホバは「正直な人たちを親しい友と」します。（格 3:32）親しい友となれるのは，イエスの贖いの犠牲に信仰を持っているからです。贖いの犠牲があるので，エホバに献身し，バプテスマを受けることができます。この重要なステップを踏むなら，すでにエホバの友となっている何百万人もの人々と同じように，宇宙で最も偉大な方の「親しい友」となれるのです。

 6. エホバとの友情を宝と見ていることをどのように示せますか。

6 エホバとの友情を宝と見ていることをどのように示せますか。100数十年にわたってエホバに仕えたアブラハムやヨブのように，エホバに仕え続ける必要があります。今の古い体制でエホバに長く仕えてきた人も例外ではありません。ダニエルのように，エホバとの友情を命よりも大切にする必要があります。（ダニ 6:7，10，16，22）エホバの助けがあるので，どんな試練にも耐えることができ，エホバとの親しい友情を保てます。（フィリ 4:13）






見えない宝 祈り


 7. （ア）格言 15章8節によれば，私たちが祈る時，エホバはどう感じますか。（イ）エホバは祈りにどのように答えますか。

7 祈りも見えない宝です。親しい友には，自分の考えや気持ちを伝えるものです。エホバとの友情についても同じことがいえます。エホバは聖書を通してご自分の考えや気持ちを伝えています。私たちは祈る時，エホバに奥底の考えや気持ちを伝えます。エホバはそのような祈りを喜んで聞いてくださいます。（格言 15:8を読む。）エホバは友なので，祈りを聞くだけでなく，祈りに答えてくださいます。祈りの答えがすぐに与えられることもあります。気に掛かる事柄について祈り続けなければならないこともあります。それでも，祈りの答えは，一番良い方法で良い時に与えられます。もちろん，願った形で答えが与えられるとは限りません。試練を取り除くのではなく，「耐え切れるように」知恵と力を与えるという形で答えてくださることがあります。（コリ一 10:13）



[image: 同じ姉妹が，カフェのテーブルで祈っている。近くのテーブルに，男の子を連れた母親が座っている。]

（8節を参照。）*





 8. エホバに祈る機会に対する感謝をどのように表せますか。

8 エホバに祈るという貴重な機会に対する感謝をどのように表せますか。1つの方法は，エホバが勧めている通り「絶えず祈[る]」ことです。（テサ一 5:17）エホバは祈るよう強要したりはしません。私たちの自由意思を尊重しつつ，「粘り強く祈りましょう」と勧めています。（ロマ 12:12）それで，私たちは毎日，何度も祈ることによって感謝を表せます。祈る時には，エホバへの感謝や賛美の気持ちを忘れずに伝えましょう。（詩 145:2，3）

 9. ある兄弟は，祈る機会についてどんなことを言っていますか。あなたはどう感じていますか。

9 エホバに長く仕えてきた方は，エホバが祈りに答えてくださるという経験を重ねてきたことでしょう。祈る機会に対する感謝も深まっているに違いありません。全時間奉仕を47年行ってきたクリス兄弟は，こう言っています。「朝早く，エホバにじっくり気持ちを申し上げると，気持ちが落ち着きます。朝日が差し込み始め，露がきらめくのを見ながらエホバに語り掛けると，すがすがしい気持ちになります。エホバが与えてくださったもの一つ一つについて感謝を伝えます。祈る機会に対する感謝も伝えます。1日の終わりにも祈り，晴れ晴れとした気持ちで床に就きます」。






見えない宝 聖なる力


10. 聖なる力を宝と見るべきなのはなぜですか。

10 神が送り出す力も，見えない宝です。イエスは，聖なる力を求めて祈るよう勧めています。（ルカ 11:9，13）エホバは聖なる力を送り出すことにより，力を与えます。「普通を超えた力」を与えてくださることもあります。（コリ二 4:7。使徒 1:8）聖なる力によって，私たちはどんな試練にも耐えることができます。



[image: 姉妹は男の子を連れた母親に，スマホを使って聖書の話をしている。]

（11節を参照。）*





11. 聖なる力は，どのような働きをしますか。

11 聖なる力は，エホバから与えられた奉仕を果たせるよう助けてくれます。私たちの才能を伸ばし，能力を高めてくれます。私たちは，聖なる力のおかげでクリスチャンとしての務めを果たせます。努力して良い結果が得られるとしても，自分の力で成し遂げたのではないことを認めます。

12. 詩編 139編23，24節にある通り，私たちはどんなことを祈れますか。

12 聖なる力を宝と見ている人は，心の中に間違った感情や欲求がないかどうかを調べてください，という祈りをエホバに捧げます。（詩編 139:23，24を読む。）そのように祈るなら，エホバは聖なる力を使い，私たちが間違った考えや傾向に気付けるようにしてくれます。気付いたなら，間違った考えや欲望に抵抗できるよう，エホバに聖なる力を祈り求めましょう。聖なる力が受けられなくなるようなことはしたくない，という決意を表せます。（エフェ 4:30）

13. どうすれば聖なる力に対する感謝が深まりますか。

13 今の時代に聖なる力によって成し遂げられている事柄を考えるなら，聖なる力に対する感謝が深まります。イエスは天に昇る前に，弟子たちにこう言いました。「聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，……地上の最も遠い所にまで，私の証人となります」。（使徒 1:8）この言葉の通りのことが起きています。聖なる力の働きによって，世界中で850万人ほどの人がエホバを崇拝するようになっています。しかも，1つの家族のように結ばれています。聖なる力が私たちの間に愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，温和，自制を生み出しているからです。（ガラ 5:22，23）聖なる力は貴重な宝です。






見えない宝 エホバ，イエス，天使が伝道で助けてくれること


14. 伝道を行う時，誰と働いていることになりますか。

14 エホバ，イエス，天使たちと「共に働く」ことも見えない宝です。（コリ二 6:1）伝道を行う時，エホバと働いていることになります。パウロは，自分や兄弟姉妹が「神と共に働く者」だと言いました。（コリ一 3:9）伝道を行う時，イエスと共に働いていることにもなります。イエスは「全ての国の人々を弟子としなさい」と命じた後，「私は……あなたたちと共にいる」と言いました。（マタ 28:19，20）また，天使たちと働いていることにもなります。天使は，「地上に住む人々……に伝える，永遠の良い知らせを携えて」います。（啓 14:6）天使に導かれて働けるのはうれしいことです。

15. 伝道にエホバが大きく関わっていることを示すどんな例が聖書にありますか。

15 天からの助けによって何が成し遂げられていますか。王国の知らせという種をまく時，良い土に落ちた種は成長します。（マタ 13:18，23）真理の種が成長し，実を結ぶのはなぜですか。イエスは，「父が引き寄せてくださらない限り」誰もイエスの弟子になれない，と言っています。（ヨハ 6:44）聖書にはこのことを示す例が挙げられています。パウロはフィリピという町の外で，集まっていた女性たちに話をしました。その中にいたルデアという女性について，「エホバは彼女の心を大きく開いて，パウロが話す事柄を受け入れるようにした」とあります。（使徒 16:13-15）何百万もの人がルデアのようにエホバに引き寄せられてきました。

16. 伝道で良い結果が得られたとき，どう考えたらよいでしょうか。

16 伝道で良い結果が得られたとき，どう考えたらよいでしょうか。パウロは，コリントの会衆に宛てた手紙の中で次のように述べています。「私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです」。（コリ一 3:6，7）伝道で良い結果が得られたら，パウロのように，エホバのおかげであることを忘れないようにしましょう。

17. エホバ，イエス，天使たちと「共に働[ける]」ことへの感謝をどのように表せますか。

17 エホバ，イエス，天使たちと「共に働[ける]」ことへの感謝をどのように表せますか。良い知らせを人々に熱心に伝えることによってです。いろいろな方法があります。「人々の前で，また家から家へと」伝道します。（使徒 20:20）いつでも機会を捉えて伝えている人たちもいます。出会う人に気さくにあいさつし，そこから会話が始まる場合もあります。相手が話に乗ってきたら，聖書の話題を上手に持ち出すことができます。



[image: 1. 姉妹は，カフェで話し掛けた母親と聖書レッスンをしている。2. 聖書レッスンの様子を見ている天使たちがほほ笑んでいる。]

（18節を参照。）*





18-19. （ア）真理の種を植えた後，どのように水を注ぎますか。（イ）エホバはある男性をどのように助けましたか。

18 「神と共に働く者」である私たちは，真理の種を植えるだけでなく，水を注ぐ必要もあります。関心を示す人がいたら，自分が再び会って話すか，誰かに連絡を取ってもらうようにします。そのようにして，聖書レッスンにつなげる努力を払います。レッスンが進むにつれて，学んでいる人の心をエホバが動かし，その人が考え方を変えるようになるのを見て，喜べるでしょう。

19 南アフリカの呪術医ラファララニの例を取り上げましょう。この男性は聖書レッスンを楽しんでいましたが，先祖と交信することについての聖書の見方を知って，大きな壁にぶつかりました。（申 18:10-12）少しずつ，エホバの考えに自分の考えを合わせていきました。やがて，生計の手段である呪術医の仕事を辞めました。現在60歳のラファララニはこう言います。「兄弟姉妹はいろいろと支えてくれました。仕事も見つけてくれました。本当にありがたいです。何よりも，生き方を変えられるようエホバが助けてくれたことに感謝しています。今ではバプテスマを受けて，エホバの証人として奉仕に参加できています」。

20. この記事を学んで，あなたはどうしたいと思いましたか。

20 この記事では，見えない4つの宝について考えました。最も貴重な宝は，エホバを一番親しい友にできることです。エホバを友とすると，見えないほかの宝も手に入ります。エホバに祈れること，聖なる力の助けが得られること，エホバやイエスや天使が伝道で助けてくれることです。これらの見えない宝への感謝を，これからも深めていきましょう。素晴らしい友でいてくださるエホバに，いつまでも感謝しましょう。







見えない宝である次のものへの感謝をどのように表せますか


	  祈り



	  聖なる力



	  エホバやイエスや天使が伝道で助けてくれること









145番の歌 パラダイスについての神の約束

^ 5節 前の記事では，エホバからの目に見えるプレゼントについて考えました。この記事では，エホバから与えられている目に見えない宝にどんなものがあるか，またそれらの宝への感謝をどのように表せるかを考えます。宝を与えてくださったエホバ神への感謝が深まります。




^ 58節 写真や挿絵: （1）ある姉妹は，エホバが創造した物を眺めながら，エホバの友でいられることの素晴らしさについて考えている。


^ 60節 写真や挿絵: （2）同じ姉妹が，話し掛ける勇気を求めてエホバに祈っている。


^ 62節 写真や挿絵: （3）聖なる力の助けを得た姉妹が，勇気を奮って聖書について語っている。


^ 64節 写真や挿絵: （4）姉妹は，カフェで話し掛けた母親と聖書レッスンをしている。姉妹が聖書について話した時も，レッスンをしている時も，天使たちの支えがある。






^ （コリ二 4:18） 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。



^ 1節 （マタ 6:19-21） 自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。 20 むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾やさびがむしばんだり，泥棒が入って盗んだりすることはありません。 21 あなたの宝のある所，そこにあなたの心もあるのです。



^ （コリ二 4:17， 18） 苦難*はつかの間で軽いものですが，はるかに重みのある*永遠の栄光を私たちにもたらします。 18 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。

または，「試練」。
または，「重みを増していく」。


^ 2節 （コリ二 4:17， 18） 苦難*はつかの間で軽いものですが，はるかに重みのある*永遠の栄光を私たちにもたらします。 18 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。

または，「試練」。
または，「重みを増していく」。


^ 3節 （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^ 3節 （ヨハ 1:29） 次の日，ヨハネはイエスがやって来るのを見て，言った。「見なさい，人類*の罪を取り去る，神の子羊です！

直訳，「世」。


^ 3節 （ロマ 3:25） 神はキリストを，償い*のための捧げ物として差し出してくださいました。キリストの血への信仰によって神と和解できるようにしてくださったのです。神がキリストを差し出したのは，ご自分が正しかったということを示すためでした。かつて辛抱しつつ*，過去に犯された罪を許していたことは，正しかったのです。

または，「贖罪」，「和解」。
または，「寛容にも」。


^ 4節 （イザ 41:8） 「しかし，イスラエルよ，あなたは私に仕える者であり， ヤコブよ，私が選んだあなたは， 私の友アブラハムの子孫である。



^ 4節 （ルカ 20:37， 38） 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバ*を『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては*生きているのです」。

付録A5参照。
または，「から見て」。


^ 4節 （ヨブ 1:6-8） さて，真の神の子たち*が来てエホバの前に立つ日となった。サタンもそこに来た。 7 エホバはサタンに，「どこから来たのか」と尋ねた。サタンはエホバに答えた。「地上を巡り，歩き回ってきました」。 8 エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。
または，「非難されるところがない」。


^ 4節 （ダニ 9:23） あなたが懇願し始めた時に神が述べられた言葉を，私は伝えに来ました。あなたは大切な*人だからです。それで，このことについてよく考えて，幻を理解しなさい。

または，「高く評価されている」，「神に愛されている」。


^ 4節 （ダニ 10:11） 彼は私に言った。 「大切な*人ダニエル，これから私が話す言葉に注意を払いなさい。その場で立ち上がりなさい。私はあなたに会うために遣わされたのです」。 こう言われた時，私は震えながら立ち上がった。

または，「高く評価されている」，「神に愛されている」。


^ 4節 （ダニ 10:19） そしてこう言った。「大切な*人よ，恐れることはありません。あなたに平和がありますように。勇気を出し，強くありなさい」。彼が話しているうちに私は力づけられ，こう言った。「どうぞお話しください。あなたは私を力づけてくださいました」。

または，「高く評価されている」，「神に愛されている」。


^ 4節 （ヨブ 14:15） あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

または，「人のことを慕い」。


^ 5節 （格 3:32） エホバは，欺く人をひどく嫌い， 正直な人たちを親しい友とするからである。



^ 6節 （ダニ 6:7） 王に仕える役人，長官，太守，高官，総督が皆で相談いたしまして，王に次のような法令を制定していただくとよいということになりました。30日の間，王以外の人や神に請願をしてはならず，背いた者はライオンの穴に投げ込まれる，という禁令です。



^ 6節 （ダニ 6:10） ダニエルは，法令に署名がされたことを知ると，すぐに自分の家に入った。屋上の部屋の窓はエルサレムに向かって開かれていた。ダニエルはそれまでいつもしていた通り，日に3度ひざまずいて祈り，自分の神を賛美した。



^ 6節 （ダニ 6:16） それで王は命令を出し，ダニエルは連れてこられて，ライオンの穴に投げ込まれた。王はダニエルに言った。「あなたが常に仕えている神が，あなたを救ってくださるに違いない」。



^ 6節 （ダニ 6:22） 私の神が天使を遣わして，ライオンの口をふさいでくださいましたので，私は無事です。私は神の前で潔白であり，王に対しても何も悪いことはしておりません」。



^ 6節 （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^ （格 15:8） 悪人の犠牲はエホバにとって忌まわしく， 正しい人の祈りは神にとって喜びである。



^ 7節 （格 15:8） 悪人の犠牲はエホバにとって忌まわしく， 正しい人の祈りは神にとって喜びである。



^ 7節 （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^ 8節 （テサ一 5:17） 絶えず祈ってください。



^ 8節 （ロマ 12:12） 希望によって喜びましょう。苦難に遭っても忍耐しましょう。粘り強く祈りましょう。



^ 8節 （詩 145:2， 3） 一日中あなたを賛美します。 あなたの名をいつまでも永遠に賛美します。  3 エホバは偉大で，大いに賛美されるべき方。 神の偉大さは計り知れない*。

または，「理解できない」。


^ 10節 （ルカ 11:9） それで，求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。



^ 10節 （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^ 10節 （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^ 10節 （使徒 1:8） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所*にまで，私の証人となります」。

または，「地の果て」。


^ （詩 139:23， 24） 神よ，私の全てを探り，私の心を知ってください。 私を調べ，不安な気持ちを知ってください。 24 私に何か良くないところがないかどうかを見て， 永遠の命に導いてください。



^ 12節 （詩 139:23， 24） 神よ，私の全てを探り，私の心を知ってください。 私を調べ，不安な気持ちを知ってください。 24 私に何か良くないところがないかどうかを見て， 永遠の命に導いてください。



^ 12節 （エフェ 4:30） また，神の聖なる力を悲しませてはなりません。皆さんは聖なる力で証印を押され，贖いによる解放の日を待っているのです。



^ 13節 （使徒 1:8） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所*にまで，私の証人となります」。

または，「地の果て」。


^ 13節 （ガラ 5:22， 23） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

用語集参照。
直訳，「実」。


^ 14節 （コリ二 6:1） さらに，神と共に働く私たちは皆さんに勧めます。神の惜しみない親切を受けながら，それを無駄にする*ことがないようにしてください。

または，「その目的を見失う」。


^ 14節 （コリ一 3:9） 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。



^ 14節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 14節 （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^ 15節 （マタ 13:18） では，種をまいた人の例えを聞きなさい。



^ 15節 （マタ 13:23） 良い土にまかれたもの，これは王国に関する言葉を聞いて，意味を悟る人です。その人たちは本当に実を結び，ある人は100倍，ある人は60倍，ある人は30倍の実を生み出します」。



^ 15節 （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ 15節 （使徒 16:13-15） そして安息日に，町の門の外に出て川のそばに行った。そこに祈りの場所があると思ったのである。私たちは腰を下ろし，集まっていた女性たちに話し始めた。 14 テアテラの人で紫布を売る人，神を崇拝するルデアという女性が聞いていた。エホバ*は彼女の心を大きく開いて，パウロが話す事柄を受け入れるようにした。 15 ルデアは家の人たちと共にバプテスマを受けた時，「もし，私のことをエホバ*に忠実な人と思ってくださるのでしたら，私の家に泊まりに来てください」と私たちに促した。そして，どうしても来てほしいと言って，連れていった。

付録A5参照。
付録A5参照。


^ 16節 （コリ一 3:6， 7） 私は植え，アポロは水を注ぎました。しかし，成長させたのは神です。 7 ですから，大切なのは，植える者でも水を注ぐ者でもなく，成長させる神なのです。



^ 17節 （使徒 20:20） ためらうことなく，有益なことを何でも皆さんに話し，人々の前で，また家から家へと，皆さんを教えました。



^ 19節 （申 18:10-12） あなたの中に以下のような人がいてはなりません。息子や娘を火で焼く*人，占いをする人，魔術を行う人，吉凶を判断する人，呪術師， 11 呪文をかける人，霊媒師や占い師に相談する人，死者に尋ねる人などです。 12 エホバはこうしたことを行う人をひどく嫌い*，これらの忌まわしい行いのためにエホバ神はそれらの国民をあなたの前から追い払います。

直訳，「に火の中を通らせる」。
または，「忌まわしく思い」。







JW.ORGのおすすめコンテンツ





経験談

「今できることをしています」

90歳近くになったイルマは聖書からの手紙を書き，多くの人に喜ばれています。

（ホーム > エホバの証人について > 経験談 > 聖書の真理を伝える）

若い人は尋ねる

どうしたら運動したくなる？

定期的な運動は体の健康を増進させます。そのほかにもどんなメリットがありますか。

（ホーム > 聖書の教え > 若い人 > 若い人は尋ねる）
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^ 1節 （ダニ 11:1-45） メディア人ダリウスの治世の第1年に，私は彼*を力づけて守るために立ち上がりました。 2 これから私があなたに話すことは真実です。 さらに3人の王がペルシャのために立ち上がります。4人目の王は他の王たちよりも多くの富を築きます。その富によって強くなると，彼は総力を挙げてギリシャ王国を攻めます。 3 強大な王が立ち上がり，大きな権力を振るって支配し，思うままに行動します。 4 しかし，立ち上がった後，彼の王国は砕かれ，四方*に分けられます。彼の子孫に分けられるのではなく，彼が支配した時のような権力が振るわれることもありません。王国は根こそぎにされ，他人の手に渡ります。 5 彼に仕えていた高官の1人だった南の王が強くなります。しかし，別の者がその王をしのぐようになり，彼よりも大きな権力を振るって支配します。 6 幾年かの後に彼らは同盟を結び，南の王の娘がその締結のために北の王のもとに来ます。しかし，彼女は自分の力*を保てず，彼も立つことなく力を失います。彼女も，彼女を連れてきた者たちも，彼女の父親も，彼女を強くしていた者も，引き渡されることになります。 7 彼女の根から出た芽の1つが父親に代わって立ち上がり，軍隊の所に行って北の王の要塞を攻め，戦って勝利を収めます。 8 そして，彼らの神々，金属像*，貴重な銀や金の品を携え，捕虜を連れてエジプトに戻ります。幾年かの間は北の王に近づきません。 9 北の王は南の王の王国を攻めますが，自分の国に戻ります。 10 彼の子たちは戦いに備えて大軍を集めます。その1人*は勢いよく進軍し，洪水のように土地を通っていきますが，引き返し，戦いを続けながら要塞にたどり着きます。 11 南の王は憤慨し，出陣して北の王と戦います。彼*は大軍を集めますが，それは敵の手に落ちます。 12 大軍は連れ去られてしまいます。彼*は高慢になり，幾万もの人を打ち倒しますが，自分の強い立場を生かしません。 13 北の王は戻ってきて，前よりも大きな大軍を集めます。そして，幾年かの後，ある期間の終わりに，大きな軍隊を率い，大量の物資を携えてやって来ます。 14 その時，多くの者が南の王に立ち向かいます。 あなたの民の中の暴力的な人たち*は，駆り立てられて幻*を実現させようとしますが，つまずきます。 15 北の王はやって来て土塁を築き，防備された町を攻め取ります。南の軍勢*は対抗できず，えり抜きの兵士たちにも立ち向かう力がありません。 16 攻めてくる者は思うままに行動し，誰もその前に立ちはだかりません。彼は『美しい地*』に立ち，根絶やしにする力を手にします。 17 自分の王国の全勢力をもって突き進むことを決意し，協定が結ばれることになり，こうして彼は行動を取ります。娘*を破滅に至らせることが彼に許されます。彼女は立ち続けず，彼のものではなくなります。 18 彼は海沿いの地帯に目を向け，多くの場所を攻め取ります。1人の司令官が自分のために彼からの侮辱をとどめ，それはやみます。司令官はその侮辱に報復します。 19 彼*は自分の国の要塞に目を向け，つまずいて倒れ，姿を消します。 20 彼に代わって立ち上がる者は，取り立て人*を遣わして輝かしい王国を巡らせます。しかし，その者は数日のうちに倒れます。それは怒りや戦いによるのではありません。 21 彼に代わって，嫌悪されている*者が立ち上がります。人々は彼に王国の威光を与えようとしません。彼は人々が安心している時に*来て，やすやすと*王国を手に入れます。 22 洪水のような軍勢*は彼のために押し流されて，砕かれます。契約の指導者もそうなります。 23 人々との同盟のゆえに，彼は欺くことを続け，小さな国民によって強大な者となります。 24 人々が安心している時に*，彼は州の最も豊かな地域に行き，父祖たちが行わなかったことを行います。略奪品や戦利品を分配し，防備された場所を攻めることをたくらみますが，それはひとときの間だけです。 25 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。 27 この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。 29 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。 30 キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。 32 悪を行って契約を破る者たちを，彼は言葉で欺いて*背教へと導きます。しかし，自分たちの神を知っている民は持ちこたえ，行動を取ります。 33 洞察力がある人たちは，大勢に物事を理解させます。彼らはしばらくの間，剣や炎，拘禁や強奪によって倒れることになります。 34 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。 35 洞察力がある人たちの幾人かが倒れ，その人たちのゆえに終わりの時まで，精錬し，清め，白くすることが行われます。その定められた時はこれから来ます。 36 その王*は思うままに行動し，高慢になり，自分はあらゆる神より上だと考え，神の中の神に向かって厚かましいことを語ります。そして，糾弾の時が終わるまで成功を収めます。決められた事柄は必ず起きるからです。 37 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。 40 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

ミカエルのことと思われる。
直訳，「天の4つの風」。
直訳，「腕の力」。
または，「鋳造された像」。
直訳，「彼」。
北の王のことと思われる。
南の王のことと思われる。
または，「強盗の子たち」。
または，「理想」。
直訳，「腕」。
または，「飾りの地」。
直訳，「女たちの娘」。
北の王のことと思われる。
税の取り立て人のことかもしれない。または，「仕事を割り当てる者」。
または，「卑劣な」。
もしかすると，「警告をせずに」。
または，「陰謀によって」。
直訳，「洪水の腕」。
もしかすると，「警告をせずに」。
北の王のことと思われる。
北の王のことと思われる。
または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。
または，「おだてて」，「唆して」。
または，「おだてて」，「唆して」。
北の王のことと思われる。
または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。
または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 2節 （ダニ 11:1-45） メディア人ダリウスの治世の第1年に，私は彼*を力づけて守るために立ち上がりました。 2 これから私があなたに話すことは真実です。 さらに3人の王がペルシャのために立ち上がります。4人目の王は他の王たちよりも多くの富を築きます。その富によって強くなると，彼は総力を挙げてギリシャ王国を攻めます。 3 強大な王が立ち上がり，大きな権力を振るって支配し，思うままに行動します。 4 しかし，立ち上がった後，彼の王国は砕かれ，四方*に分けられます。彼の子孫に分けられるのではなく，彼が支配した時のような権力が振るわれることもありません。王国は根こそぎにされ，他人の手に渡ります。 5 彼に仕えていた高官の1人だった南の王が強くなります。しかし，別の者がその王をしのぐようになり，彼よりも大きな権力を振るって支配します。 6 幾年かの後に彼らは同盟を結び，南の王の娘がその締結のために北の王のもとに来ます。しかし，彼女は自分の力*を保てず，彼も立つことなく力を失います。彼女も，彼女を連れてきた者たちも，彼女の父親も，彼女を強くしていた者も，引き渡されることになります。 7 彼女の根から出た芽の1つが父親に代わって立ち上がり，軍隊の所に行って北の王の要塞を攻め，戦って勝利を収めます。 8 そして，彼らの神々，金属像*，貴重な銀や金の品を携え，捕虜を連れてエジプトに戻ります。幾年かの間は北の王に近づきません。 9 北の王は南の王の王国を攻めますが，自分の国に戻ります。 10 彼の子たちは戦いに備えて大軍を集めます。その1人*は勢いよく進軍し，洪水のように土地を通っていきますが，引き返し，戦いを続けながら要塞にたどり着きます。 11 南の王は憤慨し，出陣して北の王と戦います。彼*は大軍を集めますが，それは敵の手に落ちます。 12 大軍は連れ去られてしまいます。彼*は高慢になり，幾万もの人を打ち倒しますが，自分の強い立場を生かしません。 13 北の王は戻ってきて，前よりも大きな大軍を集めます。そして，幾年かの後，ある期間の終わりに，大きな軍隊を率い，大量の物資を携えてやって来ます。 14 その時，多くの者が南の王に立ち向かいます。 あなたの民の中の暴力的な人たち*は，駆り立てられて幻*を実現させようとしますが，つまずきます。 15 北の王はやって来て土塁を築き，防備された町を攻め取ります。南の軍勢*は対抗できず，えり抜きの兵士たちにも立ち向かう力がありません。 16 攻めてくる者は思うままに行動し，誰もその前に立ちはだかりません。彼は『美しい地*』に立ち，根絶やしにする力を手にします。 17 自分の王国の全勢力をもって突き進むことを決意し，協定が結ばれることになり，こうして彼は行動を取ります。娘*を破滅に至らせることが彼に許されます。彼女は立ち続けず，彼のものではなくなります。 18 彼は海沿いの地帯に目を向け，多くの場所を攻め取ります。1人の司令官が自分のために彼からの侮辱をとどめ，それはやみます。司令官はその侮辱に報復します。 19 彼*は自分の国の要塞に目を向け，つまずいて倒れ，姿を消します。 20 彼に代わって立ち上がる者は，取り立て人*を遣わして輝かしい王国を巡らせます。しかし，その者は数日のうちに倒れます。それは怒りや戦いによるのではありません。 21 彼に代わって，嫌悪されている*者が立ち上がります。人々は彼に王国の威光を与えようとしません。彼は人々が安心している時に*来て，やすやすと*王国を手に入れます。 22 洪水のような軍勢*は彼のために押し流されて，砕かれます。契約の指導者もそうなります。 23 人々との同盟のゆえに，彼は欺くことを続け，小さな国民によって強大な者となります。 24 人々が安心している時に*，彼は州の最も豊かな地域に行き，父祖たちが行わなかったことを行います。略奪品や戦利品を分配し，防備された場所を攻めることをたくらみますが，それはひとときの間だけです。 25 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。 27 この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。 29 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。 30 キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。 32 悪を行って契約を破る者たちを，彼は言葉で欺いて*背教へと導きます。しかし，自分たちの神を知っている民は持ちこたえ，行動を取ります。 33 洞察力がある人たちは，大勢に物事を理解させます。彼らはしばらくの間，剣や炎，拘禁や強奪によって倒れることになります。 34 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。 35 洞察力がある人たちの幾人かが倒れ，その人たちのゆえに終わりの時まで，精錬し，清め，白くすることが行われます。その定められた時はこれから来ます。 36 その王*は思うままに行動し，高慢になり，自分はあらゆる神より上だと考え，神の中の神に向かって厚かましいことを語ります。そして，糾弾の時が終わるまで成功を収めます。決められた事柄は必ず起きるからです。 37 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。 40 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

ミカエルのことと思われる。
直訳，「天の4つの風」。
直訳，「腕の力」。
または，「鋳造された像」。
直訳，「彼」。
北の王のことと思われる。
南の王のことと思われる。
または，「強盗の子たち」。
または，「理想」。
直訳，「腕」。
または，「飾りの地」。
直訳，「女たちの娘」。
北の王のことと思われる。
税の取り立て人のことかもしれない。または，「仕事を割り当てる者」。
または，「卑劣な」。
もしかすると，「警告をせずに」。
または，「陰謀によって」。
直訳，「洪水の腕」。
もしかすると，「警告をせずに」。
北の王のことと思われる。
北の王のことと思われる。
または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。
または，「おだてて」，「唆して」。
または，「おだてて」，「唆して」。
北の王のことと思われる。
または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。
または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。


^ 3節 （ダニ 11:25-39） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。 27 この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。 29 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。 30 キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。 32 悪を行って契約を破る者たちを，彼は言葉で欺いて*背教へと導きます。しかし，自分たちの神を知っている民は持ちこたえ，行動を取ります。 33 洞察力がある人たちは，大勢に物事を理解させます。彼らはしばらくの間，剣や炎，拘禁や強奪によって倒れることになります。 34 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。 35 洞察力がある人たちの幾人かが倒れ，その人たちのゆえに終わりの時まで，精錬し，清め，白くすることが行われます。その定められた時はこれから来ます。 36 その王*は思うままに行動し，高慢になり，自分はあらゆる神より上だと考え，神の中の神に向かって厚かましいことを語ります。そして，糾弾の時が終わるまで成功を収めます。決められた事柄は必ず起きるからです。 37 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。

北の王のことと思われる。
北の王のことと思われる。
または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。
または，「おだてて」，「唆して」。
または，「おだてて」，「唆して」。
北の王のことと思われる。
または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。


^ 4節 （ダニ 11:1-45） メディア人ダリウスの治世の第1年に，私は彼*を力づけて守るために立ち上がりました。 2 これから私があなたに話すことは真実です。 さらに3人の王がペルシャのために立ち上がります。4人目の王は他の王たちよりも多くの富を築きます。その富によって強くなると，彼は総力を挙げてギリシャ王国を攻めます。 3 強大な王が立ち上がり，大きな権力を振るって支配し，思うままに行動します。 4 しかし，立ち上がった後，彼の王国は砕かれ，四方*に分けられます。彼の子孫に分けられるのではなく，彼が支配した時のような権力が振るわれることもありません。王国は根こそぎにされ，他人の手に渡ります。 5 彼に仕えていた高官の1人だった南の王が強くなります。しかし，別の者がその王をしのぐようになり，彼よりも大きな権力を振るって支配します。 6 幾年かの後に彼らは同盟を結び，南の王の娘がその締結のために北の王のもとに来ます。しかし，彼女は自分の力*を保てず，彼も立つことなく力を失います。彼女も，彼女を連れてきた者たちも，彼女の父親も，彼女を強くしていた者も，引き渡されることになります。 7 彼女の根から出た芽の1つが父親に代わって立ち上がり，軍隊の所に行って北の王の要塞を攻め，戦って勝利を収めます。 8 そして，彼らの神々，金属像*，貴重な銀や金の品を携え，捕虜を連れてエジプトに戻ります。幾年かの間は北の王に近づきません。 9 北の王は南の王の王国を攻めますが，自分の国に戻ります。 10 彼の子たちは戦いに備えて大軍を集めます。その1人*は勢いよく進軍し，洪水のように土地を通っていきますが，引き返し，戦いを続けながら要塞にたどり着きます。 11 南の王は憤慨し，出陣して北の王と戦います。彼*は大軍を集めますが，それは敵の手に落ちます。 12 大軍は連れ去られてしまいます。彼*は高慢になり，幾万もの人を打ち倒しますが，自分の強い立場を生かしません。 13 北の王は戻ってきて，前よりも大きな大軍を集めます。そして，幾年かの後，ある期間の終わりに，大きな軍隊を率い，大量の物資を携えてやって来ます。 14 その時，多くの者が南の王に立ち向かいます。 あなたの民の中の暴力的な人たち*は，駆り立てられて幻*を実現させようとしますが，つまずきます。 15 北の王はやって来て土塁を築き，防備された町を攻め取ります。南の軍勢*は対抗できず，えり抜きの兵士たちにも立ち向かう力がありません。 16 攻めてくる者は思うままに行動し，誰もその前に立ちはだかりません。彼は『美しい地*』に立ち，根絶やしにする力を手にします。 17 自分の王国の全勢力をもって突き進むことを決意し，協定が結ばれることになり，こうして彼は行動を取ります。娘*を破滅に至らせることが彼に許されます。彼女は立ち続けず，彼のものではなくなります。 18 彼は海沿いの地帯に目を向け，多くの場所を攻め取ります。1人の司令官が自分のために彼からの侮辱をとどめ，それはやみます。司令官はその侮辱に報復します。 19 彼*は自分の国の要塞に目を向け，つまずいて倒れ，姿を消します。 20 彼に代わって立ち上がる者は，取り立て人*を遣わして輝かしい王国を巡らせます。しかし，その者は数日のうちに倒れます。それは怒りや戦いによるのではありません。 21 彼に代わって，嫌悪されている*者が立ち上がります。人々は彼に王国の威光を与えようとしません。彼は人々が安心している時に*来て，やすやすと*王国を手に入れます。 22 洪水のような軍勢*は彼のために押し流されて，砕かれます。契約の指導者もそうなります。 23 人々との同盟のゆえに，彼は欺くことを続け，小さな国民によって強大な者となります。 24 人々が安心している時に*，彼は州の最も豊かな地域に行き，父祖たちが行わなかったことを行います。略奪品や戦利品を分配し，防備された場所を攻めることをたくらみますが，それはひとときの間だけです。 25 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。 27 この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。 29 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。 30 キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。 32 悪を行って契約を破る者たちを，彼は言葉で欺いて*背教へと導きます。しかし，自分たちの神を知っている民は持ちこたえ，行動を取ります。 33 洞察力がある人たちは，大勢に物事を理解させます。彼らはしばらくの間，剣や炎，拘禁や強奪によって倒れることになります。 34 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。 35 洞察力がある人たちの幾人かが倒れ，その人たちのゆえに終わりの時まで，精錬し，清め，白くすることが行われます。その定められた時はこれから来ます。 36 その王*は思うままに行動し，高慢になり，自分はあらゆる神より上だと考え，神の中の神に向かって厚かましいことを語ります。そして，糾弾の時が終わるまで成功を収めます。決められた事柄は必ず起きるからです。 37 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。 40 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

ミカエルのことと思われる。
直訳，「天の4つの風」。
直訳，「腕の力」。
または，「鋳造された像」。
直訳，「彼」。
北の王のことと思われる。
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または，「強盗の子たち」。
または，「理想」。
直訳，「腕」。
または，「飾りの地」。
直訳，「女たちの娘」。
北の王のことと思われる。
税の取り立て人のことかもしれない。または，「仕事を割り当てる者」。
または，「卑劣な」。
もしかすると，「警告をせずに」。
または，「陰謀によって」。
直訳，「洪水の腕」。
もしかすると，「警告をせずに」。
北の王のことと思われる。
北の王のことと思われる。
または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。
または，「おだてて」，「唆して」。
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または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
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または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。





^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）



^ ***喜歌 128番 終わりまで耐え忍ぶ***
128番
終わりまで耐え忍ぶ
（マタイ 24:13）
1. エホバの言葉とその約束
命へつながる確かな希望
信仰の強度 試される時
いつも考える 神の日のこと
2. 人への恐れや揺らぐ心
初めに抱いた愛を弱める
献身の温度 試される時
いつも温かく神が寄り添う
3. 終わりまで耐える 諦めずに
命の書に名を残されるため
嵐が過ぎ去り光差す時
確かに目にする 神の救いを
（ヘブ 6:19; ヤコ 1:4; ペテ二 3:12; 啓 2:4も参照。）



^ ***ダ 210–229ページ 二人の王の抗争***
第13章
二人の王の抗争
互いに敵対する二人の王が，覇権を求める総力戦で，がっぷり組み合っています。時代の流れによって，一方が優勢になったかと思えば，今度はもう一方が優勢になります。片方の王が絶大な権威をもって支配する間，もう一方は活気を失うという時期があり，抗争の全くない期間もあります。しかし，その後またしても闘いが勃発し，抗争が続きます。これまでこのドラマには，シリアの王セレウコス1世ニカトール，エジプトの王プトレマイオス･ラゴス，シリアの王女でエジプトの王妃となったクレオパトラ1世，ローマ皇帝のアウグスツスとティベリウス，それにパルミラの女王ゼノビアなどが登場しました。この抗争の終盤には，ナチ･ドイツ，共産主義陣営，英米世界強国，国際連盟，国際連合なども関与するようになりました。この抗争の大団円として，これらの政治的存在のいずれもが予想だにしなかった出来事が生じます。興奮をさそうこの預言は，今から2,500年ほど前，エホバのみ使いによって預言者ダニエルに語られたものです。―ダニエル 11章。
2 来たるべき二人の王の敵対関係についてみ使いが詳しく啓示するのを聞いて，ダニエルは興奮を覚えたに違いありません。そのドラマはわたしたちの関心事でもあります。二人の王による権力闘争は現代にまで及んでいるからです。この預言の最初の部分の真実さが歴史的に証明されてきたことを知れば，その預言的記述の最終部分も確実に成就するという信仰と確信が強まります。この預言に注意を払うことによって，わたしたちが時の流れの中のどこにいるかが明確になります。それに加えて，神がわたしたちのために行動されるのを辛抱強く待つ間，その抗争に関しては中立を保つ，というわたしたちの決意も固くされます。（詩編 146:3，5）ですから，エホバのみ使いがダニエルに語る言葉に細心の注意を払って耳を傾けましょう。
ギリシャの王国を攻める
3 「わたしは，メディア人ダリウスの第一年[西暦前539年ないし538年]に，彼を強める者またその要害として立ち上がった」と，み使いは述べました。（ダニエル 11:1）ダリウスはすでに没していましたが，み使いがダリウスの治世に言及したのは，それを預言的音信の起点とするためです。ダニエルをライオンの坑から取り上げるよう命令したのは，この王でした。わたしの臣下はすべて，ダニエルの神を恐れるべきである，という布告を出したのもこのダリウスでした。（ダニエル 6:21-27）とはいえ，このみ使いが援軍として立ち上がったのは，このメディア人ダリウスのためではなく，ダニエルの民の君で，このみ使いの仲間であったミカエルのためでした。（ダニエル 10:12-14と比較してください。）神のみ使いがそのように支援を差し伸べた時，ミカエルはメディア-ペルシャの君である悪霊と闘っていました。
4 神のみ使いは話を続けます。「見よ，なお三人の王がペルシャのために立つ。そして第四の者は他のすべての者に勝って大きな富を集めるであろう。そして，その富において強くなるとすぐ，彼はすべてのものを奮い起こしてギリシャの王国を攻めるであろう」。（ダニエル 11:2）それら三人のペルシャの支配者たちとは一体だれのことでしたか。
5 最初の三人の王とは，キュロス大王，カンビュセス2世，そしてダリウス1世でした。バルディヤ（あるいは，ガウマータという名の詐称者かもしれない）はわずか7か月しか支配しなかったので，預言はその者の短い治世を考慮に入れていません。西暦前490年に三番目の王ダリウス1世が二度目のギリシャ侵攻を企てます。しかし，ペルシャ軍はマラトンで敗北を喫し，小アジアに撤退します。ダリウスは打倒ギリシャを目ざしてさらなる軍事行動を入念に準備しますが，実現を見ないまま4年後に没し，その遺志は，息子である後継者の「第四」の王クセルクセス1世に引き継がれます。エステルと結婚したアハシュエロス王が，その人です。―エステル 1:1; 2:15-17。
6 クセルクセス1世は，確かに「すべてのものを奮い起こしてギリシャの王国を攻め」ました。ここで言うギリシャの王国とは，ギリシャの独立国家群のことです。「メディア人とペルシャ人 ― その征服と駆け引き」（英語）と題する書物には，「クセルクセスは野心的な廷臣たちの強い勧めで，陸海両面からの襲撃を開始した」と記されています。西暦前5世紀のギリシャの歴史家ヘロドトスは，「これと比較すれば，他のいかなる遠征も，さして重要とは思えない」と書いています。ヘロドトスの記録にはこうあります。海軍は「全体で51万7,610人を擁していた。歩兵の数は170万，騎兵の数は8万。それに，らくだに乗ったアラブ人や，兵車で闘ったリビア人も加えなければならない。その数は2万とわたしは見る。したがって，陸海両軍の兵員の合計は231万7,610人となる」。
7 まさに完全な征服を目ざしていたクセルクセス1世は，西暦前480年に大軍をギリシャに差し向けました。ギリシャはテルモピレーで敵の進軍を遅らせる時間かせぎの作戦を展開しますが，ペルシャ軍はそれを制して，アテネを荒廃させます。ところがサラミスでは惨敗を喫し，西暦前479年にはプラタイアイでもギリシャが勝利を収めます。それに続く143年の間，クセルクセスに続いてペルシャ帝国の王座に就いた7人の王は，だれひとりギリシャを侵攻しませんでした。その後，ギリシャに強大な王が現われます。
大きな王国が四分される
8 「ひとりの強大な王が必ず立ち，広範な統治権をもって支配し，意のままに事を行なうであろう」と，み使いは述べました。（ダニエル 11:3）20歳のアレクサンドロスは，西暦前336年にマケドニアの王として「立ち」，まさしく「強大な王」― アレクサンドロス大王 ― となりました。同王は父フィリッポス2世の構想に促されて，中東のペルシャ諸州を攻め取ります。アレクサンドロスの擁する4万7,000の兵は，ユーフラテス川とチグリス川を渡った後，ガウガメラでダリウス3世の率いる25万人の部隊を四散させました。その結果，敗走したダリウスは殺害され，ペルシャ王朝に終止符が打たれます。今やギリシャが世界強国となり，アレクサンドロスは「広範な統治権をもって支配し，意のままに事を行な（い）」ました。
9 アレクサンドロスの世界支配は短期間で終わることになっていました。神のみ使いは，さらにこう述べていたからです。「彼が立ち上がった時に，その王国は砕かれ，分けられて天の四方の風に向かう。しかし，それは彼の後裔には帰さず，彼が支配したさいの統治権のほどでもない。彼の王国は引き抜かれて，それら以外の者たちのものとなるのである」。（ダニエル 11:4）アレクサンドロスは33歳にもならないうちに，突如として病に冒され，西暦前323年にバビロンでその生涯を終えました。
10 アレクサンドロスの広大な帝国は「彼の後裔」に渡されませんでした。弟のフィリッポス3世アリダイオスの統治は7年も続かず，アレクサンドロスの母オリュンピアスの求めにより，西暦前317年に殺害されてしまいます。アレクサンドロスの息子アレクサンドロス4世は西暦前311年まで支配しますが，父親の配下にあった将軍の一人カッサンドロスの手にかかって最期を遂げます。アレクサンドロスの庶出の子ヘラクレスは父親の名による支配を企てますが，西暦前309年に殺害されます。このようにして，アレクサンドロスの王統は絶え，『彼の統治権』はその家系から離れました。
11 アレクサンドロスの死後，その王国は「分けられて天の四方の風に向か（い）」ました。部下の多くの将軍たちが，領土獲得を狙ってしのぎを削りました。独眼の将軍アンティゴノス1世は，アレクサンドロスの帝国全域を手中に収めようとしたほどです。しかしこの将軍は，フリギアのイプソスでの戦いで殺されます。アレクサンドロスの配下にあった4人の将軍たちは，西暦前301年までに，自分たちの司令官が征服していた広大な領土に対する実権を握っていました。カッサンドロスはマケドニアとギリシャを支配し，リュシマコスは小アジアとトラキアを掌握しました。セレウコス1世ニカトールはメソポタミアとシリアを確保し，プトレマイオス･ラゴスはエジプトとパレスチナを手に入れました。預言の言葉にたがわず，アレクサンドロスの大帝国は，ヘレニズムの四つの王国に分割されました。
互いに敵対する二人の王が現われる
12 カッサンドロスは実権を握ってから数年後に没し，西暦前285年にリュシマコスがギリシャ帝国のヨーロッパ地域を所有するようになりました。西暦前281年，リュシマコスはセレウコス1世ニカトールとの戦闘に敗れて死に，アジアの領土の大部分はセレウコスが管理することになりました。西暦前276年には，アレクサンドロスの配下にあった将軍の孫に当たるアンティゴノス2世ゴナタスがマケドニアの王座に就きます。やがてマケドニアはローマに従属するようになり，結局は西暦前146年にローマの属州となります。
13 この時，ヘレニズムの四つの王国のうち，目立った立場を保っていたのは二つ ― セレウコス1世ニカトールが支配する国と，プトレマイオス･ラゴスの支配する国 ― だけでした。セレウコスはシリアにセレウコス朝を設立し，幾つもの都市を創建しました。シリアの新首都アンティオキア，セレウキア港などもその一部です。使徒パウロは後年アンティオキアで教えました。イエスの追随者たちが初めてクリスチャンと呼ばれるようになったのも，その都市でのことでした。（使徒 11:25，26; 13:1-4）セレウコスは西暦前281年に暗殺されましたが，その王朝は，ローマの将軍グナエウス･ポンペイウスがシリアをローマの属州とした西暦前64年まで支配を続けました。
14 ヘレニズムの四つの王国の中で一番長く存続したのは，西暦前305年に王の称号をとなえるようになったプトレマイオス･ラゴスつまりプトレマイオス1世の王国でした。この王が設立したプトレマイオス王朝は，ローマに倒される西暦前30年まで，エジプトに対する支配を続けました。
15 このようにして，ヘレニズムの四つの王国から，強い二人の王が台頭しました。それは，シリアを支配したセレウコス1世ニカトールと，エジプトを支配したプトレマイオス1世です。これら二人の王をもって，ダニエル 11章に描かれた「北の王」と「南の王」の長い戦いの火ぶたが切って落とされました。エホバのみ使いは，それらの王たちの名を挙げていません。それは，幾世紀もの時間の経過と共に，二人の王の実体と国籍が変化してゆくからでしょう。み使いはこまごまとした不要な点は省き，その抗争に関係のある支配者と出来事のみを述べています。
抗争が始まる
16 耳を傾けてください！ エホバのみ使いは，この劇的な抗争の始まりを次のように描いています。「南の王，すなわち彼の[アレクサンドロスの]君たちの一人が強くなる。これ[北の王]は彼に対して優勢になり，その者の支配力に勝る広範な統治権をもって支配することになる」。（ダニエル 11:5）「北の王」および「南の王」という呼称は，この時点ですでにバビロニアでの捕囚から解放され，ユダの地に復帰していた，ダニエルの民から見て北，および南の王を指しています。最初の「南の王」はエジプトのプトレマイオス1世でした。アレクサンドロスの配下にあった将軍の一人で，プトレマイオス1世に対して優勢になり，「広範な統治権をもって」支配したのは，シリアの王セレウコス1世ニカトールでした。「北の王」の役割を担ったのは，その人物でした。
17 抗争が開始された時点で，ユダの地は南の王の統治権のもとにありました。西暦前320年ころから，プトレマイオス1世はユダヤ人が入植者としてエジプトに来るよう働きかけていました。アレクサンドリアではユダヤ人の入植地が繁栄を見ており，プトレマイオス1世はそこに有名な図書館を建てました。ユダにいたユダヤ人は西暦前198年まで，南の王であるプトレマイオス王朝の支配するエジプトのもとにありました。
18 み使いは二人の王について，こう預言しています。「幾年かの終わりに彼らは互いに盟約を結び，南の王の娘が北の王のもとに来る。平衡を図る取り決めのためである。しかし彼女は自分の腕の力を保てない。彼もまたその腕もずっと立つことはない。彼女自身が引き渡される。彼女を連れて来た者たちも，彼女を産ませた者も，そのころ彼女を強くした者も同様である」。（ダニエル 11:6）この預言はどのように成就したでしょうか。
19 この預言には，セレウコス1世ニカトールの息子で父の後を継いだアンティオコス1世のことは述べられていません。南の王と決戦を交えることはなかったからです。しかし，その後継者のアンティオコス2世は，プトレマイオス1世の息子プトレマイオス2世と長期戦を行なっています。アンティオコス2世とプトレマイオス2世は，それぞれ北の王および南の王となりました。アンティオコス2世はラオディケと結婚し，セレウコス2世という名の息子を持ちましたが，プトレマイオス2世のほうには娘が生まれ，ベレニケという名が付けられました。西暦前250年，これら二人の王は「平衡を図る取り決め」に入りました。この盟約の代価として，アンティオコス2世は妻ラオディケを離縁し，「南の王の娘」ベレニケと結婚します。北の王はベレニケによって一人の息子をもうけ，ラオディケの息子たちではなくこの息子がシリアの王座の相続人となりました。
20 ベレニケの「腕」，つまり支える力となったのは，父親のプトレマイオス2世でした。この父親が西暦前246年に亡くなった時，ベレニケは夫に対して「自分の腕の力を保て」ませんでした。アンティオコス2世はベレニケを退けて再びラオディケと結婚し，ラオディケとの間に生まれた息子を自分の後継者として指名したのです。ラオディケの策略により，ベレニケとその息子は殺害されました。ベレニケをエジプトからシリアに連れて来た従者たち ―「彼女を連れて来た者たち」― も，同じ結末を迎えたようです。ラオディケはアンティオコス2世を毒殺することまでしています。それで，『彼の腕』も，つまり力も，『立ちません』でした。そのためベレニケの父 ―「彼女を産ませた者」― も，ベレニケのシリア人の夫 ― 一時的に彼女を「強く」した者 ― も死に，ラオディケの息子のセレウコス2世が，シリアの王として残りました。では，次のプトレマイオス朝の王は，このすべてに対してどのように反応するでしょうか。
自分の姉妹の殺害の復しゅうをする王
21 み使いは述べました。「彼女の根から出た新芽の一つが必ず彼の地位に立ち，その者が軍勢のもとに来て，北の王の要害に向かい，必ず彼らに攻めかかって優勢になる」。（ダニエル 11:7）ベレニケの親つまり「根」から出た「新芽の一つ」とは，ベレニケの兄弟でした。この人物は父親が死んだ時，南の王として，すなわちエジプトのファラオ，プトレマイオス3世として「立ち」ました。王は，殺害された実の姉妹の復しゅうを直ちに開始し，シリアの王セレウコス2世を攻めるために進撃し，「北の王の要害」に向かいました。セレウコス2世はラオディケに利用されて，ベレニケとその息子を殺害したのです。プトレマイオス3世はアンティオキアの要塞を攻め取り，ラオディケに致命的打撃を加えました。さらに，北の王の領土を経て東へ移動し，バビロニアで略奪をほしいままにした後，インドに向けて進撃しました。
22 次にどんなことが生じましたか。神のみ使いはこう告げています。「さらに，彼らの神々，彼らの鋳像，彼らの願わしい銀や金の品，またとりこたちを携えてエジプトに戻る。そして彼は，幾年かのあいだ北の王から離れて立つ」。（ダニエル 11:8）その200年余り前に，ペルシャの王カンビュセス2世はエジプトを征服し，エジプトの神々，つまり「彼らの鋳像」を自国に持ち帰っていました。プトレマイオス3世は，ペルシャの以前の王都スサで略奪を働いた際にそれらの神々を取り戻し，それをエジプトに「とりこ」として運びました。また，非常に多くの「願わしい銀や金の品」を戦利品として運び帰りました。自国内の反乱鎮圧を余儀なくされたプトレマイオス3世は，「北の王から離れて立（ち）」，同王にそれ以上害を加えることはありませんでした。
シリアの王は仕返しをする
23 北の王はどのように反応しましたか。ダニエルに対する言葉はこうです。「彼は南の王の王国にまさに入って来る。だが，自分の土地に戻って行くことになる」。（ダニエル 11:9）北の王 ― シリアの王セレウコス2世 ― は反撃し，南のエジプトの王の「王国」つまりその王土に入りますが，敗北を喫します。セレウコス2世は西暦前242年ごろ，生き残ったわずかな兵と共に「自分の土地に戻（り）」，シリアの首都アンティオキアに退却します。この王が死ぬと，息子のセレウコス3世が父の後を継ぎます。
24 シリアの王セレウコス2世の子孫について，どんなことが予告されていましたか。み使いはダニエルにこう告げました。「一方その子らは，自ら奮い立ち，群がる大軍をまさに集める。そして彼は進んで行ってまさに入り，みなぎりあふれて通って行く。しかし彼は戻って行く。そして，身を奮い起こして自分の要害へと進む」。（ダニエル 11:10）セレウコス3世の統治は3年も続かず，同王の暗殺をもって終わります。その後継者としてシリアの王座に就いたのは，セレウコス3世の兄弟アンティオコス3世でした。このセレウコス2世の息子は，当時の南の王プトレマイオス4世を襲撃するため，大軍を結集します。シリアのこの新しい北の王はエジプトと戦って勝利を収め，海港セレウキア，コイレ･シリア州，ティルスとプトレマイスの2都市，および周辺の町々を奪回します。さらには，王プトレマイオス4世の軍隊を敗走させ，ユダの多くの都市を攻め取ります。西暦前217年の春にアンティオコス3世はプトレマイスを後にして北上し，シリアの「自分の要害へと進（み）」ました。しかし，程なくして形勢が変わります。
流れが変わる
25 わたしたちもダニエルのように，エホバのみ使いがこのあと予告する事柄に，期待を抱いて耳を傾けます。「南の王は憤激し，出て行って彼と，すなわち北の王と戦うことになる。彼はまさに大群を立ち上がらせるが，その群衆は実際にはかの者の手に渡される」。（ダニエル 11:11）7万5,000の兵を擁する南の王プトレマイオス4世は，北上して敵に向かいます。北のシリアの王アンティオコス3世は6万8,000の「大群」を起こし，南の王に対して立ち上がらせていました。とはいえ，この「群衆」も，エジプト国境に程近い海沿いの都市ラフィアでの戦いにおいて，南の王の「手に渡され（て）」しまいます。
26 預言は続きます。「そしてその群衆は必ず連れ去られる。彼の心は高ぶり，彼はまさに幾万の者を倒す。しかし彼は自分の強固な立場を利用しない」。（ダニエル 11:12）南の王プトレマイオス4世は，シリアの歩兵1万人と騎兵300人を死へと『連れ去り』，4,000人を捕虜として捕らえます。次いでこれらの王たちは条約を結び，アンティオコス3世はシリアの海港セレウキアを保持しますが，フェニキアとコイレ･シリアは失ってしまいます。この勝利を得て，南のエジプトの王の心は，とりわけエホバに対して「高ぶり」ました。ユダは引き続きプトレマイオス4世の管理下にありました。しかし，この王が「自分の強固な立場を利用し」，北のシリアの王に対してその後も勝利を収めることはありませんでした。むしろプトレマイオス4世は放とうの生活を送るようになり，そのため5歳の息子プトレマイオス5世が，アンティオコス3世の死ぬ何年か前に，次の南の王となりました。
搾取する者が戻って来る
27 アンティオコス3世はその功績のゆえに，アンティオコス大王と呼ばれるようになりました。この王について，み使いはこう述べています。「北の王は戻って来て，初めを上まわる大群を起こすことになる。そして，しばらくの時すなわち幾年かの終わりに，彼はやって来る。大きな軍勢を率い，大量の貨財を携えてそうする」。（ダニエル 11:13）ここで言及されている「しばらくの時」とは，エジプト軍がラフィアでシリア軍を破った後の16年，もしくはそれ以上の歳月を指しています。プトレマイオス5世が幼少にして南の王になった時，アンティオコス3世は「初めを上まわる大群」をもって，南のエジプトの王に奪われた領土の奪還に着手しました。それを達成するため，アンティオコス3世はマケドニア王フィリッポス5世と同盟を結びます。
28 南の王は自分の王国の内紛にも悩まされていました。「その時，南の王に立ち向かう者が多くいる」と，み使いは述べています。（ダニエル 11:14前半）実際に多くの者が「南の王に立ち向か（い）」ました。この若い南の王は，アンティオコス3世およびその同盟者のマケドニアの軍勢だけでなく，エジプトの様々な国内問題にも遭遇していました。王の後見役であり，王の名において支配したアガトクレスがエジプト人たちを尊大に扱ったため，多くの者が反乱を起こしました。み使いはこう付け加えています。「また，あなたの民に属する強盗の子らは，幻を実現させようとして引き回される。彼らは必ずつまずく」。（ダニエル 11:14後半）ダニエルの民の中にも，「強盗の子ら」もしくは革命家となった人たちがいました。ところが，そのようなユダヤ人が抱いていた，故国に対する異邦人による支配の終わりという「幻」は，どれも偽りであって，実現することはありませんでした。つまり『つまずき』ました。
29 エホバのみ使いはさらに次のように予告しました。「北の王はやって来て，攻囲の塁壁を盛り上げ，城塞のある都市をまさに攻略する。そして，南の腕は立ち向かうことができない。彼のより抜きの民も同様である。こらえて立つ力はないであろう。そして，彼に向かって来る者は意のままに事を行ない，その前に立ち向かう者はだれもいない。さらに彼は飾りの地に立つ。その手には絶滅があるであろう」― ダニエル 11:15，16。
30 プトレマイオス5世の率いる軍勢，つまり「南の腕」は，北からの襲撃に屈しました。アンティオコス3世はパニアス（カエサレア･フィリピ）で，エジプトの将軍スコパスと，選ばれた兵士つまり「より抜きの民」1万人を撃退して，「城塞のある都市」であるシドンに追いやります。そこでアンティオコス3世は「攻囲の塁壁を盛り上げ」，西暦前198年にフェニキア人のその海港を攻め取ります。南のエジプトの王の軍勢は敵の前に立つことができなかったため，アンティオコスは「意のままに」行動しました。それでアンティオコス3世は「飾りの地」であるユダの首都エルサレムに向かって進軍します。西暦前198年にエルサレムとユダは，南のエジプトの王の統治下から，北のシリアの王の統治下へと移されました。それから北の王アンティオコス3世は「飾りの地に立（ち）」始めました。「その手には」，反対するユダヤ人とエジプト人すべての「絶滅」がありました。この北の王はいつまで，自分のしたい放題に行動することができるのでしょうか。
ローマは搾取する者を抑制する
31 エホバのみ使いは次のように答えています。「彼[北の王]は自分の王国全体の勢いをもって進もうとして顔を向けるが，その者との間で平衡を図る協約ができることになる。こうして彼は効果的に行動する。また，女たちの娘に関し，これを破滅に至らせることが彼に許される。だが，彼女は立ち行かず，ずっと彼のものとしてとどまることはない」― ダニエル 11:17。
32 北の王アンティオコス3世は，「自分の王国全体の勢いをもって」エジプトを統治すべく「顔を向け」ますが，結果的には，南の王プトレマイオス5世と，平和のための，「平衡を図る協約」を結びます。アンティオコス3世はローマの要求により，計画を変更したのです。エジプトの領土を占拠するため，アンティオコス3世とマケドニア王フィリッポス5世が若年のエジプト王に対抗して手を結んだ時，プトレマイオス5世の後見役たちはローマに保護を求めました。ローマは勢力範囲を拡大できるその機会を利用し，力をもって威嚇しました。
33 アンティオコス3世はローマに強要され，平和のための協約を南の王に提出します。しかし，征服した領土をローマの要求どおりに引き渡すのではなく，娘のクレオパトラ1世 ―「女たちの娘」― をプトレマイオス5世と結婚させることにより，名目上それらの領土を譲渡する計画を立てました。持参金に相当するものとして，「飾りの地」であるユダを含む諸州が与えられることになりました。ところが，西暦前193年のその結婚に際して，シリアの王はそれら約束の諸州をプトレマイオス5世に与えませんでした。これはエジプトをシリアに従属させるために仕組まれた政略結婚だったのです。しかし，このもくろみは失敗しました。というのも，クレオパトラ1世は後に夫の側に立ったため，「ずっと彼のものとしてとどまることはな（かった）」からです。アンティオコス3世とローマ人の戦争が勃発した時，エジプトはローマの側に付きました。
34 み使いは北の王の敗退に言及し，こう付け加えました。「そして彼[アンティオコス3世]は顔を再び海沿いの地帯に向け，実際に多くのところを攻略する。だが，ひとりの司令者[ローマ]が自分[ローマ]のために彼からの非難を絶えさせることになる。そのため彼の非難[アンティオコス3世からのもの]はやむ。その者[ローマ]はそれを彼自身に帰させる。それで彼[アンティオコス3世]は顔を再び自らの地の要害に向ける。彼は必ずつまずいて倒れ，もはや見いだされることはない」― ダニエル 11:18，19。
35 この「海沿いの地帯」とは，マケドニア，ギリシャ，小アジアなどの海沿いの地域のことです。西暦前192年にギリシャで戦争が勃発し，アンティオコス3世はギリシャに遠征したくなります。その地域の領土をも獲得しようとするシリアの王に不満を抱いたローマは，正式に同王に宣戦を布告します。テルモピレーでローマに敗北を喫し，西暦前190年のマグネシアの戦いにも敗れてから約1年後，シリアの王はギリシャと小アジアの，次いでタウロス山脈以西の一切のものを放棄しなければなりませんでした。ローマは北のシリアの王に多額の罰金を科し，同王に対する覇権を確立しました。ギリシャからも小アジアからも追われ，艦隊のほとんどすべてを失ったアンティオコス3世は，「顔を再び自らの地[シリア]の要害に向け」ました。ローマはすでに『自分たちに対する彼からの非難を彼自身に帰させて』いました。アンティオコス3世は西暦前187年，ペルシャのエリマイスにあった神殿の強奪を企てている間に死にました。このようにして同王は死んで「倒れ」ます。息子のセレウコス4世がその後を継ぎ，次の北の王となりました。
抗争は続く
36 南の王プトレマイオス5世は，クレオパトラの持参金に相当するものとして手に入るはずだった諸州を獲得しようとしますが，毒殺されてその野望は潰え，プトレマイオス6世が王位を受け継ぎます。セレウコス4世はどうなりましたか。ローマから多額の罰金を科せられ，その支払いに窮していた同王は，エルサレムの神殿に蓄えられているとされる財貨を強奪すべく，財務官ヘリオドロスを遣わします。王座を狙っていたヘリオドロスはセレウコス4世を殺害しますが，ペルガモンの王エウメネスとその兄弟アッタロスが，殺された王の兄弟アンティオコス4世を即位させます。
37 新しい北の王アンティオコス4世は，崇拝に関するエホバの取り決めを根絶しようと努め，自分が神より強大であることを誇示しようとしました。この王はエホバに挑み，エルサレムの神殿をゼウスすなわちユピテルに献納しました。西暦前167年の12月，それまでエホバへの焼燔の捧げ物が日ごとにささげられていた神殿の中庭の大きな祭壇の上に，異教の祭壇が築かれました。10日後には，その異教の祭壇の上でゼウスへの犠牲がささげられました。神聖さを汚すこの行為が引き金となって，ユダヤ人はマカベア家のもとで武装蜂起します。アンティオコス4世は3年の間ユダヤ人と戦いました。西暦前164年，神聖さが汚されたその記念日に，ユダ･マカバイオスは神殿を改めてエホバに献じ，献納の祭り ― ハヌッカ ― が制定されました。―ヨハネ 10:22。
38 恐らく，マカベア家は西暦前161年にローマと条約を結び，西暦前104年には王国を設立したものと思われます。とはいえ，マカベア家と，北のシリアの王との間の摩擦はその後も続きました。結局ローマの介入が要請され，ローマのグナエウス･ポンペイウス将軍が西暦前63年に3か月にわたる攻囲の末，エルサレムを攻め取ります。ローマの元老院がエドム人のヘロデをユダヤの王に任じたのは，西暦前39年のことでした。ヘロデは西暦前37年にエルサレムを攻め取って，マカベア家による支配を終わらせます。
39 二人の王の抗争に関する預言の最初の部分が細かな点に至るまで成就しているのを知ると大きな興奮を覚えます。確かに，ダニエルに預言的な音信が伝えられてから約500年間の歴史を見つめ，北の王と南の王それぞれの立場を占めた支配者たちの実体を見極めるのは，何と胸の躍ることなのでしょう。しかし，これら二人の王の政治的実体は，イエス･キリストが地上で生活していた時代から現代まで両者の戦闘が続く間，変化してゆきます。わたしたちは，この預言の中で啓示されている興味深い詳細な点と，歴史上の展開を照らし合わせることによって，競い合うこれら二人の王の実体を見極めることができるのです。
どのような理解が得られましたか
● ヘレニズムの諸王国から，強い王たちのどんな二つの系譜が出ましたか。それらの王たちはどんな戦いを始めましたか
● ダニエル 11章6節に予告されていたように，二人の王はどのようにして，「平衡を図る取り決め」に入りましたか
● 次に挙げる二者の間で，どのように抗争が続きましたか
セレウコス2世とプトレマイオス3世（ダニエル 11:7-9）
アンティオコス3世とプトレマイオス4世（ダニエル 11:10-12）
アンティオコス3世とプトレマイオス5世（ダニエル 11:13-16）
● クレオパトラ1世とプトレマイオス5世の結婚にはどんな目的がありましたか。そのもくろみが失敗したのはなぜですか（ダニエル 11:17-19）
● ダニエル 11章1-19節に注意を払ってきて，どんな益が得られましたか
[研究用の質問]
 1，2 ダニエル 11章に記されている預言に関心を抱くべきなのはなぜですか。
 3 み使いは「メディア人ダリウスの第一年」にだれに支援を差し伸べましたか。
 4，5 予告されていた，ペルシャの四人の王とはだれのことですか。
 6，7 （イ）第四の王はどのように「すべてのものを奮い起こしてギリシャの王国を攻め」ましたか。（ロ）ギリシャを攻めるクセルクセスの軍事行動はどんな結果になりましたか。
 8 どんな「強大な王」が立ちましたか。その王はどのようにして，「広範な統治権をもって支配」するようになりましたか。
 9，10 アレクサンドロスの王国はその後裔に帰さないという預言は，どのように真実となりましたか。
11 アレクサンドロスの王国は，どのようにして，「分けられて天の四方の風に向か（い）」ましたか。
12，13 （イ）ヘレニズムの四つの王国は，どのような経過をたどって二つに減りますか。（ロ）セレウコスはシリアにどんな王朝を設立しましたか。
14 プトレマイオス王朝がエジプトに設立されたのは，いつのことですか。
15 ヘレニズムの四つの王国から，どんな二人の強い王が台頭しましたか。その二人によって，どんな戦いの火ぶたが切って落とされましたか。
16 （イ）二人の王は，だれから見て，北および南の王となることになっていましたか。（ロ）最初の「北の王」，および最初の「南の王」の役割を担ったのは，どの王ですか。
17 北の王と南の王の抗争が開始された時点で，ユダの地はだれの統治権のもとにありましたか。
18，19 互いに敵対する二人の王は，時たつうちに，どのように「平衡を図る取り決め」に入りましたか。
20 （イ）どのような意味で，ベレニケの「腕」は立つことがありませんでしたか。（ロ）ベレニケ，「彼女を連れて来た者たち」，そして「彼女を強くした者」は，どのように引き渡されましたか。（ハ）アンティオコス2世が『彼の腕』つまり力を失った後，シリアの王となったのはだれですか。
21 （イ）ベレニケの「根」から出た「新芽の一つ」とはだれのことでしたか。その者はどのように「立ち」ましたか。（ロ）プトレマイオス3世はどのように「北の王の要害に向かい」，北の王に対して優勢になりましたか。
22 プトレマイオス3世は何をエジプトに運び帰りましたか。同王が「幾年かのあいだ北の王から離れて立（った）」のはなぜですか。
23 北の王が，南の王の王国に入った後，「自分の土地に戻っ（た）」のはなぜですか。
24 （イ）セレウコス3世はどうなりましたか。（ロ）シリアの王アンティオコス3世はどのように南の王の領土に『入り，みなぎりあふれて通って行き』ましたか。
25 プトレマイオス4世とアンティオコス3世はどこで会戦しましたか。何が南のエジプトの王の「手に渡され」ましたか。
26 （イ）ラフィアの戦いで，どんな「群衆」が南の王によって連れ去られましたか。その時に結ばれた平和条約には，どんな条項が含まれていましたか。（ロ）プトレマイオス4世は「自分の強固な立場を利用しな（かった）」と，どうして言えますか。（ハ）次に南の王となったのはだれですか。
27 北の王は，エジプトから領土を奪還するため，どのように，『しばらくの時の終わりに』戻って来ましたか。
28 若い南の王は，どんな厄介な問題を抱えていましたか。
29，30 （イ）「南の腕」はどのように，北からの襲撃に屈しましたか。（ロ）北の王はどんな経過をたどって「飾りの地に立つ」ようになりましたか。
31，32 北の王が南の王と，平和のための，「平衡を図る協約」を結ぶ結果になったのはなぜですか。
33 （イ）アンティオコス3世とプトレマイオス5世との間で結ばれた，平和のための協約とは何でしたか。（ロ）クレオパトラ1世とプトレマイオス5世の結婚にはどんな目的がありましたか。そのもくろみが失敗したのはなぜですか。
34，35 （イ）北の王はどんな「海沿いの地帯」に顔を向けましたか。（ロ）ローマは北の王からの「非難」をどのように終わらせましたか。（ハ）アンティオコス3世はどのようにして死にましたか。次に北の王となったのはだれですか。
36 （イ）南の王はどのように戦いを続けようとしましたか。しかし，結局どうなりましたか。（ロ）セレウコス4世はどのように倒れ，だれがその後を継ぎましたか。
37 （イ）アンティオコス4世は，自分がエホバ神より強大であることを誇示しようとして，どのようなことをしましたか。（ロ）エルサレムの神殿の神聖さを汚す，アンティオコス4世による行為が引き金となって，どんなことが生じましたか。
38 マカベア家による支配は，どのようにして終わりを告げましたか。
39 ダニエル 11章1-19節を考慮することから，あなたはどんな益を得ることができましたか。
[228ページの図表/写真]
ダニエル 11章5-19節に出てくる王たち
                       北の王                    南の王
ダニエル 11:5      セレウコス1世ニカトール  プトレマイオス1世
ダニエル 11:6      アンティオコス2世        プトレマイオス2世
                  （妻ラオディケ）         （娘ベレニケ）
ダニエル 11:7-9    セレウコス2世            プトレマイオス3世
ダニエル 11:10-12  アンティオコス3世        プトレマイオス4世
ダニエル 11:13-19  アンティオコス3世        プトレマイオス5世
                  （娘クレオパトラ1世）     後継者:
                   後継者たち:              プトレマイオス6世
                   セレウコス4世および
                   アンティオコス4世
[写真]
硬貨に描かれた，プトレマイオス2世夫妻
[写真]
セレウコス1世ニカトール
[写真]
アンティオコス3世
[写真]
プトレマイオス6世
[写真]
プトレマイオス3世とその後継者たちが，上エジプトのイドフに建てたホルスの神殿
[216，217ページの地図/写真]
（正式に組んだものについては出版物を参照）
「北の王」および「南の王」という呼称は，ダニエルの民の地から見てそれぞれ北，および南の王を指している
マケドニア
ギリシャ
小アジア
イスラエル
リビア
エジプト
エチオピア
シリア
バビロン
アラビア
[写真]
プトレマイオス2世
[写真]
アンティオコス大王
[写真]
アンティオコス大王から発せられた公の布告を記した石板
[写真]
プトレマイオス5世をあしらった硬貨
[写真]
エジプトのカルナックにあるプトレマイオス3世の門
[210ページ，全面図版]
[215ページの写真]
セレウコス1世ニカトール
[218ページの写真]
プトレマイオス1世



^ ***ダ 230–255ページ 二人の王の実体は変化する***
第14章
二人の王の実体は変化する
シリアの君主アンティオコス4世はエジプトに侵攻し，自らをエジプトの王とします。ローマはエジプトの王プトレマイオス6世の求めにより，大使のカイウス･ポピリウス･ラエナスをエジプトに派遣します。ラエナスは威風堂々たる艦隊を率い，アンティオコス4世に対して，エジプトでの王権を放棄すると共に，同国から撤退することを求めるローマ元老院からの指令を携えていました。シリアの王とローマの大使は，アレクサンドリア近郊のエレウシスで相まみえます。アンティオコス4世は助言者たちと諮る時間を要求しますが，ラエナスは王の周囲に円を描き，その線を踏み越える前に返答せよ，と迫ります。辱められたアンティオコス4世はローマの要求に屈し，西暦前168年にシリアに戻ります。北のシリアの王と南のエジプトの王の対決は，このようにして幕を閉じました。
2 中東情勢において支配的な役割を果たしていたローマは，その後もシリアに対する締めつけを厳しくしてゆきます。そのため，アンティオコス4世が没した西暦前163年以後もセレウコス朝の王たちはシリアを支配しますが，「北の王」の立場には立ちません。（ダニエル 11:15）結局，西暦前64年にシリアはローマの属州になります。
3 エジプトのプトレマイオス朝は，アンティオコス4世の死後も130年余りにわたって「南の王」の立場を保ちました。（ダニエル 11:14）西暦前31年のアクティウムの決戦の際，ローマの支配者オクタウィアヌスは，プトレマイオス朝最後の女王クレオパトラ7世と，その愛人のローマ人マルクス･アントニウスの連合軍を撃ち破ります。その翌年にクレオパトラが自害した後は，エジプトもローマの属州となり，もはや南の王の役割を果たすことはありませんでした。西暦前30年までに，ローマはシリアとエジプトの双方に対して優位に立っていました。では，この後に北の王と南の王の役割をそれぞれ担う他の支配者が現われると考えるべきでしょうか。
新たな王は「取り立て人」を遣わす
4 イエス･キリストは西暦33年の春，弟子たちにこう語りました。「荒廃をもたらす嫌悪すべきものが，預言者ダニエルを通して語られたとおり，聖なる場所に立っているのを見かけるなら，……その時，ユダヤにいる者は山に逃げはじめなさい」。（マタイ 24:15，16）イエスはダニエル 11章31節を引用し，後に現われる「荒廃をもたらす嫌悪すべきもの」について，上記のように追随者たちに警告を与えました。北の王に関するこの預言が与えられたのは，その役割を担うシリア最後の王アンティオコス4世の死後およそ195年が経過したころでした。確かに，さらに別の支配者が北の王とならなければなりません。だれがそうなるのでしょうか。
5 エホバ神のみ使いはこのように予告します。「取り立て人を光輝ある王国に通り行かせる者が彼の地位[アンティオコス4世の地位]に立つことになる。だが，数日のうちにその者は砕かれる。それは怒りによるのでも，戦いによるのでもない」。（ダニエル 11:20）そのようにして「立つ」者となったのは，カエサル･アウグスツスとして知られるローマの初代皇帝オクタウィアヌスでした。―248ページの「一方は尊ばれ，他方は軽んじられる」をご覧ください。
6 アウグスツスの「光輝ある王国」には，「飾りの地」― ローマの属州ユダヤ ― が含まれていました。（ダニエル 11:16）西暦前2年，アウグスツスは登録つまり人口調査を命じることにより，「取り立て人」を遣わしました。それには，徴税と徴兵のため，人口を把握できるようにする目的があったのでしょう。この布告が出されたので，ヨセフとマリアは登録のためベツレヘムに旅をし，予告されていたその場所でイエスが誕生することになりました。（ミカ 5:2。マタイ 2:1-12）西暦14年8月，アウグスツスは「数日のうちに」，つまり登録の布告を出してから程なくして，76歳で死にました。それは，暗殺者の「怒りによる」のでも，「戦いによる」のでもなく，病気による死でした。北の王の実体は確かに変化していました。この時点で北の王になっていたのはローマ帝国，その皇帝たちでした。
『軽んじられた者が立つ』
7 み使いはなおも預言を続け，こう語ります。「軽んじられた者が彼の[アウグスツスの]地位に立つことになる。彼らはその王国の尊厳を決してその者に付そうとはしない。だが，心配なく過ごしている間に彼はまさに入って来て，滑らかさをもってその王国を手に入れる。また，洪水の腕について言えば，それは彼のゆえに押し流されて，砕かれる。契約の指導者もまたそのようにされる」― ダニエル 11:21，22。
8 「軽んじられた者」とは，アウグスツスの三番目の妻であったリウィアの子，ティベリウス･カエサルでした。（248ページの「一方は尊ばれ，他方は軽んじられる」をご覧ください。）アウグスツスは，性格上の難点があったこの継子を嫌い，その子が次のカエサルになることを望みませんでした。「王国の尊厳」は，後継者になりそうな人たちがすべて死んだ後に初めて，仕方なくこの息子に与えられました。アウグスツスは西暦4年にティベリウスを養子にし，王位継承者としました。アウグスツスの死後，54歳のティベリウス ― 軽んじられた者 ― が『立ち』，ローマ皇帝および北の王としての実権を握ります。
9 新ブリタニカ百科事典（英語）はこう述べています。「ティベリウスは元老院に対して策を弄し，[アウグスツスの死後]ほぼ1か月間は，元老院から皇帝と呼ばれることを許さなかった」。ティベリウスは元老院に対して，アウグスツス以外の何者もローマ帝国の支配という重責を担うことはできないと述べ，元老院議員たちに対して，そのような権威を一個人ではなく一つの集団にゆだねることにより，共和制を復活させるよう求めました。歴史家のウィル･デュラントは，「元老院はその言葉をあえて真に受けず，ティベリウスが最終的に権力の座を受け入れるまで，ティベリウスと挨拶を交わした」と書き，こう付け加えています。「双方とも芝居を演じきった。ティベリウスは元首制を望んでいた。さもなければ，それを回避する何らかの方法を考え出したことであろう。元老院は彼を恐れ，嫌っていたが，以前のような，理論上最高の権能を有する集会を基盤とする共和制の再確立には難色を示した」。このようにティベリウスは，「滑らかさをもってその王国を手に入れ」ました。
10 「洪水の腕について」，つまり周囲の諸王国の軍勢について，み使いは，「それは……押し流されて，砕かれる」と述べました。ティベリウスが北の王になった時，その甥に当たるカエサル･ゲルマニクスは，ライン川のローマ軍部隊の司令官でした。西暦15年，ゲルマニクスは軍を率いてゲルマンの英雄アルミニウスを攻め，ある程度の成功を収めました。しかしながら，この限られた勝利の犠牲は大きく，後にティベリウスはゲルマニアに対する作戦を中断し，代わりに内戦をあおることによって，ゲルマン諸族の統合を阻もうとしました。ティベリウスは概して自衛的な外交政策を好み，国境地帯の強化に重点を置きました。この方針はかなりの成功を収め，このようにして「洪水の腕」は制御され，「砕かれ」ました。
11 地のすべての家族を祝福するためにエホバ神がアブラハムと結んだ「契約の指導者」も「砕かれ」ました。その契約の中で約束されたアブラハムの胤は，イエス･キリストのことでした。（創世記 22:18。ガラテア 3:16）イエスは西暦33年ニサン14日，エルサレムのローマ総督の官邸内で，ポンテオ･ピラトの前に立ちました。ユダヤ人の祭司たちは，皇帝に対する反逆のかどでイエスを訴えていました。しかしイエスはピラトにこう述べています。「わたしの王国はこの世のものではありません。……わたしの王国はそのようなところからのものではありません」。ユダヤ人たちは，ローマ総督がこの無実のイエスを自由にしないようにと，「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに反対を唱えているのです」と叫びます。また，イエスの処刑を叫び求めてから，「わたしたちにはカエサルのほかに王はいません」とも言っています。ピラトは“威信の毀損”に関する法律 ― すでにティベリウスが適用範囲を広げ，カエサルに対する事実上すべての侮辱が含まれるようにしていた ― を根拠に，イエスが「砕かれる」，つまり苦しみの杭に付けられるように引き渡しました。―ヨハネ 18:36; 19:12-16。マルコ 15:14-20。
圧政者が「たくらみを巡らす」
12 み使いはティベリウスに関する預言をなおも続け，こう語ります。「彼らとの盟約のゆえに彼は欺きを続け，まさに上って来て，小さな国民によって強大な者となる」。（ダニエル 11:23）ローマ元老院のメンバーはティベリウスと法律上の『盟約を結び』，ティベリウスも形式上は元老院に依存していました。しかし，この皇帝は人を欺き，実際には「小さな国民によって強大な者」となりました。その小さな国民とは，ローマの城壁近くに宿営を張っていた，ローマの親衛隊のことです。この親衛隊がすぐそばにいることは元老院にとっては脅威でしたが，ティベリウスはそのおかげで，自分の権威に反逆する民衆のどんな動きも抑えることができました。ですから，ティベリウスは約1万人の親衛隊員によって，強大さを保ったのです。
13 み使いはさらに預言を続けます。「心配なく過ごしている間に，彼はまさにその管轄地域の肥えたところに入り，その父たちまた父の父たちも行なわなかった事を行なう。強奪物と分捕り物と貨財を彼らの間に散らす。そして，防備の施された所に対してたくらみを巡らすが，それはただしばしの間である」。（ダニエル 11:24）ティベリウスは極めて猜疑心が強く，その治世中には指令による殺人が相次ぎました。治世の後半に恐怖がみなぎったことの背後には，おもに，親衛隊の司令官セヤヌスの影響力がありました。結局はセヤヌス自身に嫌疑がかけられ，セヤヌスは処刑されます。民に対する圧政に関して言えば，ティベリウスは父祖たちを超えていました。
14 その一方でティベリウスは，「強奪物と分捕り物と貨財」をローマの各州に散らしました。同帝が没するころまでに，その支配下にあった諸民族はすべて繁栄を享受していました。租税は軽く，ティベリウスは，厳しい時を経験している地域の住民に対して寛大さを示すことができました。兵士や役人たちがだれかを虐げたり，物事の不正な扱いを助長したりすれば，皇帝からの仕返しに遭うことになりました。強大な集中的権力によって治安が維持され，改良の加えられた通信制度が商業を振興させました。ティベリウスは，ローマの内外で物事がきちんと公正かつ着実に施行されるようにしました。法律は改正され，アウグスツス･カエサルの開始した改革が推し進められたことによって，社会的･道徳的規範も強化されました。とはいえ，ティベリウスは，ローマの歴史家タキツスから，うわべを繕うことに長けた偽善者という人物評を与えられるほどに，「たくらみを巡ら（し）」ました。西暦37年3月に没した時点で，ティベリウスは圧政者とみなされていました。
15 ティベリウスの後継者で，北の王の役割を担った人としては，ガイウス･カエサル（カリグラ），クラウディウス1世，ネロ，ウェスパシアヌス，ティツス，ドミティアヌス，ネルウァ，トラヤヌス，ハドリアヌスなどがいます。新ブリタニカ百科事典はこう述べています。「アウグスツスの後継者たちは，その大部分がアウグスツスの政策ならびに建設事業を踏襲したが，以前に比して新味に乏しく，虚飾に彩られていた」。同事典はさらに，「ローマの威風と人口が頂点に達したのは，1世紀末から2世紀初頭にかけてであった」と指摘しています。この時期のローマでは，帝国の国境地帯で多少の紛争が見られたものの，ローマにとって，予告されていた南の王との最初の対立は，西暦3世紀まで生じませんでした。
南の王に対して奮起する
16 神のみ使いは預言を続けて，こう語ります。「彼[北の王]は大きな軍勢を率い，南の王に対して自分の力と心を奮い起こす。南の王もまた甚だ大きく強大な軍勢を率いてその戦いに奮い立つ。だが，彼[北の王]はこらえて立つことができない。彼に対するたくらみが巡らされるからである。そして，彼の美食を食していた者たちが彼の崩壊をもたらす。また，彼の軍勢についても，それは押し流され，多くの者が打ち殺されて必ず倒れる」― ダニエル 11:25，26。
17 オクタウィアヌスがエジプトをローマの属州としてから約300年後，北の王の役割を担っていたのは，ローマ皇帝アウレリアヌスでした。一方，南の王の地位を占めていたのは，ローマの植民地パルミラの女王セプティミア･ゼノビアです。 （252ページの「ゼノビア ― 戦士なるパルミラの女王」をご覧ください。）パルミラ軍はエジプトをローマにとって安全な場所にするという口実のもとに，西暦269年，エジプトを占拠します。ゼノビアは，パルミラを東の主要な都市とすることと，ローマの東方諸州を支配することとを望んでいました。アウレリアヌスはこの女王の野心に驚き，「自分の力と心」を奮い起こしてゼノビアに立ち向かいます。
18 南の王はゼノビアを頭とする支配的存在として，二人の将軍ザブダスとザバイの指揮する「甚だ大きく強大な軍勢を率いて」，北の王との戦闘に「奮い立（ち）」ました。ところがアウレリアヌスはエジプトを攻め取り，次いで小アジアとシリアへの遠征を開始します。ゼノビアはエメサ（現在のホムス）で敗北を喫し，パルミラに退却します。アウレリアヌスがパルミラ市を攻囲した際，ゼノビアは勇敢に同市の守備に当たりますが，成功には至りません。息子を連れ，ペルシャを目ざして逃亡したゼノビアでしたが，二人共ユーフラテス川であえなくローマ軍に捕らえられてしまいます。パルミラ人が自分たちの都市を明け渡したのは，西暦272年のことでした。アウレリアヌスはゼノビアの命は取らず，西暦274年，ローマを練り歩く凱旋行列の主要な見せ物としています。ゼノビアはローマの貴婦人として余生を送りました。
19 アウレリアヌス自身は，『自分に対するたくらみのゆえに，こらえて立つことができません』でした。西暦275年，ペルシャ人を討つための遠征に出かけたアウレリアヌスは，トラキアで，小アジアに進むべく海峡を渡る機会をうかがっていました。その時，『彼の食物を食した』者たちがたくらみを実行に移し，アウレリアヌスの「崩壊」をもたらしたのです。アウレリアヌスは，不正行為の責任を取らせるため，秘書のエロスを呼び寄せることになっていました。ところが，エロスは死に処すべきある将校たちの名簿を捏造しており，将校たちはこの名簿を見るや，アウレリアヌス暗殺をたくらみ，それを実行に移しました。
20 北の王の歴史は，アウレリアヌス帝の死をもって終わったのではありません。ローマの他の支配者たちがその後に続きます。西の皇帝と東の皇帝が並立した時期もしばらくありました。そうした人たちのもとで，北の王の「軍勢」は「押し流され」，つまり「散らされ」， 多くの者が，北方のゲルマン諸族の侵入により，『打ち殺されて倒れ』ました。西暦4世紀にはゴート族がローマ国境を突破します。侵入は跡を絶ちませんでした。西暦476年，ゲルマン民族の指導者オドアケルが，ローマから支配した最後の皇帝を退位させます。西ローマ帝国は西暦6世紀の初めまでに壊滅し，ブリタニア，ガリア，イタリア，北アフリカ，イスパニアなどを，ゲルマンの王たちが支配しました。東ローマ帝国は15世紀に入っても存続します。
大きな帝国が分割される
21 エホバのみ使いは，ローマ帝国の何世紀にも及ぶ崩壊の過程については不必要な詳細を述べることなく，北の王と南の王がさらに行なう目覚ましい事柄について予告します。しかし，ローマ帝国における事態の進展を手短に復習することは，後代の互いに敵対する二人の王の実体を見分ける助けになります。
22 4世紀にローマ皇帝コンスタンティヌスが，国家として，背教したキリスト教を公認します。この皇帝は西暦325年，小アジアのニカイア教会会議を召集し，自らその会議を主催することまでしています。コンスタンティヌスは後に王宮をローマからビザンティウムつまりコンスタンティノープルに移し，そこを新たな首都としました。ローマ帝国は，皇帝テオドシウス1世が没した西暦395年1月17日まで，単独の皇帝の支配のもとで存続しました。
23 テオドシウスの死後，ローマ帝国はその二人の息子の間で分割されました。ホノリウスが西側を取り，アルカディウスは東側を取ってコンスタンティノープルを首都としました。ブリタニア，ガリア，イタリア，イスパニア，北アフリカなどは西側の区分，マケドニア，トラキア，小アジア，シリア，エジプトは東側の区分に属する諸州でした。西暦642年にエジプトの首都アレクサンドリアがサラセン人（アラブ人）の手に落ちると，エジプトはカリフの属領となります。東の最後の皇帝となったのは，1449年1月に即位したコンスタンティヌス11世でした。1453年5月29日，スルタンのメフメト2世率いるオスマントルコがコンスタンティノープルを攻め取り，東ローマ帝国に終わりをもたらします。エジプトは1517年にトルコの属領となりました。ところが，古代には南の王に属していたこの地も，やがて西側の別の帝国の支配下に入ることになっていました。
24 ローマ帝国内の西側の陣営では，ローマのカトリック司教が台頭しました。注目に値するのは，西暦5世紀に教皇の権威を主張したことで知られる教皇レオ1世です。程なくして教皇は，西側の皇帝を戴冠させるという挙に出ました。西暦800年のクリスマスの日にローマでそれが行なわれ，教皇レオ3世がフランク王カール（シャルルマーニュ）を戴冠させ，新しい西ローマ帝国の皇帝としています。この戴冠はローマにおける皇帝の立場を復活させました。また，一部の歴史家たちによれば，これは神聖ローマ帝国の始まりをしるしづける出来事でした。以来，それぞれキリスト教を標榜する東ローマ帝国と，西の神聖ローマ帝国が併存するようになります。
25 時の経過と共に，シャルルマーニュの後継者たちは無力な支配者であることが明らかになりました。一時期は皇帝の座が空位となっていたこともあります。一方，ゲルマン（ドイツ）の王オットー1世は，北および中央イタリアの大半を掌握し，イタリア王を自称していました。そこで，教皇ヨハネス12世は西暦962年2月2日，オットー1世に神聖ローマ帝国の帝位を授けました。その首都はドイツにあり，同帝国の皇帝たちはその臣民の大部分と同じドイツ人でした。それから5世紀が経過し，オーストリアのハプスブルク家が“皇帝”の称号を獲得し，神聖ローマ帝国の存続期間中はほとんど，その称号を保持しました。
再び明確な姿を現わした二人の王
26 神聖ローマ帝国に致命的な打撃を加えたのはナポレオン1世でした。ナポレオン1世は1805年にドイツで勝利を収めた後，同帝国の存在を認めようとしなかったのです。皇帝フランツ2世は帝位を守ることができず，1806年8月6日にローマ皇帝の立場を退き，オーストリアの皇帝として自国の政府に戻ります。ローマ･カトリックの教皇レオ3世と，フランク族の王シャルルマーニュが建設した神聖ローマ帝国は，1,006年を経て終わりを告げました。1870年には，ローマが，バチカンから独立したイタリア王国の首都となり，その翌年，カエサルもしくはカイゼルと称されたウィルヘルム1世をもって，ドイツ人の帝国が発足します。現代の北の王 ― ドイツ ― が，このようにして世界の舞台に登場しました。
27 では，現代の南の王とはだれのことでしょうか。歴史が示すとおり，英国が帝国としての実権を握ったのは17世紀のことでした。ナポレオン1世は英国の通商路を断とうとして，1798年にエジプトを征服しました。その後に戦争が起き，英国とオスマントルコの連合軍は，この抗争の始まりにおける南の王エジプトから，フランス軍を強制撤退させました。それに続く世紀の間，エジプトにおける英国の影響力は増大し，1882年以降のエジプトは，実際には英国の属領でした。第一次世界大戦が勃発した1914年，エジプトはトルコの領地となっており，ヘディーウつまりエジプト副王によって支配されていました。しかし，同大戦でトルコがドイツの側に付いた後，英国はヘディーウを罷免して，エジプトを英国の保護領と宣言します。英国とアメリカ合衆国は徐々に親密な関係を築き上げ，英米世界強国となりました。この両者が一つになって，南の王の地位を占めるようになったのです。
[脚注]
「北の王」および「南の王」という言い方はいずれも称号であるため，王，女王，国家陣営など，どんな支配的存在をも指すことができます。
ものみの塔聖書冊子協会発行，「新世界訳聖書 ― 参照資料付き」のダニエル 11章26節の脚注をご覧ください。
どのような理解が得られましたか
● 北の王として最初に立ち上がったのは，どのローマ皇帝ですか。その皇帝が「取り立て人」を遣わしたのはいつですか
● アウグスツスの後，だれが北の王の地位に就きましたか。どのように『契約の指導者は砕かれ』ましたか
● 北の王アウレリアヌスと南の王ゼノビアとの抗争は，どんな結末を迎えましたか
● ローマ帝国はどうなりましたか。19世紀末の時点で，これら二人の王の地位を占めていたのは，どの強国ですか
[研究用の質問]
 1，2 （イ）どんなことがあって，アンティオコス4世はローマの要求に屈しましたか。（ロ）シリアがローマの属州になったのはいつですか。
 3 いつ，またどのように，ローマはエジプトに対して優位に立ちましたか。
 4 別の支配者が北の王となることを予想すべきなのはなぜですか。
 5 アンティオコス4世がかつて占めていた地位に就き，北の王として立ったのはだれですか。
 6 （イ）「取り立て人」が「光輝ある王国」に通り行かされたのはいつですか。このことで重要なのはどんな点ですか。（ロ）アウグスツスが「怒りによるのでも，戦いによるのでも（なく）」死んだと言えるのはなぜですか。（ハ）北の王の実体に，どんな変化が生じましたか。
 7，8 （イ）北の王としてアウグスツスの地位に立ったのはだれですか。（ロ）アウグスツス･カエサルの後継者に，仕方なく「王国の尊厳」が与えられたのはなぜですか。
 9 ティベリウスはどのように「滑らかさをもってその王国を手に入れ」ましたか。
10 どのように『洪水の腕は砕かれ』ましたか。
11 どのように『契約の指導者は砕かれ』ましたか。
12 （イ）ティベリウスはだれと盟約を結びましたか。（ロ）ティベリウスはどのようにして，「小さな国民によって強大な者とな（り）」ましたか。
13 ティベリウスはどんな点で父祖たちを超えていましたか。
14 （イ）ティベリウスは，どのように，「強奪物と分捕り物と貨財」をローマの各州に散らしましたか。（ロ）ティベリウスは没した時点で，どのようにみなされていましたか。
15 1世紀末から2世紀初頭にかけて，ローマはどんな状況にありましたか。
16，17 （イ）ダニエル 11章25節で言及されている北の王の役割を担ったのはだれですか。（ロ）だれが南の王としての地位を占めるようになりましたか。それにはどのようないきさつがありましたか。
18 北の王のアウレリアヌス帝と，南の王の女王ゼノビアとの抗争は，どんな結末を迎えましたか。
19 アウレリアヌスはどのようないきさつを経て，『自分に対するたくらみのゆえに』倒れましたか。
20 北の王の「軍勢」はどのように「押し流され」ましたか。
21，22 コンスタンティヌスは西暦4世紀にどんな変化をもたらしましたか。
23 （イ）テオドシウスの死後，ローマ帝国はどのように分割されましたか。（ロ）東ローマ帝国が終わりを迎えたのはいつですか。（ハ）1517年の時点でだれがエジプトを支配していましたか。
24，25 （イ）ある歴史家たちによれば，神聖ローマ帝国の始まりをしるしづけたのは何ですか。（ロ）神聖ローマ帝国の“皇帝”という称号は結局どうなりましたか。
26 （イ）神聖ローマ帝国の終わりについて，どんなことが言えますか。（ロ）北の王として，だれが登場しましたか。
27 （イ）エジプトはどのような経過をたどって，英国の保護領となりましたか。（ロ）だれが南の王の地位を占めるようになりましたか。
[248-251ページの囲み記事/図版]
一方は尊ばれ，他方は軽んじられる
  一方は，紛争に明け暮れた共和国を世界帝国へと変身させ，他方は23年間にその国の富を20倍に殖やしました。死んだ時に一方は尊ばれましたが，もう一方は軽んじられました。イエスが生活し，宣教を行なったのは，これら二人のローマ皇帝の治世中のことでした。それらの皇帝とはだれですか。一方は尊ばれたのに，他方がそうでなかったのはなぜですか。
「ローマは煉瓦の都市だったが，自分はそこに大理石の都市を残した」
  西暦前44年，ユリウス･カエサルが暗殺された時，その妹の孫に当たるガイウス･オクタウィアヌスは弱冠18歳でした。ユリウス･カエサルの養子で，その主要な後継人であった青年オクタウィアヌスは，自分の相続権を主張すべく，直ちにローマへ旅立ちます。ローマで出くわした手ごわい相手 ― それは，カエサルの副司令で，第一の後継者と目されていたマルクス･アントニウスでした。その後の政略と権力闘争は13年に及びます。
  オクタウィアヌスがローマ帝国の押しも押されもせぬ支配者となったのは，エジプトの女王クレオパトラとその愛人マルクス･アントニウスの連合軍を破って（西暦前31年）からでした。その明くる年，アントニウスとクレオパトラが自害して果て，オクタウィアヌスはエジプトを併合します。このようにしてギリシャ帝国の名残をとどめる最後のものも除き去られ，ローマが世界強国になりました。
  オクタウィアヌスは，ユリウス･カエサルの暗殺された原因が独裁権力の行使にあったことを忘れず，その轍を踏まないよう注意を払いました。共和制を好むローマの感情を害さないようにするため，君主制の実質を共和制の外観で装いました。また，「王」や「独裁者」という称号を退けただけでなく，さらに進んで，すべての属州に対する管理をローマ元老院にゆだねるつもりであることを公表し，自分の役職を辞する意図を明らかにしました。この戦術は功を奏し，元老院は感謝して，オクタウィアヌスがその地位を保ち，属州の一部を管理し続けるよう強く要請しました。
  さらに，西暦前27年1月16日，元老院はオクタウィアヌスに，「高められた者，神聖な者」を意味する「アウグスツス」（Augustus）の称号を授与しました。オクタウィアヌスはその称号を受け入れただけでなく，ある月の名称を自分にちなんだものに改めました。さらに，2月から一日を取って，8月（August）が，ユリウス（Julius）･カエサルにちなんだ名を持つ7月（July）と同じ日数を持つようにしました。このようにしてオクタウィアヌスはローマの初代皇帝となり，その後はカエサル･アウグスツスもしくは「尊厳者」として知られるようになりました。後に「ポンティフェクス･マクシムス」（大神官）とも称するようになり，西暦前2年，つまりイエスが誕生した年には，元老院から「国父」を意味するパテル･パトリアエという称号を与えられました。
  同年，「人の住む全地に登録を命ずる布告がカエサル･アウグスツスから」出ました。それで，「すべての人が登録をするため，それぞれ自分の都市に旅立（ち）」ました。（ルカ 2:1-3）この布告の結果，イエスは聖書預言の成就として，ベツレヘムで生まれました。―ダニエル 11:20。ミカ 5:2。
  アウグスツスの治政の特色は，ある程度の正直さと安定した通貨でした。さらにアウグスツスは効率的な郵便制度を設け，道路や橋も造っています。軍隊を再編し，常設海軍を置き，親衛隊として知られる，皇帝警護の精鋭部隊を設立しました。（フィリピ 1:13）アウグスツスの庇護のもとで，ウェルギリウスやホラティウスといった文筆家が活躍し，建築家たちは，今でいう古典的なスタイルで美しい作品を造り上げました。アウグスツスは，ユリウス･カエサルが完成を思い見て果たせなかった建物を仕上げ，数多くの神殿を修復しています。同帝が言い出したパックス･ロマーナ（「ローマの平和」）は200年以上持続しました。西暦14年8月19日，アウグスツスは76歳で没し，その後は神格化されました。
  「ローマは煉瓦の都市だったが，自分はそこに大理石の都市を残した」と自賛したのは，アウグスツスです。ローマが，紛争に明け暮れた以前の共和制に戻ることを望まなかったアウグスツスは，次の皇帝の育成を志しました。ところが，後継者に関しては選択の余地がほとんどなく，甥が一人，孫が二人，婿が一人，義理の息子が一人死亡していたため，後継ぎとして残されていたのは，継子のティベリウスだけでした。
「軽んじられた者」
  アウグスツスの死後1か月もたたないうちに，ローマ元老院は54歳のティベリウスを皇帝に指名しました。ティベリウスは西暦37年3月まで生きて支配したので，イエスの公の宣教期間中にローマ皇帝として君臨したのはティベリウスでした。
  皇帝としてのティベリウスには，美徳と悪徳の両面がありました。美徳の一つは，贅沢なものにお金を使いたがらなかったことです。結果的に帝国は繁栄し，皇帝のもとには，災害時や困難な時期に復興を援助する基金がありました。評価できる点として，ティベリウスは自分を単なる人間とみなし，多くの名誉称号を退け，皇帝崇拝を自分自身ではなく，概してアウグスツスに向けさせました。アウグスツスやユリウス･カエサルが自分のために行なったような，カレンダー上の一つの月に自分にちなんだ名前を付けることもなく，他の人たちがそのようにして皇帝を尊ぶことも許しませんでした。
  しかし，ティベリウスの場合，目立っていたのは美徳よりも悪徳のほうでした。人の扱い方には非常に猜疑心の強い偽善的な面があり，その治世には，指令に基づく殺人が非常に多く行なわれました。殺された人たちの中には，ティベリウスの以前の友人が数多く含まれていました。同帝は不敬罪＜レズ･マエスト＞（威信の毀損）に関する法律の適用範囲を広げ，扇動行為に加えて，ティベリウス自身に対する誹謗にすぎないものもそこに含まれるようにしました。多分ユダヤ人はこの法律を根拠にして，ローマ総督ポンテオ･ピラトに圧力をかけ，イエスを殺させたのでしょう。―ヨハネ 19:12-16。
  ティベリウスは，防備を固めた兵舎を市の城壁の北に建てることにより，親衛隊をローマの近辺に集中させました。親衛隊の存在は，皇帝の力を脅かしていたローマ元老院を威圧し，民衆のいかなる無法な動きも抑え込みました。さらにティベリウスが密告の制度を奨励したため，同帝による支配の後期には恐怖が広がりました。
  ティベリウスは死んだ時，圧政者とみなされていました。その死をローマ人は歓び，元老院はティベリウスの神格化を拒みました。このような理由により，「軽んじられた者」が「北の王」として立ち上がると述べる預言は，ティベリウスに成就したことが分かります。―ダニエル 11:15，21。
どのような理解が得られましたか
● オクタウィアヌスがローマの初代皇帝になったいきさつは，どのようなものですか
● アウグスツスによる治政が成し遂げたことについては，何と言えますか
● ティベリウスには，どのような美徳と悪徳がありましたか
● 「軽んじられた者」に関する預言は，どのようにティベリウスに成就しましたか
[図版]
ティベリウス
[252-255ページの囲み記事/図版]
ゼノビア ― 戦士なるパルミラの女王
  「その肌は浅黒かった。……その歯は真珠のように白く，その大きな黒い瞳は，ただならぬ輝きを放っていたが，人を魅了する美しさがそれを和らげていた。その声はよく通り，耳に快かった。男性的なその理解力は，勉学によって強化され，より魅力あるものとなっていた。ラテン語に疎かったわけではないが，ギリシャ語，シリア語，エジプト語は等しく堪能の域に達していた」。歴史家エドワード･ギボンはそのように述べて，シリアの都市パルミラの戦士なる女王ゼノビアを称賛しました。
  ゼノビアの夫はパルミラの貴族でオダエナトゥスといい，ローマ帝国のために行なったペルシャ遠征を首尾よく果たしたことから，西暦258年にローマの執政官＜コンスル＞の地位を与えられました。その2年後，オダエナトゥスはローマ皇帝ガリエヌスから，コレクトール トーティウス オリエンティス（東方の行政総監督官）の称号を授与されます。ペルシャの王シャープール1世制圧の功績を認められたのです。やがてオダエナトゥスは「王の王」と名乗るようになります。オダエナトゥスのそうした一連の成功は，かなりの程度，ゼノビアの勇気と慎重さに依存していたと言えるかもしれません。
ゼノビアは帝国の建設を志す
  オダエナトゥスは人生の最盛期にあった西暦267年，後継ぎと共に暗殺されます。ゼノビアは自分の息子の年齢が低すぎたので，自ら夫の地位を継承しました。美しく，覇気があり，為政者としての手腕に恵まれ，夫と共に遠征することに慣れており，数か国語を流ちょうに話せたゼノビアは，首尾よく臣民からの敬意と支持を集めます。ゼノビアは学問を愛し，識者たちを周りに侍らせました。ゼノビアの相談役の一人に，「生きた図書館，歩く博物館」と言われた哲学者で修辞学者のカッシウス･ロンギヌスがいます。「パルミラとその帝国 ― ローマに対するゼノビアの反乱」（英語）という本の中で，著者のリチャード･ストーンマンは次のように述べています。「オダエナトゥスの死後5年間で……ゼノビアは，民の心の中に東方の女王としての地歩を固めた」。
  ゼノビアの領土の一方の側には，夫と二人で弱体化させたペルシャが，もう一方の側には，崩壊しかかったローマがありました。当時のローマ帝国の状況について，歴史家J･M･ロバーツは，こう述べています。「3世紀，……ローマは東西の辺境で多難な時期を迎えた。その一方で，ローマ国内では内戦と継承争いの新たな時代が始まっていた。22人の皇帝（詐称者は除く）が現われては去っていった」。一方，シリアの女王のほうは，自国で専制君主としての確固たる地位を占めていました。「二つの帝国[ペルシャとローマ]の均衡を図りながら，ゼノビアは，その両方を支配する第3の帝国の建設を志すことができた」と，ストーンマンは言っています。
  西暦269年，王権を拡張する機会がゼノビアに開かれました。ローマの支配権に抵抗する詐称者がエジプトに現われたのです。ゼノビアの軍隊はすばやくエジプトに進軍して反乱を制圧し，エジプトを占領しました。ゼノビアは自らをエジプトの女王と宣言し，自分の名を刻んだ硬貨を鋳造しました。その王国は今やナイル川からユーフラテス川にまで広がりました。ゼノビアは生涯のこの時点で，「南の王」の地位を占めるようになりました。―ダニエル 11:25，26。
ゼノビアの首都
  ゼノビアが首都パルミラを強固にし，美しく飾ったので，そこはローマ世界における大都市の一つに数えられるまでになりました。人口は15万人を上回ったと推定されています。周囲21㌔と言われる壁に囲まれた都市パルミラは，豪華な公共建造物，神殿，庭園，柱，記念碑などで埋め尽くされました。大通りには柱廊があり，高さ15㍍余りのコリント式円柱，約1,500本が立ち並びました。都市の至るところに，英雄や裕福な篤志家たちの像とか胸像が立っていました。西暦271年にゼノビアは，自分と亡夫をかたどった一対の彫像を建てました。
  太陽神殿はパルミラにおけるひときわ立派な建造物の一つで，同市の宗教界の中心的存在だったに違いありません。ゼノビア自身も太陽神とゆかりのある神を崇拝していたのかもしれません。しかし，3世紀のシリアは多くの宗教のひしめく国でした。ゼノビアの領土には，クリスチャンと公言する人，ユダヤ人，太陽や月の崇拝者などがいました。ゼノビアはこれら多種多様な崇拝に対して，どのような態度を取ったでしょうか。著述家のストーンマンは，「賢い支配者は，民にふさわしいと思えるどんな習慣も軽視しない。……すでに神々はパルミラの側に結集していると……期待されていたのである」と述べています。ゼノビアは宗教的には寛容だったようです。
  ゼノビアはその華やかな個性により，多くの人から称賛を得ました。最も重要なのは，ダニエルの預言の中で予告されていた政治的存在としての役割を担うということでした。とはいえ，その治世は5年しか続きませんでした。ローマ皇帝アウレリアヌスは西暦272年にゼノビアを破ると，すぐさまパルミラを略取し，再起不能な状況に陥れました。ゼノビアは寛大な扱いを受けました。ローマの元老院議員と結婚し，世間とは交渉を持たずに余生を送ったと言われています。
どのような理解が得られましたか
● ゼノビアの性格はどのように描かれてきましたか
● ゼノビアは，どのような目覚ましい事柄を成し遂げましたか
● ゼノビアは宗教に対してどんな態度を取りましたか
[図版]
兵士に向かって話す女王ゼノビア
[246ページの図表/図版]
ダニエル 11章20-26節に出てくる王たち
                      北の王            南の王
ダニエル 11:20        アウグスツス
ダニエル 11:21-24     ティベリウス
ダニエル 11:25，26    アウレリアヌス    女王ゼノビア
予告された            ゲルマン民族の    英国と，
ローマ帝国の          帝国              その後の
崩壊によって                            英米世界強国
形成されたもの
[写真]
ティベリウス
[写真]
アウレリアヌス
[写真]
シャルルマーニュの小彫像
[写真]
アウグスツス
[図版]
17世紀の英国の軍艦
[230ページ，全面図版]
[233ページの写真]
アウグスツス
[234ページの写真]
ティベリウス
[235ページの図版]
アウグスツスの布告により，ヨセフとマリアはベツレヘムへ旅をした
[237ページの図版]
予告どおり，イエスは「砕かれ（て）」死んだ
[245ページの図版]
1. シャルルマーニュ  2. ナポレオン1世  3. ウィルヘルム1世  4. ドイツの兵士たち，第一次世界大戦









^ （ダニ 11:25-45） 彼は力と勇気を奮い起こし，大きな軍隊で南の王を攻めます。南の王も戦いに備え，非常に強大な軍隊で応戦します。人々が陰謀を企てるため，彼*は立ち続けることができません。 26 彼の美食を食べていた者たちが彼を倒れさせます。 彼の軍隊は押し流され，大勢が殺されて倒れます。 27 この2人の王は心の中で悪事をたくらみ，1つの食卓に着いてうそを言い合います。しかし，何事も成功しません。定められた時に終わりが来るからです。 28 彼*は大量の品々を携えて自分の国に戻り，心は聖なる契約に逆らいます。彼は行動を取り，自分の国に戻ります。 29 定められた時に彼は再び南を攻めますが，以前のようにはいきません。 30 キッテムの船に攻められて，打ち負かされるからです。 彼は戻っていって聖なる契約に糾弾*を浴びせ，行動を取ります。戻っていって，聖なる契約を破る者たちに注意を向けます。 31 彼から出る軍勢*が立ち上がり，聖なる所，要塞を汚し，日ごとの*犠牲を除き去ります。 彼らは荒廃をもたらす極めて不快なものを据えます。 32 悪を行って契約を破る者たちを，彼は言葉で欺いて*背教へと導きます。しかし，自分たちの神を知っている民は持ちこたえ，行動を取ります。 33 洞察力がある人たちは，大勢に物事を理解させます。彼らはしばらくの間，剣や炎，拘禁や強奪によって倒れることになります。 34 倒れている時，彼らは多少の助けを得ます。人を言葉で欺いて*彼らに加わる者が多くいます。 35 洞察力がある人たちの幾人かが倒れ，その人たちのゆえに終わりの時まで，精錬し，清め，白くすることが行われます。その定められた時はこれから来ます。 36 その王*は思うままに行動し，高慢になり，自分はあらゆる神より上だと考え，神の中の神に向かって厚かましいことを語ります。そして，糾弾の時が終わるまで成功を収めます。決められた事柄は必ず起きるからです。 37 彼は自分の父祖たちの神を無視し，女たちの願いも他のあらゆる神々も無視して，自分は全ての者より上だと考えます。 38 ただし，要塞の神をたたえます。父祖たちが知らなかった神を，金や銀や宝石や他の貴重な物によってたたえます。 39 なじみのない神と共に*，強固に防備されたとりでに対して行動を取ります。自分を認めてくれる*者たちに大きな栄誉を与え，大勢を支配させます。また，代価と引き換えに土地を配分します。 40 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。 41 『美しい地*』にも入り，多くの国が倒れることになります。しかし，エドム，モアブ，またアンモン人の主な人たちは彼の手から逃れます。 42 彼は国々に向かってしきりに手を伸ばし，エジプトは逃れることができません。 43 彼は隠された金銀の宝を支配し，エジプトの貴重な物全てを支配します。リビア人とエチオピア人は彼に従います。 44 しかし，彼は東*と北からの知らせに動揺し，激怒して出陣します。破壊し，多くの者を滅ぼし尽くすためです。 45 彼は自分の壮麗な*天幕を，大きな海と『美しい地*』の聖なる山との間に張ります。そして，ついに終わりを迎えます。彼を助ける者は誰もいません。

北の王のことと思われる。
北の王のことと思われる。
または，「怒り」。
直訳，「腕」。
または，「絶え間ない」。
または，「おだてて」，「唆して」。
または，「おだてて」，「唆して」。
北の王のことと思われる。
または，「の助けを得て」。
もしかすると，「自分が認める」。
または，「角を突き合わせ」。
または，「飾りの地」。
または，「日が昇る方」。
または，「宮殿のような」。
または，「飾りの地」。








^ 13節 （エゼ 38:10-23） 主権者である主エホバはこう言う。『その日，あなたの心にさまざまな考えが入り，あなたは邪悪な計画を立てる。 11 そしてこう言う。「私は，無防備な居住地*ばかりの土地に攻め込む。騒ぎもなく安らかに暮らしている人々を攻める。彼らは皆，城壁やかんぬきや門に守られていない居住地に住んでいる」。 12 あなたは多くの戦利品や略奪品を手に入れようとし，かつて廃虚だったものの人が住むようになった場所と，国々から再び集められた人々を攻撃する。その人々は財産を蓄えており，世界の中心に住んでいる。 13 シェバとデダン，タルシシュの商人と全ての戦士*は，あなたに言う。「あなたは多くの戦利品や略奪品を手に入れるために攻め込むのか。軍隊を集めたのは，銀や金を運び去り，財産を奪い，非常に多くの戦利品を手に入れるためか」』。 14 それで，人の子よ，ゴグに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民イスラエルが安らかに暮らしている日に，あなたはそのことを気に留めないのだろうか。 15 あなたは自分の場所から，北の果てから，多くの民と共にやって来る。彼らは皆が馬に乗り，大勢いて，大軍を成している。 16 あなたは土地を覆う雲のように，私の民イスラエルを攻める。私は最後の日々に，私の土地をあなたに攻めさせる。それは，ゴグよ，私がさまざまな国の民の目の前で，あなたを通して自分を神聖なものとする時，それらの民が私を知るようになるためである」』。 17 主権者である主エホバはこう言う。『私は過去に，私に仕えるイスラエルの預言者たちを通して，ある者について語った。あなたこそ，その者ではないか。預言者たちは長年の間，あなたが攻めてくることを預言していた』。 18 主権者である主エホバはこう宣言する。『その日，ゴグがイスラエルに攻め込む日に，私の非常に激しい怒りが燃え上がる。 19 私は熱意と，燃え盛る激怒のうちに話す。その日，イスラエルに大きな地震が起こる。 20 私のゆえに，海の魚，空を飛ぶ鳥，野獣，地面をはう全ての爬虫類，地上の全ての人間は震え，山は崩れ，崖は崩落し，全ての城壁は地面に倒れる』。 21 主権者である主エホバはこう宣言する。『私は，私の全ての山の上で剣に呼び掛け，ゴグを攻めさせる。全ての人の剣は自分の兄弟に向けられる。 22 私は疫病と流血をもってゴグに刑を執行する。そして，激しい雨とひょうと火と硫黄を，ゴグとその兵の上に，また共にいる多くの民の上に降らせる。 23 私は必ず自分があがめられるようにし，自分を神聖なものとし，多くの国の人々の目の前で自分について知らせる。彼らは私がエホバであることを知らなければならなくなる』。

または，「囲いのない田舎の村」。
または，「若くて強いライオン」。





^ ***喜歌 95番 光は明るさを増す***
95番
光は明るさを増す
（格言 4:18）
1. はるか昔 預言者は救いを待ち望み
聖なる力は示す 解放の道筋
時が来てメシア治め
そろう その証拠
この希望 深い知識 天使たちも願う
（※ 繰り返し）
真上に昇る日が真の道照らす
見失いはしない 神 導く道
2. イエスは奴隷を通し 深い真理 明かす
適切な時を選び 心に響かせる
時が来て輝き増し
強まる確信
この期待 深い感謝 神に抱き歩む
（※ 繰り返し）
真上に昇る日が真の道照らす
見失いはしない 神 導く道
（ロマ 8:22; コリ一 2:10; ペテ一 1:12も参照。）



^ ***喜歌 149番 勝利の歌***
149番
勝利の歌
（出エジプト 15:1）
1. さあ歌おう 声を上げエホバに
敵を海に沈めた方に
たたえよう 全能のエホバを
勝利を得た偉大な神を
（※ 繰り返し）
真の神エホバはいつの日も変わらない
敵は皆滅び去る その時は近い
2. 今 神に敵する国々が
その強さを誇るとしても
迫りくるハルマゲドンの日に彼らは知る
エホバが神と
（※ 繰り返し）
真の神エホバはいつの日も変わらない
敵は皆滅び去る その時は近い
（詩 2:2，9; 92:8; マラ 3:6; 啓 16:16も参照。）



^ ***塔12 6/15 7–11ページ エホバは「秘密を明らかにされる方」*** >>
エホバは「秘密を明らかにされる方」
「まことにあなた方の神は神々の神，王たちの主，秘密を明らかにされる方だ」。―ダニ 2:47。
どのように答えますか
エホバはわたしたちに，将来に関するどんな詳細な点を啓示しておられますか
野獣の1番目から6番目までの頭は，それぞれどの国を表わしていますか
野獣と，ネブカドネザルが見た像には，どんな関係がありますか
神の王国が人間による支配を終わらせる時に地を支配しているのは，どの政府でしょうか。わたしたちはその答えを知っています。「秘密を明らかにされる方」エホバ神が啓示しておられるからです。エホバは，その政府の実体を，預言者ダニエルと使徒ヨハネによる書物を通して識別できるようにしてくださっています。
2 エホバはダニエルとヨハネに，一連の獣に関する幾つかの幻を啓示されました。またダニエルには，途方もなく大きな金属の像に関する夢の中の幻が何を意味するかを明らかにされました。エホバはそうした情報をわたしたちのため，聖書に記録させ，保存させました。（ロマ 15:4）それは，神の王国が間もなく人間の政府すべてを打ち砕くという希望を強めるためです。―ダニ 2:44。
3 ダニエルとヨハネの記述を考え合わせると，8人の王，つまり人間による八つの支配が特定できるだけでなく，登場する順番も分かってきます。しかし，それらの王に関する預言を正確に理解するには，聖書に記された最初の預言の意味を知らなければなりません。なぜなら，その成就が，聖書全体を貫くテーマだからです。それは，一つ一つの預言をつなぎとめる糸のようなものです。
蛇の胤と野獣
4 エデンでの反逆のすぐ後，エホバは「女」が「胤」を生み出すことを約束されました。 （創世記 3:15を読む。）この胤は最終的に蛇つまりサタンの頭を砕きます。またエホバは，胤がアブラハムを通して来ること，そしてイスラエル国民に属し，ユダの部族の一人となること，さらにはダビデ王の子孫となることも啓示されました。（創 22:15-18; 49:10。詩 89:3，4。ルカ 1:30-33）女の胤の主要な部分となったのが，キリスト･イエスです。（ガラ 3:16）胤の副次的な部分は，クリスチャン会衆の，霊によって油そそがれた成員によって構成されます。（ガラ 3:26-29）イエスとそれら油そそがれた者たちは一つに結ばれ，神がサタンを砕く手段である神の王国を形成します。―ルカ 12:32。ロマ 16:20。
5 エデンで語られた最初の預言は，サタンが「胤」を生み出すことも述べています。そのサタンの胤は，女の胤に対する敵意つまり憎しみを表わします。では，蛇の胤となるのはどんな者たちでしょうか。サタンのように神への憎しみを抱き，神の民に反対する者たちすべてです。サタンは歴史を通じて，自分の胤を組織し，多くの王国つまり政府を作り上げてきました。（ルカ 4:5，6）しかし，神の民に，つまりイスラエル国民や油そそがれたクリスチャンの会衆に大きな影響を及ぼしてきた人間の王国は，比較的わずかです。なぜこれが重要なのでしょうか。ダニエルとヨハネの幻に強力な政府が全部で八つしか出てこない理由は，そこにあるからです。
6 西暦1世紀の終わりごろ，復活したイエスは使徒ヨハネに一連の驚くべき幻を与えました。（啓 1:1）ある幻の中でヨハネは，龍として表わされている悪魔が広大な海の岸辺に立っているのを見ました。（啓示 13:1，2を読む。）ヨハネはまた，奇妙な野獣が海から上り，悪魔から大きな権威を与えられるのを見ます。後にみ使いはヨハネに，緋色の野獣 ― 啓示 13章1節の野獣の像 ― の七つの頭が「七人の王」つまり七つの政府を表わすことを示します。（啓 13:14，15; 17:3，9，10）ヨハネがこれを書いた時点で，それらの王のうち5人はすでに倒れ，一人は力を行使しており，もう一人は「まだ到来していない」という状況にありました。それらの王国つまり世界強国はそれぞれ，どの国を表わしているのでしょうか。ではこれから，「啓示」の書に描かれている野獣の頭の一つ一つについて考えましょう。また，ダニエルの書物から，どのようにそれらの王国についてさらに深い洞察が得られるかを調べましょう。ダニエルが言及した王国の中には，ダニエルの時代のずっと後に興った国もあるのです。
1番目の頭エジプト，2番目の頭アッシリア
7 野獣の1番目の頭はエジプトを表わします。なぜでしょうか。エジプトは神の民に敵意を示した最初の世界強国だからです。約束の女の胤はアブラハムを通して来ることになっており，アブラハムの子孫はエジプトで多くなりました。そのため，エジプトはイスラエルを虐げます。サタンは，胤が到来する前に神の民を拭い去ろうと企て，イスラエル人の男の子を皆殺しにするようファラオを扇動します。しかしエホバはその企てを阻止し，ご自分の民をエジプトでの奴隷状態から解放されます。（出 1:15-20; 14:13）その後，イスラエル人を約束の地に定住させます。
8 野獣の2番目の頭はアッシリアを表わします。この強大な王国も，神の民を拭い去ろうと企てます。確かにアッシリアは，エホバが十部族王国をその偶像礼拝と反逆のゆえに処罰するためにお用いになった国です。しかしアッシリアはその後，エルサレムを攻撃します。その背後には，イエスに至る王統を根絶しようとするサタンの狙いがあったのかもしれません。アッシリアによるエルサレム襲撃はエホバの目的の一環ではありませんでした。エホバはそれら襲撃者たちを滅ぼし，ご自分の忠実な民を奇跡的に救出されます。―王二 19:32-35。イザ 10:5，6，12-15。
3番目の頭 ― バビロン
9 ヨハネが見た野獣の3番目の頭は，バビロンを首都とする王国を表わします。エホバは，バビロニア人がエルサレムを覆し，ご自分の民を捕囚にすることをお許しになりますが，そうした辱めを受けさせる前に，反逆的なイスラエル人に対して，悲惨な状態が彼らに臨むことを知らせます。（王二 20:16-18）また，エルサレムで「エホバの王座」に座したと言われる人間の王統が断たれることを予告します。（代一 29:23）それと同時に，ダビデ王の子孫，つまり「法的権利」を持つ者が来て王としての権威を取り戻すことも約束されます。―エゼ 21:25-27。
10 別の預言には，約束のメシアつまり油そそがれた者が到来する時，ユダヤ人は依然としてエルサレムの神殿で崇拝を行なっている，ということが示されています。（ダニ 9:24-27）さらに，イスラエルがバビロンの捕囚となる前に書かれた預言には，メシアがベツレヘムで生まれることが述べられています。（ミカ 5:2）それらの預言が成就するには，ユダヤ人が捕囚から解放され，故国に戻り，神殿を再建しなければなりません。しかし，捕囚にした者たちを解放することは，バビロンの国策ではありませんでした。では，その難しい問題はどのように解決されるのでしょうか。エホバはその答えを預言者たちに啓示しておられます。―アモ 3:7。
11 バビロンに捕囚にされた人たちの中に，預言者ダニエルも含まれていました。（ダニ 1:1-6）エホバはダニエルを通して，バビロンに続く一連の世界強国を明らかにされました。エホバは秘密を明らかにするに当たり，幾つもの象徴表現を用いておられます。例えば，バビロニア人の王ネブカドネザルに，幾つかの金属から成る途方もなく大きな像の夢を見させました。（ダニエル 2:1，19，31-38を読む。）そしてダニエルを通して，像の金の頭がバビロニア帝国を表わすことを示されました。 バビロンの次の世界強国は，銀の胸と腕によって描かれています。それは何という強国でしょうか。神の民をどのように扱うのでしょうか。
4番目の頭 ― メディア-ペルシャ
12 エホバはダニエルの時代の1世紀余り前に，バビロンを征服する世界強国の詳細を預言者イザヤを通して明らかにされました。バビロンという都市がどのように敗北を喫するかだけでなく，征服者の名前さえ示されたのです。ペルシャ人のキュロスです。（イザ 44:28–45:2）ダニエルはメディア-ペルシャ世界強国に関する幻をさらに二つ与えられました。一つの幻の中でこの国は，一方の側が起こされた熊に似たものとして描かれており，「多くの肉を食らえ」と命じられます。（ダニ 7:5）さらにダニエルは別の幻の中で，二本の角のある雄羊で表わされる二重世界強国を見ています。―ダニ 8:3，20。
13 エホバは，メディア-ペルシャ帝国を用いてバビロンを覆し，イスラエル人を故国に戻すことにより，預言を成就させました。（代二 36:22，23）しかし，後にその同じ帝国によって，神の民は絶滅の危機にさらされます。聖書のエステル記には，ハマンというペルシャの首相がたくらんだ計画のことが記されています。この男は，広大な帝国内に住むユダヤ人の絶滅を謀り，その集団虐殺を行なう具体的な日付まで決めていました。しかしこの時も，神の民はエホバの介入によって，サタンの胤による憎悪から保護されました。（エス 1:1-3; 3:8，9; 8:3，9-14）ですから，メディア-ペルシャが「啓示」の書の中で野獣の4番目の頭として描かれているのは，ふさわしいことです。
5番目の頭 ― ギリシャ
14 「啓示」の書に出てくる野獣の5番目の頭は，ギリシャを表わしています。ダニエルがネブカドネザルの夢を解き明かした時に示したように，この世界強国は，像の中の銅の腹と股によって表わされています。ダニエルにさらに与えられた二つの幻は，この帝国の特徴と，その傑出した支配者について，驚くほど詳細な情報を与えています。
15 一つの幻でダニエルは，ギリシャが迅速に征服を行なうという意味で，四つの翼を持つひょうとして描かれているのを見ます。（ダニ 7:6）ダニエルが見たもう一つの幻には，目立った1本の角を持つやぎが，2本の角のある雄羊，つまりメディア-ペルシャを速やかに殺す様子が描かれています。エホバはダニエルに，やぎはギリシャを，その大きな角は王たちの一人を表わしている，とお告げになります。ダニエルはさらに，その大きな角が折れ，代わりに4本の小さな角が生える，と記しました。この預言はギリシャが優勢になる200年ほど前に書かれたものですが，詳細な点に至るまでことごとく成就しました。古代ギリシャの傑出したアレクサンドロス大王は，メディア-ペルシャへの攻撃を指揮しました。しかし，この角は間もなく折れます。権力の絶頂期に32歳の若さで亡くなってしまいます。アレクサンドロスの王国は，最終的に4人の将軍によって分割されます。―ダニエル 8:20-22を読む。
16 ギリシャはペルシャを征服した後，神の民の地を支配します。その時までに，ユダヤ人は約束の地に再び定住し，エルサレムに神殿を再建していました。彼らは依然として神の選民であり，再建された神殿も真の崇拝の中心でした。ところが，西暦前2世紀に，野獣の5番目の頭であるギリシャが神の民を攻撃します。アレクサンドロスの分割された帝国の後継者の一人アンティオコス4世が，エルサレムの神殿の敷地に異教の祭壇を置き，ユダヤ教の実践を死に値する犯罪と定めたのです。サタンの胤による何という憎しみの行為でしょう。しかしやがて，ギリシャは世界強国としての地位を奪い取られます。野獣の6番目の頭となるのはどの国でしょうか。
6番目の「恐ろしく，すさまじ（い）」頭 ― ローマ
17 ヨハネが野獣の幻を与えられた時，ローマは支配的な強国でした。（啓 17:10）この6番目の頭は，創世記 3章15節の預言の成就において，大きな役割を果たしました。サタンがローマの当局者を用いて一撃を加えたため，女の胤は「かかと」を砕かれ，一時的な傷を負います。どういうことでしょうか。ローマ人はイエスを扇動という偽りの罪で裁判にかけ，処刑したのです。（マタ 27:26）しかしエホバがイエスを復活させたため，その傷はすぐに癒えます。
18 イスラエルの宗教指導者たちはローマと共謀してイエスに敵対し，イスラエル国民の大多数もイエスを退けました。そのためエホバは，ご自分の民としての生来のイスラエルを捨てられます。（マタ 23:38。使徒 2:22，23）そして，新しい国民として「神のイスラエル」を選ばれます。（ガラ 3:26-29; 6:16）この国民は，ユダヤ人と異邦人で成る油そそがれたクリスチャンの会衆でした。（エフェ 2:11-18）蛇の胤は，イエスの死と復活の後も，女の胤に対する憎しみを表わし続けました。ローマは一度ならず，胤の副次的な部分であるクリスチャン会衆を拭い去ろうとしました。
19 ダニエルがネブカドネザルのために解き明かした夢の中で，ローマは鉄の脚部として表わされています。（ダニ 2:33）ダニエルはまた，ローマ帝国とローマから出る次の世界強国を的確に描写する幻を見ました。（ダニエル 7:7，8を読む。）ローマは何世紀にもわたり，敵たちにとって「恐ろしく，すさまじく，際立って強い」ものと映りましたが，ダニエルの預言は，「十本の角」がローマ帝国から出ること，そして別の角つまり小さな角がそれらの間に生えてきて優勢になることを予告していました。この十本の角とは何でしょうか。小さな角とは何ですか。小さな角はどんな点で，ネブカドネザルが見た巨大な像の描写と合致するのでしょうか。その答えは14ページから始まる次の研究記事で取り上げましょう。



^ ***塔12 6/15 12–13ページ 明らかにされた8人の王*** << >>
明らかにされた8人の王
聖書のダニエル書と「啓示」の書を読むと，8人の王，つまり人間による八つの支配が特定できるだけでなく，登場する順番も分かってきます。聖書に記された最初の預言を理解するなら，それらの預言を読み解くことができます。
サタンは歴史を通じて，自分の胤を組織し，多くの王国つまり政府を作り上げてきました。（ルカ 4:5，6）しかし，神の民に，つまりイスラエル国民や油そそがれたクリスチャンの会衆に大きな影響を及ぼしてきた人間の王国は，比較的わずかです。ですから，ダニエルとヨハネの幻には，強力な政府は全部で八つしか出てきません。
[12，13ページの図表/図版]
（正式に組んだものについては出版物を参照）
                          ダニエルの預言        「啓示」の書の預言
1. エジプト
2. アッシリア
3. バビロン
4. メディア-ペルシャ
5. ギリシャ
6. ローマ
7. 英米
8. 国際連盟と国際連合
神の民
                                                    西暦前2000年
                             アブラハム
                                                          1500年
イスラエル国民
                                                          1000年
                             ダニエル                      500年
                                                     西暦前/西暦
                             ヨハネ
神のイスラエル                                             500年
                                                          1000年
                                                          1500年
                                                      西暦2000年
[脚注]
終わりの時に7人目の王と8人目の王が存在する。19ページを参照。
終わりの時に7人目の王と8人目の王が存在する。19ページを参照。
[図版]
途方もなく大きな像（ダニ 2:31-45）
海から上って来た四つの獣（ダニ 7:3-8，17，25）
雄羊とやぎ（ダニ 8章）
七つの頭を持つ野獣（啓 13:1-10，16-18）
2本の角を持つ野獣は，野獣の像を作ることを奨励する（啓 13:11-15）
[クレジット]
Photo credits: Egypt and Rome: Photograph taken by courtesy of the British Museum; Medo-Persia: Musée du Louvre, Paris



^ ***塔12 6/15 14–18ページ エホバは「ほどなくして必ず起きる」事柄を明らかにされる*** << >>
エホバは「ほどなくして必ず起きる」事柄を明らかにされる
「イエス･キリストによる啓示，これは，ほどなくして必ず起きる事柄をご自分の奴隷たちに示すため，神が彼にお与えになったものである」。―啓 1:1。
どのように答えますか
英米世界強国は，途方もなく大きな像のどの部分に相当しますか
ヨハネは，英米世界強国と国際連合の関係を，どのように描いていますか
ダニエルとヨハネは，人間の支配の終わりをどのように描写していますか
わたしたちはダニエルの預言と，それに類似したヨハネの預言を比較することにより，世界でいま生じている多くの事柄や将来の出来事の意味を理解することができます。では，野獣に関するヨハネの幻，十本の角がある恐ろしい獣に関するダニエルの記述，途方もなく大きな像についてのダニエルの解き明かしを比較することによって，何が分かるでしょうか。そうした預言に関する明確な理解は，わたしたちをどのように動かすでしょうか。
2 まず，野獣に関するヨハネの幻を取り上げましょう。（啓 13章）前の記事で調べたように，1番目から6番目までの頭はそれぞれ，エジプト，アッシリア，バビロン，メディア-ペルシャ，ギリシャ，ローマを表わします。どの国も女の胤に対する憎しみを表わしました。（創 3:15）6番目の頭であるローマは，ヨハネが幻について書き記した後も，長いあいだ支配的な政治勢力でした。しかしやがて，7番目の頭がローマに取って代わります。それは何という世界強国でしょうか。女の胤をどのように扱いますか。
英国と米国が権力の座につく
3 啓示 13章に出てくる野獣の7番目の頭は，ヨハネのこの幻と，ダニエルが見た十本の角を持つグロテスクな獣の幻を比較することによって特定できます。 （ダニエル 7:7，8，23，24を読む。）ダニエルが見た獣は，ローマ世界強国を表わしていました。（12-13ページの図表を参照。）西暦5世紀，ローマ帝国は分裂を始めます。この恐ろしい獣から生え出ている十本の角は，ローマ帝国から出た諸王国を表わします。
4 どう猛なこの獣の頭から生え出た角つまり王国のうちの四つについて，特別な説明が加えられています。3本の角が，ある角つまり「小さなもの」によって引き抜かれます。このことは，ローマ帝国の辺境の植民地であった英国が優勢になった時に成就しました。英国は17世紀まで，あまり重要な強国ではなく，旧ローマ帝国の他の三つの地域，すなわちスペイン，オランダ，フランスのほうがずっと力がありました。しかし英国はそれらの強国を次々と引き抜き，名誉ある地位から引きずり降ろします。しかし，18世紀半ばの時点ではまだ主要な強国ではなく，野獣の7番目の頭となるのは，まだ先のことです。
5 その後，英国は主要な強国になりましたが，北アメリカにあった植民地が英国から独立します。とはいえ，独立したこの国つまり米国は英国海軍の保護を受けて，強力になってゆきます。主の日が始まった1914年までには，英国は史上最大の帝国に，米国は世界最大の産業国になっていました。 両国は第一次世界大戦中に特別な提携関係に入り，ここに英米世界強国が生まれます。これが野獣の7番目の頭です。この強国は女の胤をどのように扱ったでしょうか。
6 主の日が始まって間もなく，7番目の頭は神の民に，つまりキリストの兄弟たちのうち地上に残っている者たちに攻撃を加えます。（マタ 25:40）イエスは，ご自分の臨在期間中に胤の残りの者たちが地上で熱心に活動するということを示しておられました。（マタ 24:45-47。ガラ 3:26-29）英米世界強国はそれら聖なる者たちと戦います。（啓 13:3，7）第一次世界大戦中にこの世界強国は神の民を圧迫し，出版物の一部を禁令に処し，忠実な奴隷級の代表者たちを投獄しました。野獣の7番目の頭は，ある期間にわたり，宣べ伝える業を完全に抑え込んだも同然でした。エホバはこの劇的な出来事を予見し，それをヨハネに啓示しておられます。また，胤の副次的な部分は回復して霊的な活動を増し加える，とも告げておられます。（啓 11:3，7-11）エホバの僕の現代の歴史は，そうした出来事が実際に生じたことを確証しています。
英米世界強国，そして鉄と粘土でできた足
7 巨大な像の足は，野獣の7番目の頭と同じもの，つまり英米世界強国を表わします。英国はローマ帝国から出ました。米国も，英国から出た国なので，間接的な意味でローマから出たと言うことができます。ですから像の足には鉄が含まれています。しかし，粘土の部分もあります。（ダニエル 2:41-43を読む。）この足に関する描写は，7番目の頭である英米世界強国が生まれた後のことを述べています。鉄と粘土が混ざったものは鉄のみの場合より弱くなります。同様に英米世界強国も，母体となった強国ローマよりも弱くなるのです。どうしてでしょうか。
8 野獣の7番目の頭は時おり，鉄のような特性を示しました。例えば，第一次世界大戦に勝利することによってその力を証明し，第二次世界大戦中にも鉄のような力を発揮しました。 大戦後も時おりそうした特性を表わしましたが，その鉄は早い時期から粘土と混ざり合ってきました。
9 エホバの僕たちは長い間，像の足の象徴的な意味を理解しようと努めてきました。ダニエル 2章41節は，鉄と粘土の混合部分を，多くの国としてではなく一つの「王国」として描いています。ですから粘土は，英米世界強国の勢力範囲内の諸要素を表わします。それらの諸要素により，英米世界強国はローマ帝国という鉄だけの部分よりも弱くなるのです。粘土は「人の子ら」つまり一般の人々として言及されています。（ダニ 2:43）それらの人々は，公民権運動，労働組合，独立運動などによって自らの権利を主張してきました。英米世界強国が鉄のような強さをもって行動する力を，一般の人々が低下させているのです。また，人気のある人が指導者になっても，相反するイデオロギーにより，また選挙で過半数が獲得できなかったことにより勢力基盤が弱体化し，政策を実行できるだけの権限が得られない，ということもあります。ダニエルは，「その王国は一部は強く，一部はもろいものとなる」と予告しました。―ダニ 2:42。テモ二 3:1-3。
10 21世紀に入っても英国と米国は引き続き特別な提携関係にあり，しばしば協力して世界の政局に当たってきました。途方もなく大きな像と野獣に関する預言は，英米世界強国に代わる別の世界強国が現われないことを確証しています。この最後の世界強国は，鉄の脚部が表わす国より弱いかもしれませんが，内部崩壊することはありません。
11 像の足の指の数には特別な意味があるのでしょうか。ほかの幻では，ダニエルは具体的な数を挙げています。様々な獣の頭にある角の数はその一例です。それらの数には意味がありましたが，ダニエルはこの像を描写するに当たり，足の指の数を挙げていません。ですから，足の指の数は，像の腕や手，手の指，脚部，足の数と同じく，あまり意味がないようです。しかしダニエルは，足の指が鉄と粘土でできていることをはっきり述べています。以上のことから，神の王国を表わす「石」が像の足を打つ時に支配的な世界強国となっているのは，英米世界強国であると結論することができます。―ダニ 2:45。
英米と，2本の角のある野獣
12 英米世界強国は鉄と粘土の混ざり合ったものですが，イエスがヨハネに与えた幻は，この強国が終わりの日の期間中ずっと，大きな役割を果たすことを示しています。どうしてそう言えるのでしょうか。ヨハネは幻の中で，2本の角のある野獣が龍のように話すのを見ました。この奇妙な野獣は何を表わしますか。2本の角があるので二重強国です。ヨハネは再び英米世界強国を見ていたのです。ただしこの野獣は，特別な役目を担うことになっています。―啓示 13:11-15を読む。
13 この野獣は，七つの頭を持つ野獣の像を作ることを奨励します。ヨハネは，野獣の像が現われ，そして消え，再び上って来る，と書いています。英国と米国が奨励したある組織に，その通りのことが生じました。世界の諸王国を一致させ，代表することを目的とした組織です。 この組織は第一次世界大戦後に現われ，国際連盟として知られましたが，第二次世界大戦が始まると姿を消しました。神の民は第二次世界大戦中，「啓示」の書の預言に基づき，野獣の像は再び上って来る，とふれ告げました。実際その通りになりました。国際連合として上って来たのです。―啓 17:8。
14 ヨハネは野獣の像を「八人目の王」と表現しています。どうして王と言えるのでしょうか。この王は，像の原型である野獣の8番目の頭であるとは言われていません。あくまでも野獣の像にすぎません。なぜなら，この像が持つどんな力も，その加盟国，とりわけ主要な擁護者である英米世界強国から出ているからです。（啓 17:10，11）しかしこの像には，王として特別な仕事をする権威が与えられます。歴史を変える一連の出来事のきっかけを作り出す仕事です。
野獣の像は娼婦をむさぼり食う
15 ヨハネの預言的な記述によれば，緋色の野獣の上に，つまり野獣の像の上に象徴的な娼婦が乗っており，野獣の像を支配しています。この娼婦には「大いなるバビロン」という名があります。（啓 17:1-6）この娼婦は適切にも，キリスト教世界の諸教会が主要な地位を占める偽りの宗教全体を象徴しています。宗教組織は野獣の像を祝福し，影響力を行使しようと努めてきました。
16 しかし大いなるバビロンは，主の日の期間中に水が著しくかれてしまうのを経験してきました。支持する人々が激減したのです。（啓 16:12; 17:15）例えば，野獣の像が初めて現われた時，大いなるバビロンの主要な部分であるキリスト教世界の諸教会は，西欧諸国において支配的な地位にありました。ところが今日，諸教会と聖職者たちは大衆の敬意と支持を失っています。実際，対立や紛争の原因は宗教にあると考える人も少なくありません。西欧諸国では，宗教が社会に及ぼす影響をとどめようとして声高に叫ぶ知識人の過激な運動が勢いを増しています。
17 それでも，偽りの宗教は徐々に消え去るのではありません。娼婦は強い力を保持し，神が一つの考えを王たちの心に植え込むまで，それらの王たちを自分の意志に従わせようとします。（啓示 17:16，17を読む。）エホバは間もなく，国際連合によって代表されるサタンの体制の政治分子を動かし，偽りの宗教を攻撃させます。それら政治分子は娼婦の影響力を破壊し，その富を荒れ廃れさせます。ほんの数十年前には起こりそうもなかったことが起こるのです。今，娼婦は緋色の野獣の背中から落ちそうになっていますが，ゆっくり滑り落ちるのではありません。突然，激しく落下するのです。―啓 18:7，8，15-19。
野獣は終わりに至る
18 偽りの宗教が滅ぼされた後，サタンの地上の政治機構である野獣は，神の王国を攻撃するようあおり立てられます。天に達することができない地の王たちは，地上にいる神の王国の支持者たちに憤りの矛先を向けます。その結果，起こるべきことが起こります。（啓 16:13-16; 17:12-14）ダニエルはこの最終的な戦いの一面に言及しています。（ダニエル 2:44を読む。）啓示 13章1節に出てくる野獣，その像，2本の角のある野獣は滅ぼされるのです。
19 わたしたちは7番目の頭の時代に生きています。この野獣が滅びる前に，別の頭が出ることはありません。偽りの宗教が除き去られる時，支配的な世界強国となっているのは英米世界強国です。ダニエルとヨハネの預言は，ごく詳細な点に至るまで成就してきました。ですから，間もなく偽りの宗教が滅び，ハルマゲドンの戦いが生じることを確信できます。神はそうした詳細な情報を前もって明らかにしてくださいました。では，わたしたちは預言的な警告に注意を払うでしょうか。（ペテ二 1:19）今は，エホバの側に立ち，その王国を支持すべき時なのです。―啓 14:6，7。
[脚注]
多くの場合，聖書中の十という数字は，全体がそろっていることを表わします。この場合は，ローマ帝国から出た王国全体を指しています。
この二重世界強国の構成国は18世紀から存在していましたが，ヨハネは，その世界強国が主の日の始めに現われる，としています。実際，「啓示」の書に記された幻は「主の日」に成就します。（啓 1:10）第一次世界大戦までは，7番目の頭が一つの世界強国として機能し始めることはありませんでした。
ダニエルは，この王が第二次世界大戦中にもたらす悲惨な破壊について予見し，「彼は驚くような[恐ろしい]仕方で滅びをもたら（す）」と記しました。（ダニ 8:24）例えば，米国は英米世界強国の敵に2発の原子爆弾を投下して，未曾有の規模の破滅をもたらしました。
「啓示の書 ― その壮大な最高潮は近い！」の240，241，253ページを参照。
[研究用の質問]
 1，2. （イ）ダニエルの預言とヨハネの預言により，どんなことが理解できますか。（ロ）野獣の1番目から6番目までの頭はそれぞれ，どんな国を表わしますか。
 3. 十本の角を持つグロテスクな獣は何を表わしていますか。その十本の角は何を表わしますか。
 4，5. （イ）小さな角はどんな行動を取りましたか。（ロ）どの強国が野獣の7番目の頭になりましたか。
 6. 7番目の頭は，神の民をどのように扱ってきましたか。
 7. 野獣の7番目の頭と，途方もなく大きな像との間には，どんな関係がありますか。
 8，9. （イ）7番目の世界強国は，どのように鉄のような強さを表わしますか。（ロ）像の足の粘土は，何を表わしていますか。
10，11. （イ）「足」は将来，どうなりますか。（ロ）足の指の数について，どんな結論を下せますか。
12，13. 2本の角のある野獣は何を表わしますか。どんなことを行ないますか。
14. 野獣の像が「八人目の王」であると，どうして言えますか。
15，16. 娼婦は何の象徴ですか。この娼婦に対する支持はどうなっていますか。
17. 間もなく偽りの宗教にどんなことが生じますか。なぜですか。
18. （イ）野獣は何を行ないますか。どんな結果になりますか。（ロ）ダニエル 2章44節は，神の王国がどんな王国を滅ぼすと述べていますか。（17ページの囲みを参照。）
19. わたしたちはどんなことを確信できますか。今は何をすべき時ですか。
[17ページの囲み記事]
「これらのすべての王国」とは何か
  ダニエル 2章44節の預言は，神の王国が「これらのすべての王国を打ち砕いて終わらせ（る）」と述べています。この預言は，像の様々な部分によって描かれる諸王国にのみ言及しています。
  それ以外の人間の政府はどうなるのでしょうか。「啓示」の書にある類似した預言は，より詳しい点を明らかにしています。そこには，「人の住む全地の王たち」がエホバの敵として，「全能者なる神の大いなる日」に集められることが示されています。（啓 16:14; 19:19-21）したがって，像に含まれる諸王国だけでなく，他の人間の政府すべても，ハルマゲドンで滅ぼされます。



^ ***塔12 6/15 19ページ 読者からの質問*** <<
読者からの質問
英米世界強国が，聖書預言における第七世界強国になったのは，いつですか。
■ ネブカドネザル王が見た巨大な金属の像は，すべての世界強国を表わすのではありません。（ダニ 2:31-45）この像に描かれているのは，ダニエルの時代以降に支配を行ない，神の民と重要な関係があった五つの強国だけです。
金属の像に関するダニエルの描写によると，英米世界強国はローマを征服するのではなく，ローマから出ます。ダニエルは，像の脚部の鉄が足に，そして足の指にまで伸びているのを見ました。（鉄は，足とその指の部分で粘土と混ざり合っています。） この描写は，英米世界強国が鉄の脚部から出ることを示しています。これが正確であることは歴史的に証明されています。ローマ帝国の一部であった英国は1700年代後半に優勢になり始めました。その後，アメリカ合衆国は英国にとって無視できない存在になりますが，その時点では，聖書預言における第七世界強国はまだ形成されていません。なぜでしょうか。英国と米国が顕著なかたちで協力して行動することは，まだなかったからです。それが実際に生じたのは，第一次世界大戦中のことです。
その頃，「王国の子たち」はおもに米国で熱心に活動していました。彼らの世界本部はニューヨークのブルックリンにありました。（マタ 13:36-43）油そそがれた者級は，大英帝国が支配する国々でも活発に宣べ伝えていました。第一次世界大戦中，英米両国は共通の敵国と戦うに当たり，特別な提携関係を結びました。また，同大戦によって国家主義が高まる中，神の「女」の胤である者たちへの敵意をあらわにし，彼らが発行する出版物を禁令に処したり，宣べ伝える業を指導している人たちを投獄したりしました。―啓 12:17。
ですから，聖書預言の観点からすると，第七世界強国が確立されたのは，英国が優勢になり始めた1700年代後半ではありません。英米は，主の日の始めに世界強国の座についたのです。



^ ***塔15 5/15 29ページ–30ページ 読者からの質問***
読者からの質問
エゼキエル書に出てくるマゴグのゴグとはだれのことですか。
■ わたしたちの出版物は多年にわたり，マゴグのゴグとは天から放逐された後の悪魔サタンのことである，と説明してきました。この説明は，「啓示」の書の中で悪魔サタンが，神の民に対する世界的な攻撃の指導者とされていることに基づいていました。（啓 12:1-17）そのため，ゴグとはサタンを指す預言的な名前に違いない，と考えられました。
しかし，その説明に関して幾つかの重要な疑問が生じました。次の点を考えてみてください。エホバはゴグが敗北を喫する時に言及し，ゴグに対して，「わたしはあなたを猛きんに，あらゆる翼の鳥，そして野の野獣に食物として与える」と述べておられます。（エゼ 39:4）そしてこう言われます。「その日には必ず，わたしはゴグのためにそこに場所を，イスラエルの中に埋葬地を……与える。……そして彼らはそこに必ずゴグとそのすべての群衆を埋め[る]であろう」。（エゼ 39:11）しかし，霊の被造物が「猛きんに，あらゆる翼の鳥，そして野の野獣」に食べられることなど，あるでしょうか。また，サタンに地上の「埋葬地」が与えられることなど，あるでしょうか。聖書が明確に述べているのは，サタンが食べられるとか埋葬されるということではなく，千年のあいだ底知れぬ深みに入れられる，ということです。―啓 20:1，2。
千年の終わりにサタンは底知れぬ深みから解き放され，「出て行って，地の四隅の諸国民，ゴグとマゴグを惑わし，彼らを戦争のために集める」ことになっています。（啓 20:8）しかし，もしサタンがゴグであるなら，ゴグを惑わすことなどできるでしょうか。ですから，エゼキエル書の「ゴグ」も「啓示」の書の「ゴグ」も，サタンのことではありません。
では，マゴグのゴグとはだれのことですか。その質問に答えるには，聖書を調べ，神の民を攻撃するのがだれかを知る必要があります。聖書は，「マゴグの……ゴグ」による攻撃だけでなく，「北の王」による攻撃，「地の王たち」による攻撃についても述べています。（エゼ 38:2，10-13。ダニ 11:40，44，45。啓 17:14; 19:19）それらの攻撃は別個のものなのでしょうか。そうではないでしょう。聖書は，同一の攻撃について異なる言い方をしているものと思われます。なぜそう言えますか。聖書によれば，ハルマゲドンの戦いの引き金となるその最終的な攻撃には，地の諸国家すべてが関係するからです。―啓 16:14，16。
神の民への最終的な攻撃に関するこれらの聖句を比較すると，マゴグのゴグがサタンではなく，諸国家の連合体であることが明らかになります。この連合体は「北の王」が率いるのでしょうか。確かなことは言えませんが，その考えは，エホバがゴグについて述べる次の言葉と調和しているように思えます。「あなたは，必ずあなたの場所から，北の最果てからやって来る。あなたと，あなたと共にいてすべて馬に乗る多くの民，大いなる会衆，おびただしい軍勢とは」。―エゼ 38:6，15。
エゼキエルと同時代の預言者ダニエルも，北の王についてこう述べています。「彼をかき乱す知らせがあって，日の出る方から，また北から来る。そのため彼は非常な激怒を抱き，滅ぼし尽くすため，多くの者を滅びのためにささげようとして出て行く。そして彼は自分の宮殿のような天幕を，壮大な海と聖なる飾りの山との間に設ける。それでも，彼は必ず自分の終わりに至る。これを助ける者はいない」。（ダニ 11:44，45）この聖句は，ゴグの行動についてエゼキエル書が述べる事柄と非常に類似しています。―エゼ 38:8-12，16。
この最終的な攻撃の後，どんなことが起きますか。ダニエルはこう述べています。「その時に，あなたの民の子らのために[1914年以来]立つ大いなる君ミカエル[イエス･キリスト]が[ハルマゲドンで]立ち上がる。そして，国民が生じて以来その時まで臨んだことのない苦難の時[大患難]が必ず臨む。しかしその時，あなたの民，すなわち書に記されている者はみな逃れ出る」。（ダニ 12:1）神を代表するイエスのこの行動は，啓示 19章11-21節にも描かれています。
では，啓示 20章8節の「ゴグとマゴグ」とはだれのことですか。千年の終わりに臨む最終的な試みの時にエホバに反逆する者たちは，大患難の終わりに神の民を攻撃する諸国家，つまり「マゴグの……ゴグ」と同様の殺意をあらわにします。そしてこの2つのグループは，永遠の死という全く同じ結末を迎えます。（啓 19:20，21; 20:9）ですから，千年期の終わりに反逆する者たちすべてが「ゴグとマゴグ」と呼ばれるのはふさわしいことでしょう。
近い将来だれが「北の王」の役割を担うのでしょうか。わたしたちは神の言葉を真剣に学ぶ者として，大きな期待を持って事態を見守ります。しかし，だれがこの諸国家の連合体を率いるにしても，次の点は確かです。（1）マゴグのゴグとその軍勢は敗北を喫して滅ぼされます。（2）統治する王イエス･キリストは神の民を救い，平和と真の安全が行き渡る新しい世へと導き入れます。―啓 7:14-17。
[29ページの図表]
マゴグのゴグによる攻撃（エゼ 38:2，10-13）
大患難が始まる
マゴグのゴグ:
神の民を滅ぼし尽くそうとする諸国家の連合体
ハルマゲドン:
■ イエスは神の民を保護するために乗り進む
■ マゴグのゴグは滅ぼされる（啓 16:14，16）
■ サタンと悪霊たちは底知れぬ深みに入れられる（啓 20:1-3）
キリストの千年統治が始まる
[30ページの図表]
ゴグとマゴグによる攻撃（啓 20:8，9）
千年の終わり
サタンが解き放される
エホバとその民に反逆するよう人々を促す
ゴグとマゴグ:
殺意を持って義なる人類を取り囲む反逆的な人々
悪の終わり:
■ 天からの火がゴグとマゴグを滅ぼす（啓 20:9）
■ サタンと悪霊たちは火の湖に投げ込まれる（啓 20:10）












^ ***喜歌 5番 エホバは素晴らしい創造者***
5番
エホバは素晴らしい創造者
（詩編 139編）
エホバ あなただけは私の全てを知り
いつでも見守っている 私の心と生き方
母の胎の中で命になった時も
あなただけは初めから私に気付いておられた
心から賛美したい 素晴らしい創造者
あなたに見えないものは一つもないのだから
たとえ闇の中で孤独に包まれても
あなたの聖なる力 私をすぐに見つけ出す
（詩 66:3; 94:19; エレ 17:10も参照。）



^ ***喜歌 12番 エホバは賛美を受けるにふさわしい方***
12番
エホバは賛美を受けるにふさわしい方
（出エジプト 34:6，7）
1. 永遠の王エホバ
賛美受けるにふさわしい方
深い愛 知恵を持つ 公正な神
2. 憐れみの父エホバ
罪と過ち 許される方
優しさと思いやり 心に迫る
3. 全能の神エホバ
全てのものを造られた方
この命ある限り賛美歌おう
（申 32:4; 格 16:12; マタ 6:10; 啓 4:11も参照。）









^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）



^ ***喜歌 145番 パラダイスについての神の約束***
145番
パラダイスについての神の約束
（ルカ 23:43）
1. エホバの愛情が世界にあふれる
罪と死 苦しみをイエスは消し去る
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
2. イエスは罪人と約束交わした
地上のパラダイス そこでの命を
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
3. エホバの目的をイエスは成し遂げ
天地は高らかにエホバをたたえる
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
（マタ 5:5; 6:10; ヨハ 5:28，29も参照。）
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